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細血管･平滑筋の痙縮緩解作用、
抗炎症一鎮痛作用を併有し’
胄炎、冑・十二指腸潰瘍などの
病態改善に有用な…

★新しいタイヵフ細血管・平滑筋痙縮緩解剤

ビレ乞吻錠……_‘…“
一般名＝クエン酸プロキサソール

本剤は異常緊張冗進状態にある平滑筋臓器 ●胃・十二指腸潰瘍においては、潰瘍の縮小
や細血管の痙縮を選択的に正常化し、強力 消失が内視鏡およびX線検査で認められて
な抗炎症一鎮痛作用と相まって、 いる。

●瘻痛など自覚症状の改善とともに胃腸粘膜 ●胃液の分泌を抑制せ説ムチンの産生のみ
の浮腫、うっ血、びらんなど他覚所見の改善 を選択的に増加させる。
が内視鏡、X線検査、生検などで認められて なお、本剤は神経系を介さず､平滑筋に直接
いる。 作用し､忍容性がよい。

<包装〉 錠(100mg) 120錠(12×10) 600"(12×50) 1000錠(200×5) 1500錠(12×125)

<薬価基準> 100mg 1錠当レノ 23円80銭
●文献送呈：お申し込みは大阪市東局区内吉富蓑藥学術課へ
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ま
え
お
き

日
本
の
実
証
的
で
自
然
科
学
的
な
医
学
の
発
達
に
関
す
る
重
要
な
資
料
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
人
体
骨
酪
標
本
を
モ
デ
ル
と
し
て
実
物
と
違

わ
ぬ
よ
う
忠
実
に
作
製
さ
れ
た
木
製
の
人
体
骨
酪
模
型
は
貴
重
な
医
学
的
文
化
財
で
あ
る
。

星
野
良
悦
の
身
幹
儀
、
各
務
文
献
の
模
骨
作
製
は
き
わ
め
て
重
要
な
業
績
で
あ
り
、
す
で
に
呉
秀
三
、
富
士
川
勝
両
氏
の
「
木
骨
考
」
（
明

治
二
十
六
年
）
、
原
田
謙
太
郎
氏
の
「
星
野
良
悦
の
身
幹
儀
（
木
製
人
体
骨
篭
作
製
に
つ
い
て
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
一
三
一
西
号
・
一
三
二
五
号
昭

和
十
九
年
）
の
詳
細
な
論
考
と
資
料
の
紹
介
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
小
川
鼎
三
氏
は
日
本
解
剖
学
史
の
立
場
か
ら
木
骨
に
つ
い
て
精
細
に
論
究
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
不
明
確
な
問
題
点
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
先
人
の
業
績
と
、
新
た
に
披
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
資
料
に
も
と
ず
き
、
現
在
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た
木
製
骨

幣
模
型
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
を
行
な
っ
た
の
で
報
告
し
、
御
批
判
を
あ
お
ぎ
た
い
。

ｊ一
江
戸
時
代
作
製
の
木
骨
数

厄星
野
良
悦
が
細
工
師
原
田
孝
次
に
作
製
さ
せ
た
「
身
幹
儀
」
を
は
じ
め
と
し
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
副

江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た

木
製
人
体
骨
酪
模
型
（
木
骨
）
に
つ
い
て 罪

葬
藷
唾
嬬
識
暁
ヤ
鍔
軒
誌
錯
昭
和
四
十
六
年
四
月
四
日
受
付

蒲
原

宏
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人
体
骨
酪
模
型
（
以
下
木
骨
）
は
一
体
い
く
つ
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

報
告
や
文
献
に
み
ら
れ
る
木
骨
、
現
在
ま
で
直
接
そ
の
所
在
と
実
物
に
つ
い
て
調
査
で
き
た
木
骨
な
ど
を
一
応
整
理
分
類
し
て
み
る
と
、
表

仙
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
時
実
際
に
作
製
さ
れ
、
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
木
骨
九
組
、
作
製
を
依
頼
さ
れ
て
は
あ
っ
た
が
完

成
さ
れ
た
か
否
か
不
明
の
も
の
三
組
と
な
る
。

こ
の
う
ち
星
野
良
悦
の
「
身
幹
儀
」
系
に
属
す
る
も
の
が
六
組
で
あ
る
が
、
現
存
を
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
後
藤
文
彦
氏
（
広
島
市
）
の

所
蔵
さ
れ
て
い
る
星
野
良
悦
の
「
身
幹
儀
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
一
組
に
す
ぎ
な
い
。

表
仙
江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た
木
骨
一
覧
表

木
製
骨
酩
発
案
者

製
作
者

模
型
名
（
住
居
地
）

１
瑳
錨
鱗
骨
星
野
良
悦
原
田
孝
次（広
島
）

″

〃

星

野

良

悦

原

田

孝

次

３

（
広
島
）

星
野
系
木
骨
二
代
目
星
野
良
悦
指
物
屋
喜
伝
次

３

９
。

（
広
島
）

星
野
系
木
骨
｛
酔
田
趣
棡
指
物
屋
喜
伝
次

４

（
広
島
）

（
寿
）

岡
本
斧
三
郎

５

星
野
系
木
骨
足
立
長
篇

（
江
戸
）

星
野
系
木
骨
佐
々
木
中
沢
岡
本
斧
三
郎

６

（
江
戸
）

各
務
木
骨
田
中
某

７

各
務
文
献

（
模
骨
）
（
大
阪
）

津
峰
奔
軒
駅
仙
怡
一
’
一
↓
州
諦
酔
蓉
癖
確
琳

釜

幕
府
医
学
館

新
宮
凉
庭

杉
田
立
卿

星
野
良
悦

幕
府
医
学
館

足
立
長
篇

ｊ

旧
所
蔵
者
処く

？

東
京
大
学
医
学
部

後
藤
文
彦
氏

（
広
島
）

現
所
蔵
者

？
｡

？
● ナ

シ

備
考
（
典
拠
）

文
化
三
年
焼
失

大
沢
玄
沢
よ
り
各
務
文
献
へ
の
書
翰

身
幹
儀
附
説

駆
竪
斎
入
門
日
誌
（
辮
癖
堂
）

広
島
西
道
朴
紹
介

人
様
木
骨
縁
起

模
骨
呈
案

人
様
木
骨
縁
起

宮
城
県
学
校
諸
綴

人
様
木
骨
縁
起

’’
’
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各
務
文
献
の
「
模
骨
」
系
に
属
す
る
も
の
は
三
組
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
東
京
大
学
医
学
部
所
蔵
の
各
務
文
献
「
模
骨
」
一
組

武
見
太
郎
氏
（
東
京
都
）
所
蔵
の
各
務
文
献
の
座
右
常
備
用
模
骨
一
組
の
計
二
組
が
現
存
し
て
い
る
。

星
野
系
木
骨
は
蒲
広
島
に
お
い
て
時
代
が
少
し
下
る
と
、
原
田
孝
次
作
製
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
の
っ
と
っ
て
指
物
屋
喜
伝
次
に
よ
っ
て
木
骨
が

作
製
さ
れ
た
。

各
務
文
献
の

製
さ
れ
て
い
た
。

製
作
が
不
確
実
な
木
骨
と
し
て
は
、
大
槻
玄
幹
（
江
戸
）
、
小
此
木
玄
智
（
奥
州
・
二
本
松
藩
）
長
谷
川
宗
仙
（
常
陸
・
笠
間
藩
）
が
細
工
師
岡

本
斧
三
郎
に
作
製
を
依
頼
し
た
も
の
が
あ
る
。
も
し
出
来
上
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
三
組
が
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
製
作
未
完
に
終
っ
た

各
務
文
献
の
門
弟
奥
田
万
里

が
名
が
明
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
喜
伝
次
の
作
製
し
た
木
骨
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
江
戸
で
は
岡
本
斧
三
郎
が
木
骨
を
二
具
作
製
し
て
い
る
。

各
務
文
献
の
「
模
骨
」
は
ま
ず
大
阪
の
細
工
師
田
中
某
に
よ
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
作
ら
れ
、
ま
た
そ
の
ほ
か
に
座
右
研
究
用
の
小
木
骨
が
作

11 9 ８
｜
各
務
小
木
骨

12 10

星
野
系
木
骨

各
務
系

奥
田
木
骨

－F

各
務
文
献

奥
田
万
里

長
谷
川
宗
仙

大
槻
玄
幹

小
此
木
玄
智

（
周
道
）
所
蔵
の
木
骨
は
細
工
師
池
内
某
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
製
作
者
の
姓
は
知
ら
れ
て
い
る

、

一
岡
本
斧
三
郎
（
江
戸
）

田
中
某（

大
阪
）

池
内
某（

大
阪
）

驫
鑑
篭
ｌ
↓
武
見
太
郎
氏
（
東
京
）

奥
田
万
里
‐
一
？
蝿
澤
確
認
開
全
書

…
も
名
古
屋
医
学
館
一
尾
張
名
所
図
会

完
成
か
未
完
か

不
明
？

？
●

人
様
木
骨
縁
起

’’’
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こ
の
ほ
か
入
手
経
路
に
多
少
の
明
確
さ
を
欠
く
木
骨
と
し
て
は
、
新
宮
凉
庭
旧
蔵
の
星
野
系
木
骨
と
推
定
さ
れ
る
一
組
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
入
れ
る
と
、
確
実
に
江
戸
時
代
に
存
在
し
た
木
骨
は
九
組
と
な
る
の
で
、
こ
の
九
組
の
木
骨
の
系
譜
を
考
証
し
、
現
在
ま
で
疑
問

と
さ
れ
て
い
た
問
題
を
若
干
整
理
し
て
み
た
い
。

Ｊ二
星
野
系
（
広
島
系
）
木
骨
に
つ
い
て

て
⑩
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
江
戸
携
行
身
幹
儀
（
木
骨
）

艮
野
良
悦
が
原
田
孝
次
に
作
製
さ
せ
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
九
月
二
十
八
日
に
江
戸
へ
携
行
し
た
木
骨
は
江
戸
の
漢
蘭
の
医
家
を
驚
か
せ
、

帰
路
京
阪
の
医
家
に
賞
讃
さ
れ
た
が
、
星
野
良
悦
は
こ
れ
を
郷
里
広
島
に
持
ち
帰
っ
た
。

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
骨
は
寛
政
四
、
五
年
頃
（
一
七
九
二
’
九
三
）
に
完
成
し
た
と
原
田
謙
太
郎
氏
は
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
呉
秀
三
、
富

士
川
勝
両
氏
は
寛
政
元
年
頃
（
一
七
八
八
）
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
最
初
に
作
製
さ
れ
た
木
骨
は
初
代
星
野
良
悦
か
ら
二
代
良
悦
に
伝
え
ら
れ
、
現
在
は
後
藤
文
彦
氏
（
広
島
市
）
の
も
と
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
奇
し
く
も
第
二
次
大
戦
中
疎
開
さ
れ
て
、
原
爆
の
災
を
免
が
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

②
星
野
良
悦
の
幕
府
医
学
館
献
納
木
骨

広
島
に
い
っ
た
ん
帰
郷
し
た
星
野
良
悦
が
、
原
田
孝
次
に
も
う
一
組
の
木
骨
を
作
製
せ
し
め
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
十
一
月
に
献
納

し
た
木
骨
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
運
命
を
と
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

呉
、
富
士
川
両
氏
は
「
木
骨
考
」
萌
治
二
十
六
年
）
に
お
い
て
「
其
後
如
何
に
な
り
し
や
今
伝
ら
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

原
田
謙
太
郎
氏
は
「
不
求
堂
雑
記
」
の
な
か
に
あ
る
「
京
師
新
宮
凉
庭
駆
豐
斎
入
門
日
誌
」
の
記
載
か
ら
、
医
学
館
献
納
木
骨
が
新
宮
凉
庭

の
手
に
移
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
の
推
論
を
立
て
て
お
ら
れ
る
。

果
し
て
呉
、
富
士
川
、
原
田
氏
ら
の
説
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。

公
算
が
大
で
あ
る
。
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私
は
呉
、
富
士
川
両
氏
の
「
木
骨
考
」
の
中
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
文
政
二
年
三
月
十
三
日
付
》
大
槻
玄
沢
よ
り
各
務
文
献
あ
て
の
書
翰
写

し
」
か
ら
、
星
野
良
悦
が
幕
府
医
学
館
濟
寿
館
に
献
納
し
た
木
骨
は
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
三
月
三
日
芝
・
車
町
か
ら
出
火
し
三
月
五
日
昼

四
ッ
時
に
至
っ
て
よ
う
や
く
鎮
火
し
た
江
戸
大
火
の
さ
い
に
、
幕
府
医
学
館
と
と
も
に
焼
失
し
、
現
存
し
て
い
な
い
と
解
し
た
い
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

す
な
わ
ち
前
記
の
大
槻
玄
沢
か
ら
各
務
文
献
あ
て
た
木
骨
献
納
に
関
す
る
書
翰
に
「
先
年
御
所
蔵
之
品
御
類
焼
此
度
宜
出
来
之
品
献
備
に
相

成
誠
に
不
朽
被
成
御
伝
候
事
御
大
慶
之
段
噂
御
座
候
云
々
」
と
あ
る
。

○
○
○
○
○
０
○

こ
の
文
中
の
「
先
年
御
所
蔵
之
ｕ
巴
と
い
う
の
は
多
紀
安
長
、
杉
本
忠
温
が
責
任
者
で
あ
っ
た
幕
府
医
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
星
野
良

悦
献
納
の
身
幹
儀
（
木
骨
）
」
と
前
後
の
文
章
か
ら
判
定
し
う
る
。
（
資
料
①
）

文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
三
月
三
日
の
江
戸
大
火
は
焼
失
面
積
長
サ
ニ
里
半
幅
平
均
七
町
半
、
諸
侯
藩
邸
八
十
三
、
寺
院
六
十
六
力
寺
、
神

社
二
十
余
社
、
町
数
五
百
三
十
余
町
、
焼
死
溺
死
者
千
二
百
人
余
と
い
う
悲
惨
な
も
の
で
、
幕
府
医
学
館
も
三
月
四
日
に
類
焼
の
厄
に
あ
っ

す
な
わ
ち
大
槻
玄
沢
の
手
紙
の
内
容
は
「
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
の
大
火
に
医
学
館
所
蔵
の
星
野
木
骨
も
同
時
に
焼
失
し
た
が
、
今
度
は

出
来
の
よ
い
木
骨
が
献
納
さ
れ
た
の
で
大
変
よ
ろ
こ
ば
し
い
事
で
あ
る
と
お
噂
申
し
て
い
る
云
々
」
、
と
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
原
田
謙
太
郎
氏
が
星
野
木
骨
と
解
さ
れ
た
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
十
九
日
「
医
学
館
薬
品
会
物
目
録
の
な
か
に
見
ら

れ
る
「
木
造
人
骨
」
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
各
務
文
献
に
よ
っ
て
献
納
さ
れ
た
「
将
務
模
骨
」
と
解
す
る
な
ら
ば
、
医
学
館
の
木
骨

に
つ
い
て
は
別
に
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
（
資
料
②
）

新
宮
凉
庭
が
広
島
製
の
木
骨
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
資
料
を
原
田
謙
太
郎
氏
に
教
示
さ
れ
た
の
は
山
崎
佐
氏
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
不
求
堂

雑
記
」
の
中
に
あ
る
「
京
師
新
宮
凉
庭
駆
壹
斎
入
門
日
誌
」
に
「
駆
豐
斎
木
骨
を
蔵
す
工
匠
安
芸
の
人
な
り
。
或
年
罪
人
を
乞
て
肉
を
蒸
し
骨

を
貯
え
、
秤
に
て
分
量
を
計
り
木
に
比
べ
、
星
霜
を
歴
て
全
く
成
る
。
安
芸
に
一
基
を
存
す
…
：
…
・
」
と
あ
る
の
が
檬
証
の
大
要
で
あ
る
。

③
新
宮
凉
庭
旧
蔵
の
星
野
系
木
骨

み
た
０
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(4)
石
田
憲
吾
氏
に
よ
る
と
、
初
代
良
悦
は
亭
和
二
年
（
一
八
○
二
）
三
月
一
日
四
十
九
才
で
病
没
し
、
原
田
孝
次
は
良
悦
と
相
前
後
し
て
死
亡

し
た
と
い
う
。
新
宮
凉
庭
の
広
島
滞
在
が
初
代
良
悦
没
後
八
年
の
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
で
あ
る
こ
と
と
考
え
合
せ
る
と
、
新
宮
凉
庭
所
蔵

の
木
骨
は
後
述
の
杉
田
立
卿
旧
蔵
の
星
野
系
木
骨
製
作
者
指
物
屋
喜
伝
次
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
推
定
が
な
り
立
つ
。

し
か
し
確
実
な
証
拠
資
料
の
な
い
現
在
、
推
論
の
域
を
出
な
い
。

る
0

こ
の
新
宮
凉
庭
旧
蔵
の
木
骨
の
行
方
は
現
在
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
原
田
謙
太
郎
氏
は
幕
府
医
学
館
献
納
の
星
野
木
骨
が
何
等
か
の
系
路
を

へ
て
新
宮
凉
庭
の
も
と
に
入
っ
た
と
解
さ
れ
て
も
い
る
。

す
で
に
前
述
し
た
よ
う
に
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
献
納
の
星
野
良
悦
の
木
骨
が
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
に
医
学
館
と
と
も
に
焼
失
し

て
い
る
の
で
、
原
田
謙
太
郎
氏
の
推
論
は
一
応
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
新
宮
凉
庭
は
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
西
勝
の
途
中
十
月
七
日
か
ら
翌
文
化
八
年
（
一
八
二
）
八
月
一
口
ま
で
広
島
に
滞
在
し
、
文
化

八
年
（
一
八
二
）
一
月
十
七
日
初
代
星
野
良
悦
の
門
人
中
井
厚
沢
と
二
代
目
星
野
良
悦
に
会
い
「
身
幹
儀
説
」
を
作
っ
て
い
る
。
ま
た
凉
庭

は
厚
沢
の
疾
病
の
治
療
や
蔵
本
の
写
本
も
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
新
宮
凉
庭
と
広
島
の
星
野
一
門
と
の
親
密
な
関
係
と
、
凉
庭
の
「
身
幹
儀
」
に
対
す
る
深
い
関
心
は
星
野
系
木
骨
の
模
造
品
を

購
入
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

新
宮
凉
庭
が
順
正
書
院
を
経
営
す
る
時
点
で
は
、
経
済
的
に
も
充
分
木
骨
の
模
造
品
を
入
手
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
の
で
、
広
島
か
ら
直
接

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
の
模
造
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

新
宮
凉
庭
旧
蔵
の
木
骨
は
医
学
館
献
納
の
も
の
と
は
全
く
別
の
経
路
で
入
手
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

し
か
し
こ
の
新
宮
凉
庭
旧
蔵
の
星
野
系
木
骨
が
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
者
原
田
孝
次
で
は
な
く
て
、
指
物
屋
喜
伝
次
の
可
能
性
が
大
で
あ

杉
田
立
卿
旧
蔵
の
星
野
系
木
骨
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こ
れ
は
大
槻
玄
幹
の
「
人
様
木
骨
縁
起
」
に
よ
る
と
、
杉
田
玄
白
が
星
野
良
悦
に
木
骨
一
具
の
製
作
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
こ
の
約
束
を
果

さ
ぬ
う
ち
に
良
悦
は
没
し
た
。
た
ま
た
ま
杉
田
玄
白
の
没
し
た
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
江
戸
に
学
ん
で
い
た
広
島
藩
医
西
道
朴
（
人
様
木

骨
縁
起
に
は
西
道
寿
と
あ
る
）
が
杉
田
立
卿
か
ら
木
骨
の
入
手
方
を
依
頼
さ
れ
、
帰
郷
後
指
物
屋
喜
伝
次
に
模
作
さ
せ
た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）

四
月
十
七
日
尋
あ
た
か
も
杉
田
玄
白
の
祥
月
命
日
に
あ
た
る
日
に
立
卿
に
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
こ
れ
を
モ
デ
ル
と
し
て
足
立
長
篇
が
自
己
所
蔵
分
と
佐
々
木
中
沢
所
望
分
を
、
江
戸
の
細
工
師
岡
本
斧
三
郎
に
依
頼
し
て
各
々
一
具

づ
つ
の
木
骨
を
作
製
し
た
の
で
あ
る
。

大
槻
玄
幹
の
「
人
様
木
骨
縁
起
」
に
よ
る
と
佐
々
木
中
沢
は
仙
台
藩
医
学
館
用
に
木
骨
を
所
望
し
て
お
り
、
そ
の
旨
を
大
槻
玄
沢
と
足
立
長

篇
に
申
し
入
れ
て
き
た
の
で
大
槻
玄
沢
は
杉
田
立
卿
か
ら
前
記
の
木
骨
を
借
出
し
、
足
立
長
篇
に
作
製
を
依
嘱
し
た
。

そ
こ
で
足
立
長
祷
は
江
戸
の
細
工
師
岡
本
斧
三
郎
を
招
き
、
自
己
所
蔵
物
と
も
二
具
を
作
製
せ
し
め
、
一
具
は
佐
々
木
中
沢
の
手
に
渡
っ

⑤
佐
々
木
中
沢
旧
蔵
の
星
野
系
木
骨

こ
の
木
骨
は
佐
々
木
中
沢
か
ら
仙
台
藩
医
学
館
に
納
め
ら
れ
た
が
、
明
治
維
新
後
、
仙
台
県
医
学
館
が
一
時
廃
止
さ
れ
た
と
き
に
、
中
学
南

校
に
保
管
転
換
さ
れ
た
。
し
か
し
明
治
五
年
医
学
校
再
建
の
際
再
び
中
学
南
校
か
ら
医
学
教
育
用
に
返
還
さ
れ
て
い
る
。
（
資
料
③
）

こ
れ
が
東
北
大
学
医
学
部
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
今
後
の
調
査
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
一
日
ま
で
の
同

大
学
解
剖
学
教
室
に
お
け
る
実
地
調
査
で
は
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
人
様
木
骨
縁
起
」
に
よ
る
と
こ
の
ほ
か
に
大
槻
玄
幹
と
小
此
木
玄
智
（
二
本
松
藩
医
）
、
長
谷
川
宗
仙
（
笠
間
藩
医
）
の
三
人
が
岡
本
斧
三
郎

に
木
骨
作
製
を
依
頼
し
た
が
、
そ
れ
が
完
成
を
見
た
か
否
か
は
確
証
す
る
資
料
を
現
在
の
と
こ
ろ
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑥
星
野
系
（
広
島
系
）
木
骨
に
つ
い
て
の
小
括

弗
拒
○

し
か
し
現
在
こ
の
杉
田
立
卿
旧
蔵
の
木
骨
と
足
立
長
篇
旧
蔵
の
木
骨
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
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⑪
各
務
文
献
の
幕
府
医
学
館
献
納
模
骨
（
木
骨
）

各
務
文
献
が
細
工
師
田
中
某
に
作
製
さ
せ
、
門
弟
の
中
山
少
仙
に
携
行
さ
せ
て
幕
府
医
学
館
に
献
納
し
た
木
骨
は
現
在
東
京
大
学
医
学
部
に

保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
木
骨
の
一
部
は
戦
前
ド
イ
ツ
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
さ
い
に
数
カ
所
が
紛
失
し
て
い
る
。

こ
の
木
骨
に
つ
い
て
呉
・
富
士
川
両
氏
の
「
木
骨
考
」
（
明
治
二
十
六
年
）
の
編
さ
れ
た
時
点
で
は
、
「
之
ヲ
献
納
シ
タ
ル
ノ
干
支
、
及
コ
レ
ヲ

星
野
系
（
広
島
県
）
の
木
骨

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

。三
各
務
系
（
大
阪
系
）
木
骨
に
つ
い
て

Ｅ各
務
文
献
は
正
骨
術
研
究
用
と
し
て
木
製
の
骨
酪
縮
少
模
型
を
所
持
し
て
い
た
が
、
実
物
大
の
全
身
骨
路
模
型
の
作
製
を
細
工
師
田
中
某
に

命
じ
、
二
年
余
を
費
し
て
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
完
成
し
、
こ
れ
を
「
模
骨
」
と
命
名
し
た
。

星
野
系
（
広
島
県
）
の
木
骨
に
対
し
、
こ
れ
を
各
務
系
（
大
阪
系
）
の
木
骨
と
し
て
分
類
し
て
み
る
と
、
こ
の
系
統
に
は
三
組
の
木
骨
が
存
在

⑤④ 星
野
系
（
広
島
系
）
木
骨
に
つ
い
て
考
案
し
て
み
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
星
野
良
悦
が
原
田
孝
次
を
し
て
作
製
せ
し
め
た
最
初
の
木
骨
「
身
幹
儀
」
を
モ
デ
ル
と
し
て
五
具
の
人
体
骨
賂
模
型
が
作
製
さ
れ
た
の

で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
身
幹
儀
」
を
含
め
て
星
野
系
木
骨
は
六
具
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
幕
府
医
学
館
に
献
納
さ
れ
た
原
田
孝
次
製
作
の
木
骨
は
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
三
月
四
日
、
江
戸
大
火
の
た
め
焼
失
し
た
。

③
広
島
の
指
物
屋
喜
伝
次
が
作
製
し
た
木
骨
は
杉
田
立
卿
に
贈
ら
れ
、
こ
れ
を
モ
デ
ル
と
し
て
江
戸
の
細
工
師
岡
本
斧
三
郎
が
二
具
の
木

骨
を
作
製
し
た
。

そ
の
う
ち
一
具
は
足
立
長
篇
、
一
具
は
佐
々
木
中
沢
の
手
を
へ
て
仙
台
藩
医
学
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
。

新
宮
凉
庭
旧
蔵
の
木
骨
は
指
物
屋
喜
伝
次
作
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
論
さ
れ
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
身
幹
儀
」
は
現
在
広
島
市
の
後
藤
文
彦
氏
の
も
と
に
現
存
し
て
い
る
。
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製
造
シ
タ
ル
年
月
ヲ
詳
ニ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
其
他
、
記
録
ハ
未
ダ
之
ヲ
見
ル
事
ナ
キ
ヲ
以
テ
寧
之
ヲ
採
索
ス
ル
ニ
由
ナ
シ
卜
離
モ
、
コ
ノ
木

骨
二
附
属
シ
テ
著
ハ
サ
レ
タ
ル
、
整
骨
新
書
ハ
文
化
庚
午
（
七
年
）
ノ
刊
行
ナ
レ
バ
、
木
骨
ノ
成
リ
シ
モ
恐
ラ
ク
ハ
此
年
ノ
前
数
年
ナ
リ
シ
ナ

ル
ベ
ク
、
之
ヲ
医
学
館
二
献
納
シ
タ
ル
ハ
此
年
頃
ナ
ル
ベ
シ
・
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
文
献
が
医
学
館
に
木
骨
を
献
納
し
た
と
き
に
添
付
し
た
小
冊
子
「
模
骨
呈
案
」
（
杏
雨
書
屋
蔵
）
お
よ
び
、
杉
本
忠
温
、
多
紀
安
長
よ

り
大
槻
玄
沢
あ
て
の
書
翰
に
「
各
務
相
二
細
工
の
人
骨
明
二
十
八
日
四
ッ
時
過
相
二
御
同
道
医
学
館
へ
献
納
可
然
と
存
候
」
、
と
あ
る
よ
う
に

医
学
館
へ
の
模
骨
献
納
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
二
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
（
資
料
①
）

褒
賞
金
の
二
十
両
が
三
月
十
一
日
に
下
賜
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
文
献
は
献
納
を
文
政
二
年
三
月
と
さ
れ
て
い
る
が
訂
正
を
要
す

る
と
考
え
る
。

プ

Q
C

ま
た
各
務
文
献
の
著
「
整
骨
新
書
」
の
序
文
に
「
余
乃
命
良
匠
以
木
作
全
骨
骸
置
之
坐
側
使
諸
生
問
業
於
余
者
按
而
知
焉
撫
而
得
焉
」
と
あ

る
の
で
、
小
川
鼎
三
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
整
骨
新
書
の
出
版
さ
れ
た
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
に
は
す
で
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
骨

は
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
務
文
献
の
「
模
骨
呈
案
」
「
整
骨
新
書
」
、
門
弟
奥
田
万
里
の
「
釣
玄
四
科
全
書
巻
三
十
一
整
骨
編
自
序
」

か
ら
み
る
と
原
寸
大
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
骨
が
医
学
館
に
献
納
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
資
料
⑤
）

②
各
務
文
献
座
右
圧
小
ォ
骨

こ
の
木
骨
は
現
在
武
見
太
郎
氏
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
る
が
、
も
と
は
石
黒
忠
直
氏
が
明
治
二
十
二
年
軍
談
師
各
務
呑
玉
な
る
ひ
と
か
ら
購
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
澪
落
し
た
各
務
文
献
の
子
孫
が
こ
れ
を
伝
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
人
体
骨
酪
の
縮
少
模
型
で
あ
り
、
き
わ
め
て
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
製
作
年
代
は
残
念
な
が
ら
明
ら
か
で
は
な
い
。

各
務
文
献
座
右
用
小
木
骨

(3)
し
か
し
木
骨
が
作
製
さ
れ
た
年
月
日
に
つ
い
て
は
明
か
で
な
い
が
「
模
骨
呈
案
」
に
よ
る
と
二
年
間
を
費
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
実
で
ぁ

各
務
系
（
大
阪
系
ダ
奥
田
木
骨
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存
さ
れ
て
い
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

倒
各
務
系
（
大
阪
系
）
木
骨
に
つ
い
て
の
小
括

各
務
系
（
大
阪
系
）
木
骨
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
各
務
木
骨
は
大
阪
の
細
工
師
田
中
某
が
作
製
し
た
が
、
正
確
の
製
作
年
月
日
は
い
ま
だ
に
明
か
で
な
い
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
二

月
二
十
八
日
幕
府
医
学
館
に
献
納
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
若
干
失
わ
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
現
在
東
京
大
学
医
学
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

②
こ
の
木
骨
の
ほ
か
に
各
務
文
献
は
座
右
用
に
ミ
ニ
チ
ァ
の
木
骨
を
所
有
し
て
い
る
が
、
現
在
武
見
太
郎
氏
の
も
と
に
保
存
さ
れ
て
い

し
た
が
っ
て
こ
の
奥
田
木
骨
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
二
月
以
後
各
務
木
骨
の
医
学
館
献
納
の
こ
と
が
決
定
し
た
直
後
間
も
な
い
頃
か
ら

文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
十
二
月
ま
で
の
間
に
作
製
が
完
成
さ
れ
た
と
解
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の
木
骨
は
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）
十
月
二
十
二

日
奥
田
万
里
の
旧
友
で
名
古
屋
在
住
の
吉
雄
俊
蔵
が
尾
張
藩
々
医
浅
井
紫
山
と
相
談
の
上
、
尾
張
藩
医
学
館
に
そ
の
著
書
と
と
も
に
献
納
さ
れ

た
。
さ
ら
に
治
療
技
術
を
尾
張
藩
々
医
中
沢
専
蔵
に
伝
授
し
た
の
で
あ
る
。

岡
田
啓
、
野
口
道
直
緬
「
尾
張
名
所
図
会
」
所
収
の
小
田
切
春
江
が
画
い
た
「
医
学
館
薬
品
会
」
の
図
の
中
に
展
示
さ
れ
て
い
る
「
木
像
人

骨
」
は
こ
の
奥
田
木
骨
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
資
料
⑥
）
（
写
真
①
）

し
か
し
現
在
こ
の
奥
田
木
骨
の
行
方
は
残
念
な
が
ら
知
る
由
も
な
い
。
星
野
木
骨
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
よ
う
に
戦
火
を
免
れ
て
い
ず
れ
か
に
保

単
の
つ
。
○

各
務
文
献
の
門
弟
奥
田
万
里
（
周
道
）
は
、
各
務
文
献
が
そ
の
「
模
骨
」
を
幕
府
医
学
館
献
納
の
後
、
木
骨
が
な
い
た
め
に
整
骨
術
修
学
に

不
便
な
の
で
細
工
師
池
内
某
に
命
じ
て
、
木
骨
一
具
を
作
製
さ
せ
て
い
る
。
（
資
料
⑤
⑥
）

こ
の
水
骨
の
正
確
作
製
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
奥
田
木
骨
の
存
在
の
証
拠
と
な
る
、
奥
田
万
里
の
「
釣
玄
四
科
全
書
巻
之
十
一
整
骨

編
」
の
「
自
叙
」
が
「
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
冬
日
」
と
あ
り
、
ま
た
そ
の
文
中
に
「
閲
年
而
初
成
」
と
あ
る
。

ま
た
奥
田
万
里
の
「
奉
整
骨
術
及
木
制
人
骨
全
形
文
‐
一
に
「
エ
モ
亦
心
力
喝
シ
テ
此
二
従
事
シ
凡
テ
ニ
十
余
月
一
一
シ
テ
刻
全
ク
或
リ
ヌ
」
と
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写真① 「尾張名所図会」医学館薬品会の図にみられる木像人骨
と銅像人骨（部分拡大）

ラ
（
》
Ｏ

③
各
務
文
献
の
弟
子
奥
田
万
里
も
文
献
の
使
用
し
た
骨
と

同
じ
も
の
を
モ
デ
ル
と
し
て
細
工
師
池
内
某
に
木
骨
を
作
製
さ

せ
た
が
、
こ
れ
は
の
ち
に
奥
田
万
里
の
著
書
と
共
に
尾
張
藩
医

学
館
に
献
納
さ
れ
た
。
「
尾
張
名
所
図
会
」
の
医
学
館
薬
品
会

の
図
に
み
ら
れ
る
「
木
像
人
骨
」
が
こ
の
各
務
系
の
奥
田
木
骨

で
あ
る
が
現
在
そ
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
同
図
会
に
見
ら
れ

る
銅
像
人
骨
に
つ
い
て
は
後
考
を
ま
ち
た
い
。

む
す
び

わ
が
国
に
お
い
て
一
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
中
ぱ
に
か
け

て
作
ら
れ
た
木
製
の
人
体
骨
酪
模
型
（
木
骨
）
は
九
具
あ
っ
た
。

こ
の
系
統
に
は
星
野
系
（
広
島
系
）
と
各
務
系
（
大
阪
系
）
が

あ
っ
た
が
、
星
野
系
六
具
、
各
務
系
三
具
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

星
野
系
（
広
島
系
）
一
具
、
各
務
系
（
大
阪
系
）
二
具
の
計
三
具

が
現
存
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
整
骨
術
の
研
究
と
教
育
に
使
用
す
る
目

的
を
も
っ
て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
人
体
骨
酪
標
本
を
所

蔵
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
た
日
本
の
封
建
社
会
の
精
神
風
土
が
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こ
の
よ
う
な
精
巧
な
実
物
大
、
ま
た
は
ミ
ニ
チ
ア
の
木
製
模
型
を
作
製
す
る
背
景
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
木
製
骨
酪
模
型
の
作
製
は
、
す
で
に
先
学
の
士
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
然
科
学
的
な
西
洋
医
学
を
わ
が
国
導
入

し
、
実
証
的
合
理
的
な
医
学
と
治
療
体
系
の
樹
立
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
模
型
そ
の
も
の
は
こ
れ
ら
の
歴
史
的

事
実
を
証
明
す
る
日
本
医
学
史
上
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。

原
田
謙
太
郎
氏
の
星
野
系
木
骨
に
関
す
る
研
究
（
昭
和
十
九
年
）
以
後
に
調
査
し
得
た
二
、
三
の
資
料
を
も
と
と
し
、
呉
・
富
士
川
両
氏
の

「
木
骨
考
」
以
来
疑
問
と
さ
れ
て
い
た
二
・
三
の
問
題
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
多
少
重
複
は
す
る
が
、
既
刊
の
資
料
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
。

写

杉
本
忠
湿

大
槻
玄
沢
様
多
紀
安
長

以
手
紙
致
啓
上
候
然
者
各
務
相
二
献
納
の
人
骨
御
都
合
次
第
医
学
館
へ
御
廻
可
被
成
候
此
段
可
得
御
意
如
此
御
座
候
以
上

二
月
廿
五
日

状
私
留
守
中
到
来
受
取
差
出
置
候
山

資
料
①
大
槻
玄
沢
所
蔵
書
翰
写
し
（
木
骨
考
に
よ
る
）

去
月
朔
日
同
廿
五
日
両
度
の
御
錦
翰
相
達
拝
見
被
相
托
候
一
件
始
末
相
調
の
上
可
及
御
報
と
段
々
延
引
致
候
、
先
以
此
節
梢
春
暖
相
成
候
処
愈
御
安
全
奉

遥
賀
候
随
而
拙
老
依
旧
候
乍
慮
外
御
安
意
可
被
下
候
、
御
製
造
之
一
品
御
門
人
中
山
生
御
持
越
無
滞
被
致
参
着
其
後
の
次
第
御
同
処
よ
り
逐
を
被
仰
遣
御
承

知
と
存
じ
候
得
共
尚
又
有
始
末
左
に
申
遣
候
中
山
氏
去
月
十
五
日
到
着
翌
十
六
日
私
宅
へ
被
参
御
状
並
御
口
上
之
趣
も
委
細
承
知
先
以
兼
て
得
御
意
置
候
石

坂
宗
哲
老
へ
発
着
之
届
及
懸
合
尚
何
な
御
都
合
被
下
度
段
頼
遣
置
候
処
翌
十
七
日
同
人
直
に
拙
宅
へ
御
出
早
速
其
筋
へ
御
届
被
成
候
由
い
つ
れ
献
納
御
内
見

被
下
度
段
井
御
日
取
の
義
も
及
御
直
談
候
処
廿
日
御
閑
日
の
由
尤
御
品
深
川
蔵
元
土
蔵
へ
被
通
納
置
候
事
故
於
同
処
取
ひ
ら
き
入
内
見
可
申
上
段
義
兵
衛
へ

懸
合
候
処
当
日
差
支
無
之
由
に
て
同
日
私
共
罷
越
石
坂
氏
御
出
を
通
待
居
入
来
の
上
少
仙
組
立
私
共
ま
で
も
致
一
覧
候
処
石
坂
氏
に
も
精
巧
御
丹
誠
の
程
殊

之
外
被
致
称
美
拙
老
等
尤
致
感
服
斗
候
に
御
座
候
具
被
通
添
候
小
冊
早
速
拝
見
之
処
一
二
愚
意
も
御
座
候
故
校
正
致
置
候
処
右
の
書
差
添
出
し
候
て
も
苦
し

か
る
ま
じ
き
や
井
御
覧
の
上
訂
正
も
被
下
度
旨
共
に
御
頼
申
候
所
随
分
可
然
尚
又
熟
覧
可
被
致
旨
に
て
被
持
帰
候
当
日
御
伺
処
御
門
人
等
被
召
連
私
方
よ
り

も
弟
子
共
同
道
為
致
拝
見
大
勢
之
人
数
に
御
座
候
処
義
兵
衛
心
配
に
て
夫
々
饗
応
等
有
之
甚
都
合
も
宜
く
通
済
申
候
義
兵
術
始
終
の
世
話
一
方
な
ら
ざ
る
事

に
て
御
座
候
石
坂
氏
内
覧
之
趣
向
に
て
可
被
通
達
旨
に
て
御
帰
に
て
候
其
後
右
小
冊
一
二
訂
正
い
た
し
被
越
候
故
読
書
申
付
通
備
置
候
処
同
廿
五
日
左
の
封
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右
帰
宅
の
上
被
見
の
処
返
書
も
不
致
候
事
故
右
御
請
且
献
納
の
日
取
伺
考
即
日
杉
本
多
紀
両
御
氏
へ
直
に
罷
越
候
処
御
両
処
共
に
御
不
在
に
付
弟
子
中
へ
相

頼
置
引
取
申
処
此
日
原
沢
文
仲
罷
越
初
而
段
冷
の
咄
合
も
承
申
候
其
後
廿
七
日
左
の
写
の
通
封
状
到
来
致
候

依
之
中
山
へ
通
談
義
兵
衛
へ
懸
合
夫
々
支
度
通
調
持
夫
等
深
川
に
て
取
後
つ
り
台
持
に
い
た
し
少
仙
に
而
は
麻
上
下
着
用
供
召
連
れ
私
は
平
服
に
て
罷
越
候

当
朝
原
沢
文
仲
も
参
り
差
添
可
参
故
之
義
申
開
候
に
付
愚
意
も
有
之
候
に
付
召
連
罷
越
候
上
学
館
俗
事
役
へ
対
面
申
談
候
は
此
度
大
阪
よ
り
罷
下
り
候
相

二
門
人
為
組
立
今
日
召
連
候
外
に
御
当
地
に
罷
在
候
右
門
人
原
沢
文
仲
と
申
者
追
々
右
木
骨
御
組
立
等
の
義
に
付
為
御
聞
召
不
苦
候
は
右
の
者
も
御
坐
敷
へ

差
出
可
申
哉
と
間
合
候
処
差
支
無
之
旨
に
付
同
人
義
も
十
徳
着
用
私
被
通
通
候
処
へ
両
人
升
に
同
席
差
扣
右
二
箱
井
被
通
添
候
御
著
書
此
度
の
御
小
冊
共
に

右
俗
事
役
大
野
茂
三
郎
と
申
仁
へ
差
出
宜
敷
御
取
斗
被
下
度
旨
申
し
委
細
承
知
の
旨
に
て
早
速
講
席
と
中
広
き
坐
敷
へ
持
出
し
直
組
立
に
い
た
し
候
様
申
候

に
付
私
付
添
候
少
仙
組
立
文
仲
手
伝
も
致
し
大
体
通
済
候
処
に
て
多
紀
氏
御
詰
所
へ
私
被
召
出
面
会
に
て
御
座
候
其
上
に
て
組
立
之
処
被
致
一
覧
尚
又
右
組

立
伝
受
置
候
様
外
御
医
師
中
へ
被
申
渡
右
掛
り
一
両
人
被
出
段
々
少
仙
よ
り
被
伝
受
其
上
に
て
取
仕
舞
ま
で
被
習
受
候
夫
よ
り
通
扣
居
候
処
私
共
三
人
ハ
昼

支
度
被
通
出
候
九
年
頃
至
杉
本
法
眼
御
出
に
付
此
節
御
講
席
御
用
に
通
成
於
別
御
座
敷
御
伝
申
候
御
医
師
中
一
両
人
少
仙
差
添
被
組
立
尤
私
付
添
罷
在
通
済

候
処
杉
本
氏
御
出
御
見
分
宜
出
来
の
旨
殊
之
外
被
致
称
美
候
、

其
上
に
て
御
当
人
内
為
私
へ
被
申
聞
候
は
今
日
無
滞
献
納
通
済
候
段
向
々
へ
可
被
成
御
届
尤
右
為
手
当
御
金
被
下
置
候
御
取
調
兼
而
有
之
候
処
御
金
蔵
御

渡
日
に
無
之
候
て
は
辨
兼
候
間
来
月
中
旬
迄
は
通
罷
り
申
間
敷
尤
貴
様
御
呼
出
御
渡
申
事
に
候
共
彼
地
よ
り
参
候
者
心
得
に
も
可
通
成
内
々
に
御
通
置
候
旨

御
座
候
右
通
済
勝
手
次
第
引
取
可
申
筈
に
付
直
様
退
散
少
仙
同
道
此
節
正
蔵
と
改
名
を
致
候
杉
本
多
紀
両
氏
へ
首
尾
好
通
済
難
有
仕
合
せ
と
申
趣
意
を
以
て

御
礼
廻
り
御
著
書
一
部
つ
つ
通
二
よ
り
差
上
度
旨
を
以
て
差
出
置
申
候
、

当
日
御
諸
合
の
医
師
中
大
勢
被
致
一
覧
皆
々
感
心
先
年
星
野
良
悦
献
備
の
品
と
は
大
に
勝
り
候
様
口
々
評
判
致
さ
れ
誠
に
御
本
望
御
同
慶
に
御
座
候

一
、
前
盈
申
候
通
最
初
よ
り
石
坂
氏
厚
く
心
配
御
座
候
故
御
著
書
一
部
私
持
参
段
為
の
礼
謝
申
述
候
上
差
出
申
候
右
之
書
は
私
へ
被
相
贈
候
本
に
て
御
座
候

於
家
に
は
先
年
橋
本
宗
吉
よ
り
相
贈
所
蔵
い
た
し
候
故
此
度
の
御
贈
本
御
遜
り
申
事
に
て
御
座
候
、
此
上
別
段
被
遣
候
に
不
及
候

以
手
紙
得
御
意
候
者
各
務
相
二
細
工
の
人
骨
明
二
十
八
日
四
ヅ
時
過
相
二
御
同
道
医
学
館
へ
献
納
可
然
と
存
候
依
之
此
段
得
御
意
度
如
此
御
座
候
以
上

二
月
廿
七
日

大
槻
玄
沢
様

多杉

紀本

忠
温

安
長

（13）63



資
料
②

「
文
久
三
年
癸
亥
八
月
十
九
日
医
学
館
薬
品
会
物
目
録

右
之
通
相
済
し
九
ッ
時
過
致
帰
宅
候
右
御
目
録
直
様
少
仙
へ
相
渡
申
同
処
よ
り
申
参
候
半
と
存
候
右
前
後
相
調
申
始
末
進
候
御
家
譜
等
へ
御
記
可
被
相
残

事
と
逐
一
相
認
如
此
御
座
候
委
細
の
義
は
少
仙
帰
阪
の
上
御
間
に
被
成
候
先
は
昨
日
ま
で
に
相
済
候
段
中
遣
度
如
此
御
座
候
以
上

三
月
十
三
日
大
槻
玄
沢

各
務
相
二
様

其
許
門
人
各
務
相
二
製
作
の
木
骨
医
学
館
へ
献
納
仕
候
に
つ
き
為
御
手
当
此
金
二
十
両
被
下
置
候
此
段
可
相
達
旨
被
申
候

先
年
御
所
蔵
之
品
御
類
焼
此
度
宜
出
来
之
品
献
備
に
相
成
誠
に
不
朽
被
成
御
伝
候
事
御
大
慶
の
殿
御
噂
御
座
候
目
録
台
に
の
せ
前
へ
置
被
申
渡
候
処
私
頂

戴
難
有
仕
合
当
人
へ
も
早
速
可
申
聞
旨
申
上
候
処
礼
廻
り
の
義
相
伺
候
処
去
冬
被
御
立
候
若
年
寄
内
藤
紀
伊
守
様
へ
可
罷
出
最
も
堀
田
摂
津
守
様
御
添
処
も

御
座
候
間
御
同
処
様
へ
も
可
罷
出
旨
被
申
候
夫
よ
り
真
に
引
取
杉
本
多
紀
の
両
氏
へ
御
礼
罷
出
丸
の
内
へ
出
内
藤
堀
田
御
両
家
様
へ
参
上
十
徳
着
用
手
札
左

大
槻
玄
沢
様

御
達
申
義
有
之
候
に
付
明
十
二
日
五
ッ
時
過
医
学
館
へ
御
出
席
可
被
成
候
以
上

三
月
十
一
日

の
通

一
、
一
昨
十
一
日
左
の
写
の
通
封
状
到
来

私
門
人
各
務
相
二
製
作
仕
候
木
骨
医
学
館
へ
献
納
仕
候
に
付
為
御
手
当
御
金
二
十
両
頂
戴
被
仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
右
為
御
礼
参
上
大
槻
玄
沢

依
之
昨
朝
内
々
正
蔵
召
連
御
同
処
へ
罷
出
候
処
杉
本
多
紀
両
御
氏
御
列
坐
被
申
渡
候

大
槻
玄
沢
様

杉多 杉多

本紀 紀
安
長

本
忠
温

忠安

温長
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資
料
③

宮
城
県
史
（
６
）
厚
生

相
任
被
下
度
願
之
事

一
人
体
骨
骸
壱
組

書
面
之
趣
間
届
候
中
学
南
校
教
授
江
申
談
可
受
取
事

権
参
事
庶
務
課

元
仙
台
県
旧
医
学
校
江
相
備
置
候
人
体
骨
骸
中
学
校
江
相
預
置
候
処
今
般
医
学
校
御
再
立
一
一
付
御
渡
相
成
度
云
云
氏
家
験
等
別
紙
之
通
申
出
候
間
御
渡
相

成
可
然
哉
相
伺
申
候

右
者
医
学
修
行
仕
候
ニ
欠
く
か
ら
ざ
る
之
口
雪
御
座
候
間
何
卒
当
医
学
校
江
御
廻
被
下
候
様
奉
願
候

以
上

申
ノ
五
月
二
十
三
日
（
明
治
五
年
）

医
学
校
内
氏
家
鞍

（
明
治
五
年
）

氏
家
鞍

中
学
南
校
教
授
江
御
達
案

銅
人
明
堂
之
図
四
面

木
造
人
骨

銅
人

銅
人

御
所
決
案

宮
城
県
御
庁

竹
田
法
印
昌
慶
遊
子
西
土
」

上
野
成
海

（
明
治
五

衛
生
史
一
九
○
頁
昭
和
三
十
五
年

「
学
校
諸
綴
」
）

（
明
治
五
学
校
諸
綴
）
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夫
打
撲
閃
挫
墜
堕
跣
什
ノ
変
二
因
テ
筋
骨
ヲ
（
損
）
傷
害
ヲ
被
ム
ル
事
ハ
、
人
ノ
或
ハ
免
レ
ザ
ル
所
、
況
ャ
常
二
重
ヲ
挙
ケ
、
堅
ヲ
破
り
、
或
ハ
負
担
韓

推
、
又
其
筋
カ
ヲ
労
役
ス
ル
モ
ノ
ニ
於
テ
ヲ
ャ
。

故
二
之
ヲ
整
理
ス
ル
ノ
術
、
豈
一
日
モ
之
ヲ
閲
ク
ベ
ケ
ン
ャ
。
古
今
□
□
ロ
ヲ
唱
フ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
尋
常
軽
易
ノ
技
術
ト
シ
思
ヲ
斯

二
軍
フ
ス
ル
者
ナ
キ
ハ
慨
瑳
ス
ヘ
キ
事
ナ
リ
。

中
学
南
校

教
官
江

資
料
④

（
又
）
抑

ア
ラ
ン
ヤ
。

投

蓋
人
身
ハ
造
物
主
殊
二
無
量
ノ
智
巧
ヲ
運
フ
シ
以
テ
斯
ノ
如
キ
形
体
ヲ
造
為
シ
以
テ
百
爾
ノ
機
転
運
用
ヲ
為
シ
ム
、
今
夫
レ
皮
膚
ハ
固
ヨ
リ
形
躯
（
ノ
浅

キ
四
支
）
ノ
端
末
ナ
リ
ト
ィ
ヘ
ト
モ
、
少
カ
ニ
常
（
平
）
ヲ
失
ス
ル
事
ア
レ
ハ
、
諏
チ
其
機
転
運
用
意
ノ
如
グ
自
由
ナ
ル
事
能
ハ
ス
（
自
ラ
儲
フ
ス
ル
事
能

ハ
サ
ル
ヲ
覚
１
）
、
之
時
二
当
リ
テ
又
誰
力
速
二
之
ヲ
救
撮
シ
テ
其
用
ヲ
全
フ
ス
ル
事
ヲ
欲
セ
ザ
ラ
ン
・

コ
レ
医
方
ノ
因
テ
起
ル
所
以
ナ
リ
、
況
ャ
骨
殖
ハ
一
身
ノ
本
幹
ニ
シ
テ
内
外
諸
器
成
ク
コ
レ
’
一
依
頼
シ
テ
成
サ
ル
ハ
ナ
シ
。

故
一
一
凡
ソ
医
ダ
ル
者
先
コ
レ
ヲ
実
測
シ
テ
研
究
セ
ス
ン
ハ
有
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

殊
一
一
整
骨
ノ
科
ヲ
修
ム
ル
者
ハ
預
メ
能
グ
コ
レ
ヲ
講
明
ス
ル
ヲ
以
テ
最
モ
其
要
務
ト
ス
。

蓋
骨
ハ
一
身
ノ
幹
立
ヲ
為
シ
筋
膜
コ
レ
ヲ
緊
輩
連
続
シ
テ
以
テ
運
転
屈
伸
シ
各
自
ノ
機
用
ヲ
為
事
ヲ
得
セ
シ
ム
・

故
二
筋
骨
二
少
力
（
損
）
傷
害
ヲ
被
レ
ハ
勇
桿
剛
（
□
ロ
シ
テ
龍
ク
苦
楚
二
堪
ル
）
人
ト
云
ヘ
ト
モ
コ
レ
カ
為
二
（
強
ヒ
テ
）
其
本
カ
ヲ
運
フ
ス
ル
事
能

ハ
ス
。 元

仙
台
県
二
而
旧
医
学
館
廃
止
之
節
其
学
校
江
相
渡
置
候
人
体
骨
骸
医
学
校
江
下
渡
筈
に
付
同
校
御
申
談
次
第
可
引
渡
候
也

壬
申
五
月
二
十
三
日
相
達
宮
城
県

「
模
骨
呈
案
」
（
杏
雨
書
屋
蔵
本
に
よ
る
）

豈
一
日
ヲ
閾
ク
ヘ
ケ
ン
ヤ
、
漢
土
古
人
其
人
二
令
シ
ク
其
説
伝
ラ
ス
、
後
世
二
至
テ
始
テ
整
骨
科
ヲ
立
、
其
説
考
フ
シ
。
然
し
ト
モ
其
議
ス
ベ
キ
モ

能
曲
菰
ノ
徒
モ
（
優
二
其
妙
二
詣
ル
者
ト
イ
ヘ
ト
筐
亦
コ
レ
カ
為
二
其
（
方
）
能
ク
壷
ス
事
ヲ
得
ス
。
人
誰
カ
コ
レ
ヲ
以
テ
憂
ト
セ
ザ
ル
者

（
明
治
五
年
学
校
綴
）
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○
二
璽
画
“
岬
恥
畢
唾
馴
暇
吋
岬
瞭
聯
“
聯
‐
し
も
》
卜
。
’

ノ
亦
手
□
ロ
ー
居
ル
。
本
邦
近
代
正
骨
ヲ
以
テ
代
を
其
家
ヲ
世
を
｝
青
く
ル
モ
ノ
ァ
リ
。

足
レ
リ
ト
シ
、
自
ラ
憤
発
シ
テ
其
本
ヲ
明
ニ
ス
ル
事
ヲ
（
付
簔
）

者
ア
ル
事
ヲ
見
聞
セ
ズ
。
豈
済
小

ハ
壼
ク
之
ヲ
救
セ
ン
事
ヲ
欲
ス
。

然
し
ド
モ
屡
々
其
術
ヲ
試
テ
容
易
二
功
ヲ
収
ル
事
能
ハ
ザ
ル
者
ハ
脱
臼
ノ
ー
□
口
若
ク
ハ
ナ
シ
。

遍
ク
世
ノ
専
門
整
骨
家
二
就
テ
ソ
ノ
法
術
ヲ
訪
求
ス
ル
ニ
、
（
皆
）
唯
抜
伸
ノ
ー
法
二
止
ル
ノ
ミ
、
漢
土
ノ
諸
書
ヲ
捜
索
ス
ル
ニ
亦
復
然
リ
、
但
西
洋
諸

家
ノ
研
究
ス
ル
所
未
タ
如
何
ト
イ
フ
事
ヲ
知
ラ
ス
。

コ
レ
世
二
未
タ
其
整
骨
諸
書
ヲ
翻
訳
ス
ル
モ
ノ
ヲ
見
（
間
セ
）
サ
レ
パ
ナ
リ
。

コ
レ
ヲ
思
上
（
へ
）
、
コ
レ
ヲ
思
う
、
又
シ
テ
悟
ル
、
善
ク
此
科
ヲ
修
ン
卜
欲
ス
ル
者
ハ
先
真
骨
骸
二
就
テ
コ
レ
ヲ
按
撫
シ
其
各
骨
ノ
本
形
ヲ
熟
識
シ
其

主
用
ノ
常
ヲ
推
明
シ
、
以
テ
其
変
ヲ
察
シ
、
其
自
然
二
本
イ
テ
コ
レ
ヲ
復
□
ロ
ー
在
ノ
ミ
ト
ィ
フ
事
ヲ
。
於
是
乎
真
骨
骸
ヲ
求
テ
専
ラ
コ
レ
ニ
徴
シ
、
以
テ

其
術
ヲ
考
へ
施
シ
テ
功
ヲ
得
ル
事
少
カ
ラ
ス
（
取
レ
ル
事
数
十
人
二
及
ナ
リ
）
。

因
テ
又
従
来
世
二
不
治
ノ
者
多
キ
ハ
思
ヒ
ヲ
斯
二
致
サ
サ
ル
カ
為
ナ
リ
ト
ィ
フ
事
ヲ
発
明
（
察
知
）
セ
リ
。
ａ
口
骨
骸
ヲ
実
験
ス
ル
ロ
文
献
此
理
ハ
整

骨
科
ノ
要
務
タ
リ
ト
イ
フ
事
ヲ
発
明
シ
テ
ョ
リ
）
爾
後
累
年
或
ハ
コ
レ
ヲ
刑
余
ノ
屍
二
取
り
或
ハ
コ
レ
ヲ
草
野
古
墳
ノ
間
二
拾
上
（
積
年
ノ
久
□
□
）
終
二

一
身
幹
支
百
骸
ヲ
全
ク
集
メ
辨
ス
ル
事
ヲ
得
タ
リ
。

コ
レ
ヲ
算
フ
ル
’
一
凡
人
身
天
然
具
有
ス
ル
所
口
骨
数
総
計
二
百
有
七
、
而
シ
テ
其
口
八
種
ア
リ
。

関
節
ヲ
為
ス
者
二
十
有
四
又
コ
レ
ヲ
細
分
ス
レ
パ
ニ
十
有
八
ア
リ
。
其
部
分
二
随
テ
各
骨
異
状
ヲ
為
シ
、
其
状
二
随
テ
又
各
自
ノ
主
用
ア
ル
事
ヲ
辨
シ
其

常
ニ
オ
イ
テ
其
変
ヲ
推
シ
、
以
テ
治
二
臨
ミ
術
ヲ
施
ス
ニ
脱
臼
ノ
諸
患
従
前
難
治
ト
云
上
不
治
卜
云
う
者
十
二
八
九
ヲ
起
ス
事
ヲ
得
タ
リ
。
コ
コ
ニ
於
テ
之

ヲ
整
ス
ノ
術
唯
（
独
）
リ
抜
伸
ノ
ー
法
二
止
ラ
サ
ル
事
ヲ
知
り
、
ロ
〈
真
骨
骸
ヲ
以
テ
模
範
ト
シ
日
夜
心
ノ
思
ヲ
整
シ
テ
以
テ
治
術
ヲ
巧
思
ス
。
久
シ
テ
益
自

得
ス
ル
所
ア
リ
、
私
心
霜
二
以
為
ラ
ク
、
和
漢
千
古
ノ
未
タ
発
セ
ザ
ル
所
ヲ
発
ス
ル
事
ヲ
得
タ
リ
ト
。

学
者
筍
モ
篤
ク
斯
術
二
志
ス
者
ハ
文
献
口
本
ク
所
二
本
キ
其
常
ヲ
究
テ
其
変
ヲ
整
ヘ
ハ
往
ト
シ
テ
惇
ル
所
ナ
ク
、
病
者
ヲ
シ
テ
ィ
タ
ッ
ラ
ニ
痛
苦
セ
シ
ム

ル
ノ
ウ
レ
上
（
ワ
ッ
ラ
イ
）
無
ク
医
モ
亦
力
ヲ
費
ス
事
少
フ
シ
テ
心
ヲ
労
ス
ル
ノ
惑
ナ
シ
（
累
二
）
、
而
シ
テ
其
功
ヲ
収
ム
ル
ノ
速
ナ
ル
事
従
来
ノ
諸
法
ヲ

施
ス
者
二
百
倍
セ
ン
カ
故
二
文
献
居
恒
従
徒
（
弟
）
二
示
ス
’
一
、
整
骨
術
ヲ
修
ム
ル
ロ
ロ
真
骨
骸
ヲ
得
テ
其
本
形
連
続
関
節
主
用
ノ
常
ヲ
熟
識
辨
明
ス
ル
ノ

方
今
文
運
日
二
閏
ケ
衆
技
百
エ
ー
ト
シ
テ
備
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
。
亦
一
ト
シ
テ
其
妙
二
證
フ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
、
而
唯
リ
整
骨
科
二
於
テ
ハ
猶
未
タ
其
奥
ヲ
極
ル

ア
ル
事
ヲ
見
聞
セ
ズ
。
豈
済
生
ノ
ー
大
映
事
ナ
ラ
ズ
ャ
。
文
献
少
壮
ヨ
リ
深
ク
此
術
二
心
ヲ
刻
シ
、
多
年
思
ヲ
斯
二
苦
メ
、
凡
ソ
骨
骸
二
係
ル
所
ノ
諸
患 一

然
し
ト
モ
徒
二
家
技
ヲ
斬
秘
シ
師
説
ヲ
守
株
ス
ル
ヲ
以
テ
自
二

－
１
１
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其
巧
妙
宛
然
ト
シ
テ
真
二
逼
ル
、
試
二
真
骨
ヲ
取
テ
其
側
一
一
置
ク
’
一
殆
ト
辨
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（
而
後
）
文
献
力
喜
上
（
可
）
知
ル
可
キ
ナ
リ
。

文
献
才
劣
二
識
魎
、
交
ヲ
深
ク
ス
ル
益
友
二
乏
シ
、
数
年
ノ
間
約
数
年
コ
ノ
挙
二
奔
走
シ
精
神
ヲ
労
費
ス
ル
事
筆
舌
ノ
尽
ス
所
ニ
ア
ラ
ズ
、
骨
節
ノ
諸
患

唯
折
傷
脱
臼
ノ
ー
途
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
或
ハ
生
レ
ナ
カ
ラ
反
附
ノ
者
ア
リ
、
或
ハ
足
八
字
状
ヲ
為
ス
者
ア
リ
、
或
ハ
手
指
鈎
曲
ス
ル
者
ア
リ
、
或
ハ
産
後
、
或

ハ
痛
風
ノ
諸
症
ニ
テ
肢
堂
ト
ナ
ル
者
ア
リ
、
或
ハ
徽
毒
二
因
テ
四
支
緊
急
シ
（
及
）
頸
項
彊
直
ヲ
為
ス
者
ア
リ
。

此
等
ノ
類
方
薬
ノ
ミ
ヲ
以
テ
治
ス
ル
事
ヲ
能
（
得
）
ハ
ス
、
コ
レ
ニ
整
骨
術
ヲ
兼
ネ
施
シ
テ
効
ヲ
取
ル
者
少
カ
ラ
ス
、
否
ザ
レ
ハ
終
身
不
具
ノ
廃
人
ト
ナ

ル
者
多
シ
。
博
済
二
志
深
キ
者
宜
コ
コ
｜
一
意
ヲ
留
ム
ヘ
シ
・

又
世
俗
筋
骨
損
傷
害
ト
涯
称
シ
テ
治
ヲ
整
骨
家
一
一
乞
う
者
三
種
ア
リ
。

其
一
ハ
疲
血
凝
滞
二
因
ス
ル
者
ナ
リ
、
其
一
ハ
骨
骸
折
傷
、
其
一
ハ
関
節
脱
失
ナ
リ
。
擁
血
凝
滞
ノ
者
ハ
俗
一
一
コ
レ
ヲ
筋
違
卜
呼
フ
。
コ
レ
本
本
ト
骨
二

関
係
ス
ル
モ
ノ
一
一
非
ス
ト
ィ
ヘ
ド
モ
其
機
関
ノ
便
ヲ
失
う
二
至
テ
ハ
其
状
全
ク
骨
骸
ヲ
損
害
ス
ル
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
。
（
故
二
世
俗
二
斯
ク
称
ス
ル
ナ
リ
）
別

ニ
コ
レ
ヲ
救
フ
ノ
手
術
ア
リ
、
吾
門
コ
レ
ヲ
理
筋
ノ
法
卜
称
ス
。

口
折
傷
卜
脱
失
ト
ノ
ニ
症
ハ
専
ラ
整
骨
科
ノ
司
ル
所
、
固
ヨ
リ
ナ
リ
、
共
一
一
能
ク
骨
節
ノ
本
形
主
用
ヲ
推
考
シ
、
其
自
然
一
一
本
イ
テ
コ
レ
ヲ
整
理
ス
ル
ニ

在
り
。
施
術
頼
二
中
レ
ハ
、
立
二
復
故
セ
ス
ト
イ
フ
事
ナ
シ
。
但
日
数
ヲ
経
ル
者
ハ
助
ル
’
一
器
械
ヲ
以
テ
シ
、
或
ハ
薬
物
ヲ
兼
用
シ
テ
全
功
ヲ
収
ム
ル
事
ヲ

得
ベ
シ
。
故
二
骨
骸
ノ
本
形
主
用
ヲ
熟
識
ス
ル
事
ハ
整
骨
科
ノ
要
務
ニ
シ
テ
正
法
ノ
本
ク
所
治
術
ノ
由
テ
生
ス
ル
所
ナ
リ
。

コ
レ
文
献
ガ
多
年
斯
二
明
勉
シ
テ
遂
二
模
骨
ノ
挙
ア
ル
所
以
ナ
リ
。
唯
未
タ
西
洋
医
家
内
景
ノ
精
説
ヲ
学
ヒ
ス
、
是
ヲ
以
遥
二
書
信
ヲ
江
戸
ノ
大
槻
先
生

二
通
シ
テ
、
略
を
其
説
ヲ
与
り
間
ク
事
ヲ
得
タ
リ
。

憾
ク
ハ
文
献
晩
年
宿
掴
日
二
加
リ
其
精
義
ヲ
悉
ス
事
ヲ
得
サ
ル
事
ヲ
。
但
積
年
此
術
一
一
刻
苦
シ
テ
独
得
ス
ル
所
ア
ル
者
ハ
其
図
説
ヲ
収
載
シ
ア
整
骨
新
書

ト
命
ケ
以
テ
業
ヲ
吾
門
二
間
フ
者
二
授
ク
。
而
シ
テ

要
ナ
ル
’
一
如
ク
事
ナ
キ
ヲ
以
テ
ス
。
然
し
ド
モ
真
骨
容
易
二
得
へ
カ
ラ
ス
。
仮
令
偶
廃
骨
ヲ
拾
上
得
ル
事
ア
ル
モ
、
其
各
部
連
続
ノ
順
次
ヲ
失
う
モ
ノ
ハ
其

全
ヲ
暁
会
ス
ヘ
ヵ
ラ
ス
。
是
二
於
テ
良
エ
ヲ
得
テ
模
骨
ヲ
造
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
（
構
思
ス
ル
）
事
久
シ
。
□
口
幸
二
田
中
某
ヲ
得
テ
年
来
聚
メ
貯
フ
ル
所

ノ
真
骨
ヲ
授
ケ
テ
コ
レ
ヲ
模
造
セ
シ
メ
、
文
献
日
二
其
側
一
一
在
テ
コ
レ
ヲ
監
視
（
守
）
ス
、
エ
モ
亦
心
カ
ヲ
尽
シ
テ
此
二
従
事
シ
、
凡
二
年
許
ヲ
経
テ
全
ク

成
ル
事
ヲ
得
タ
リ
。

（
付
菱
）以

テ
自
ラ
足
レ
リ
ト
シ
未
タ
嘗
テ
一
人
モ
償
ヲ
発
シ
テ
其
本
ヲ
明
ニ
ス
ル
事
ヲ
勉
ム
ル
モ
ノ
ア
ラ
ズ

運
日
二
閏
ケ
良
医
輩
出
シ
、
各
述
作
ス
ル
所
ア
リ
、
其
他
ノ
投
術
モ
亦
皆
完
備
巧
妙
ナ
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ

（
ナ
シ
）
実
二
慨
嘆
ス
ル
ニ
堪
タ
リ
、
方
今
文

而
唯
リ
其
妙
二
詣
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
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模
骨
ノ
挙
二
至
リ
テ
ハ
久
年
ノ
刻
苦
ス
ル
所
ニ
シ
テ
文
献
力
精
神
ヲ
害
ス
ル
所
、
豈
コ
レ
ヲ
自
ラ
私
ヲ
シ
テ
永
グ
阻
巷
一
一
浬
滅
セ
シ
ム
ル
ニ
忍
ヒ
ン
ヤ
。

糞
ク
ハ
広
ク
天
下
ノ
同
志
ト
共
ニ
セ
ン
事
ヲ
（
国
恩
ヲ
若
シ
）
鄙
耐
窃
二
願
う
、
或
ハ
恭
ク
コ
レ
ヲ
官
府
二
献
（
□
）
シ
（
其
）
医
学
館
ノ
蔵
卜
為
シ
、

天
下
ノ
医
生
ヲ
訓
導
シ
タ
マ
フ
ノ
一
助
ニ
モ
供
セ
ハ
（
二
備
ヒ
タ
マ
ハ
ｃ
余
死
ト
モ
朽
ズ
。

大
槻
先
生
コ
レ
ヲ
間
テ
大
二
文
献
力
志
ヲ
感
シ
、
為
メ
ニ
此
事
ヲ
以
テ
学
館
列
位
ノ
諸
公
二
告
ス
、
諸
公
相
謀
テ
コ
レ
ヲ
官
二
間
ス
、
遂
二
漠
骨
ヲ
学
館

二
献
備
ス
ル
事
ヲ
許
サ
ル
。
先
生
速
二
其
命
ヲ
以
テ
文
献
二
大
阪
二
伝
う
。

文
献
命
ヲ
蒙
リ
感
戴
ノ
至
り
’
一
堪
ヘ
ス
以
為
ク
我
業
ノ
栄
幸
（
’
一
シ
テ
素
心
莫
裁
焉
）
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。

乃
盟
漱
東
向
シ
テ
稽
首
遥
拝
シ
、
門
人
中
山
少
仙
ヲ
シ
テ
模
骨
ヲ
齋
シ
テ
東
（
下
）
行
セ
シ
メ
コ
レ
ニ
拙
著
一
部
ヲ
附
シ
テ
大
槻
先
生
二
致
ス
。

請
う
宜
ク
（
献
□
□
）
是
事
ヲ
謀
リ
タ
マ
ハ
ン
事
ヲ
、
今
幸
二
永
ク
医
学
ノ
蔵
ト
ナ
ル
ヘ
キ
事
ヲ
得
如
シ
教
授
諸
公
万
一
モ
斯
二
取
ル
事
ア
ッ
テ
コ
レ
ヲ

以
テ
天
下
ノ
医
生
ヲ
訓
導
シ
タ
マ
ヒ
（
へ
）
。

コ
レ
ニ
因
テ
廃
ヲ
起
シ
洞
ヲ
愈
ス
ノ
微
功
ヲ
奏
ス
ル
事
ア
ラ
バ
、
文
献
力
積
年
ノ
寸
衷
達
ス
ル
所
ナ
リ

資
料
⑤

骨
骸
者
人
身
之
幹
各
処
位
置
百
節
連
続
所
以
坐
臥
行
住
也
。
若
其
機
関
有
所
脱
失
而
不
整
理
之
則

則
四
肢
廃
運
転
臓
器
失
官
能
、
蓋
諸
臓
器
尽
係
着
子
也
。
而
自
外
貌
察
内
景
亦
必
有
標
準
焉
。

整
骨
術
余
釣
玄
堂
所
以
備
四
科
也
。
上
古
遡
芙
、
秦
漢
以
来
只
論
其
内
未
聞
整
其
外
乃
視
其
脱
失
機
関
者
日
其
臓
令
然
多
端
術
尽
讓
諸
天
賦
有
涯
舛
晒
寡

稽
承
調
睡
謬
幾
千
年
子
此
突
。
宋
元
始
立
其
認
未
伝
。
本
邦
整
骨
家
固
不
足
論
也
。
先
師
各
務
翁
居
恒
憂
之
一
日
顧
余
慨
然
日
。
先
点
検
真
骨
骸
哉
。
於
是

相
共
併
刀
拾
集
於
草
野
古
墳
之
間
一
身
計
之
一
言
四
十
有
八
骨
度
星
霜
都
二
面
始
得
全
備
焉
。
就
論
其
内
以
脩
其
治
術
而
著
整
骨
新
書
以
載
録
骨
図
名
数
療

法
裏
布
器
械
等
公
諸
四
方
又
使
工
人
田
中
某
者
模
刻
骨
骸
以
審
視
機
関
之
理
於
是
乎
明
如
観
火
可
謂
其
業
千
古
卓
絶
美
。
既
而
有
人
以
間
於
東
都
官
命
徴
其

所
刻
模
骨
遂
献
納
諸
鱗
寿
館
長
調
於
秘
府
自
非
官
医
不
得
見
無
幾
。
師
逝
所
謂
人
琴
共
凶
芙
。
於
此
余
再
按
旧
骨
択
工
模
之
得
工
人
池
内
某
者
。
執
刀
絶
世

実
当
今
之
公
輪
子
也
。
余
施
療
之
暇
在
側
鑿
視
工
。
亦
鳩
心
力
従
事
焉
。
閲
年
而
初
成
開
闇
離
合
大
小
長
短
突
起
陥
没
剖
割
分
析
以
便
点
検
至
妙
極
工
覧
観

釣
玄
四
科
全
書
巻
之
十
一
整
骨
篇
（
杏
雨
書
屋
蔵
本
に
よ
る
）

文
政
二
年
已
卯
春
正
月

自
叙
」

大
阪

各
務
文
献
子
徴
謹
識
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実
二
慨
歎
ス
ル
ニ
堪
タ
リ
。
方
今
天
運
日
二
閏
ケ
、
良
医
輩
出
シ
、
各
述
作
ス
ル
所
ア
リ
。
其
他
ノ
投
モ
亦
完
備
巧
妙
ナ
ラ
サ
ル
ハ
無
シ
。
而
ル
ー
唯
リ

此
一
科
一
一
於
テ
猶
未
其
奥
ヲ
極
ル
者
有
ル
事
ヲ
間
サ
ル
ハ
豈
済
生
一
大
峡
事
ナ
ラ
ス
ャ
。
周
道
不
肖
少
壮
ヨ
リ
、
師
授
ノ
在
ル
有
テ
深
ク
此
術
二
心
ヲ
刻
シ
、

多
年
忠
ヲ
斯
二
若
シ
メ
、
凡
骨
骸
一
一
係
ル
所
ノ
諸
患
尽
ク
救
療
セ
ン
事
ヲ
企
テ
、
欲
ス
、
然
し
ド
モ
屋
其
術
ヲ
試
ル
ー
容
易
二
効
ヲ
収
ル
事
能
ハ
サ
ル
者
ハ
、

彼
脱
臼
ノ
ー
症
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
和
漢
従
前
ノ
術
ヲ
遍
ク
採
り
求
ル
ー
皆
唯
抜
伸
ノ
ー
法
二
止
ル
ノ
ミ
。

蓋
人
身
ハ
造
物
主
殊
二
無
量
ノ
智
巧
ヲ
運
フ
シ
、
斯
ノ
如
キ
形
体
ヲ
造
為
シ
、
以
テ
百
爾
ノ
機
転
運
用
ヲ
為
サ
シ
ム
・

若
夫
皮
膚
ハ
固
ヨ
リ
形
躯
ノ
端
末
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
少
ク
常
ヲ
失
ス
ル
事
有
レ
バ
鞭
チ
其
機
転
運
用
意
ノ
如
ク
ナ
ル
事
能
ハ
ス
。
是
時
二
当
テ
人
誰
力
速

二
是
ヲ
救
療
シ
テ
其
用
ヲ
全
フ
ス
ル
事
ヲ
欲
セ
ザ
ラ
ン
。
是
陞
方
ノ
因
テ
起
ル
所
以
ナ
リ
ー
況
ャ
骨
殖
ハ
一
身
ノ
本
幹
ニ
シ
テ
内
外
諸
器
成
ク
之
二
依
頼
シ

筋
膜
之
ヲ
繋
草
連
続
シ
テ
以
テ
運
転
屈
伸
各
自
ノ
機
用
ヲ
為
ス
事
ヲ
得
セ
シ
ム
。
然
ル
ー
打
撲
閃
挫
墜
堕
跣
什
ハ
人
ノ
不
意
二
出
テ
貴
ト
無
ク
賎
ト
ナ
ク
平

常
或
ハ
免
ル
ル
事
能
ハ
サ
ル
所
ナ
リ
。
況
ソ
ャ
馬
ヲ
馳
セ
剣
ヲ
試
ミ
、
或
ハ
非
常
軍
陣
闘
争
ノ
時
二
臨
ム
ョ
リ
シ
テ
、
民
間
奴
隷
重
ヲ
提
ケ
、
堅
ヲ
破
り
角

力
負
担
船
脚
車
夫
等
ノ
筋
力
ヲ
労
役
ス
ル
徒
二
至
ル
迄
モ
少
ク
之
力
損
傷
ヲ
被
レ
ハ
、
勇
惇
剛
強
ノ
質
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
乍
其
本
力
ヲ
運
フ
ス
ル
事
能
ハ
ス
。

投
能
曲
芸
ノ
徒
モ
亦
其
能
ヲ
尽
ス
事
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ズ
。

其
憂
外
邪
内
回
ノ
疾
病
卜
又
何
ソ
異
ナ
ラ
ン
、
故
一
一
之
ヲ
整
理
復
臼
セ
シ
ム
ル
ノ
術
上
王
公
貴
人
ヨ
リ
、
下
庶
夫
隷
人
二
至
ル
迄
豈
一
日
モ
閲
ベ
ヶ
ン
ャ
。

医
モ
亦
之
ヲ
実
測
シ
テ
研
究
セ
ス
ン
ハ
有
へ
カ
ラ
ス
。

然
ル
ー
古
来
漢
土
其
医
一
一
乏
シ
ク
其
全
説
伝
ラ
ス
。
聞
グ
迄
古
一
一
至
テ
整
骨
科
ヲ
立
ツ
ト
其
説
果
シ
テ
如
何
ソ
ャ
。
其
議
ス
ヘ
キ
者
半
二
居
ル
。

本
邦
モ
亦
走
古
以
来
民
間
二
於
テ
整
骨
ヲ
以
テ
其
業
ヲ
世
々
’
一
ス
ル
者
有
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
大
率
皆
無
学
ノ
俗
士
ニ
シ
テ
徒
二
家
技
ヲ
斬
秘
シ
、
師
説
ヲ

守
株
シ
テ
膠
柾
刻
舟
ノ
比
ナ
ル
ヲ
自
ラ
足
レ
リ
ト
シ
、
人
亦
之
ヲ
許
シ
、
未
タ
嘗
テ
一
人
モ
償
ヲ
発
シ
、
其
源
ヲ
究
メ
其
本
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
者
無
キ
カ
故
ナ

和
川
ノ
◎

資
料
⑥

会
真
余
之
喜
可
知
也
。
近
者
集
録
新
書
中
遺
漏
者
及
余
積
年
所
試
験
之
新
術
新
論
器
械
等
以
補
其
閾
乃
入
門
学
整
骨
術
者
左
新
書
右
此
篇
而
按
撫
模
骨
此
則
加

此
術
尽
干
此

釣
玄
四
科
全
書
巻
之
十
一
整
骨
篇

「
奉
整
骨
術
及
木
制
人
骨
全
形
文
」

皇
和
文
政
庚
辰
（
三
年
）
冬
日

浪
華
奥
田
周
道（

杏
雨
書
屋
蔵
本
に
よ
る
）

拝
撰
併
害
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是
二
於
テ
諾
然
ト
シ
テ
覚
悟
ス
ラ
ク
、
古
ョ
リ
伝
ル
所
ノ
抜
伸
ノ
ー
法
、
果
シ
テ
其
定
規
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
事
ヲ
而
シ
テ
蛎
二
以
為
ク
、
周
道
力
輩
ノ

固
肥
謹
劣
断
々
ト
シ
テ
他
ノ
投
ナ
キ
モ
、
独
此
術
二
於
テ
ハ
自
得
発
明
ス
ル
処
有
ル
ー
似
テ
、
実
二
和
漢
古
今
ノ
人
二
槐
ル
事
無
シ
ト
。
是
他
ナ
シ
、
全
ク

多
年
真
骨
骸
二
就
テ
辨
明
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。

今
ヨ
リ
ノ
後
願
ハ
グ
ハ
整
骨
科
ヲ
修
ル
者
預
メ
先
之
ヲ
講
明
研
思
シ
テ
、
其
常
ヲ
究
テ
変
一
一
臨
テ
蜘
胴
セ
サ
ル
ヲ
要
務
ト
セ
ン
事
ヲ
。
然
し
ド
モ
骨
骸
ハ

不
潔
ノ
者
一
一
シ
テ
、
且
容
易
ク
得
ベ
カ
ラ
ズ
・

仮
令
偶
廃
骨
ヲ
拾
上
得
ル
モ
各
部
ノ
連
続
順
次
ヲ
失
う
者
ハ
関
節
果
シ
テ
暁
会
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
又
且
世
医
一
一
遍
ク
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
物
ナ
ル
ガ
故
二
、
周
道

ガ
師
各
務
文
献
匠
エ
ヲ
シ
テ
模
骨
ヲ
造
ラ
シ
ム
・

数
年
ニ
シ
テ
業
成
ル
、
又
文
献
、
周
道
ガ
亡
父
直
行
卜
相
謀
テ
整
骨
新
書
四
巻
ヲ
著
シ
テ
、
骨
度
各
数
、
整
理
ノ
術
等
ヲ
録
シ
テ
已
二
世
二
公
一
一
ス
。

爾
後
周
道
モ
亦
嘗
テ
模
骨
ヲ
製
造
セ
ン
事
ヲ
欲
シ
、
遍
ク
世
ノ
良
エ
ヲ
探
り
求
ム
・
天
其
意
ヲ
憐
ム
｝
一
似
テ
偶
爾
ト
シ
テ
其
人
ヲ
得
タ
リ
、
実
二
京
摂
ノ

間
二
比
類
ナ
キ
良
エ
ナ
リ
。
之
ヲ
シ
テ
年
来
聚
メ
貯
ル
所
ノ
真
骨
骸
ヲ
授
テ
之
ヲ
模
擬
セ
シ
ム
・

周
道
日
二
其
側
二
在
テ
之
ヲ
鑿
視
ス
、
エ
モ
亦
心
カ
ヲ
輻
シ
テ
此
二
従
事
シ
凡
テ
ニ
十
余
月
ニ
シ
テ
刻
全
ク
成
リ
ヌ
。
其
巧
精
妙
宛
然
真
二
逼
ル
、
試
一
一

真
骨
取
テ
其
側
二
置
ク
ニ
更
一
一
復
辨
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。

而
シ
テ
其
喜
知
ヌ
ベ
シ
。
周
道
等
数
月
ノ
間
此
挙
二
奔
走
シ
造
次
顛
浦
念
々
斯
一
一
在
テ
各
自
二
精
神
ヲ
労
費
ス
ル
事
筆
舌
ノ
能
尽
ス
ベ
キ
所
二
非
ズ
・

試
二
其
施
療
ス
ル
所
ノ
大
略
ヲ
云
ン
二
、
古
来
世
俗
ノ
筋
骨
損
傷
ト
乏
称
ス
ル
者
三
ッ
、
其
一
ツ
ハ
擁
血
凝
滞
其
一
ツ
ハ
骨
骸
折
傷
、
其
一
ツ
ハ
関
節
脱

従
来
諸
法
ノ
能
企
及
プ
ベ
キ
所
二
非
ズ
。

霜
一
一
疑
ラ
ク
ハ
此
術
精
義
二
非
ル
事
ヲ
、
只
彼
西
洋
医
家
ノ
研
究
ス
ル
処
未
如
何
卜
云
事
ヲ
知
ラ
ス
。

是
本
邦
未
タ
其
書
ノ
翻
釈
ス
ル
者
ヲ
見
サ
レ
パ
ナ
リ
。
是
故
一
一
周
道
師
ト
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
謀
議
ス
ラ
ク
、
善
グ
此
科
ヲ
脩
ン
卜
欲
セ
バ
、
先
頁
骨
骸
二
就

テ
其
本
形
ヲ
熟
識
シ
、
其
機
関
ヲ
研
究
シ
、
其
主
用
ヲ
講
明
シ
テ
而
シ
テ
後
衆
多
ク
現
症
二
照
シ
テ
以
テ
的
当
ノ
新
術
ヲ
創
意
ス
ル
ニ
如
ク
ハ
無
シ
・

爾
後
累
年
骨
骸
ヲ
刑
余
ノ
屍
一
一
取
り
、
或
ハ
草
野
古
墳
ノ
間
二
拾
ヒ
テ
終
二
幹
支
百
骸
初
テ
全
ク
集
メ
備
ル
事
ヲ
得
タ
リ
。

之
ヲ
算
ス
ル
ニ
凡
人
身
天
然
具
有
ス
ル
所
ノ
骨
数
総
計
二
百
四
十
有
ハ
、
其
質
ヲ
分
テ
ハ
八
種
其
関
節
ノ
如
キ
ハ
七
十
有
八
、
其
異
常
ヲ
為
ス
者
二
十
有

四
、
之
ヲ
座
右
一
一
備
テ
以
テ
模
範
ト
シ
、
日
夜
心
ヲ
潜
メ
テ
之
ヲ
構
思
ス
ル
事
舷
二
又
年
ア
リ
。

其
部
分
異
常
二
随
テ
各
自
ノ
主
用
ヲ
辨
ジ
、
其
常
二
本
ヅ
イ
テ
其
変
ヲ
推
シ
以
テ
症
二
臨
ミ
、
沿
ヲ
施
ス
事
理
筋
法
ヨ
リ
初
テ
復
臼
ノ
諸
術
二
至
ル
迄
モ
、

従
前
難
治
卜
云
モ
不
治
ト
云
う
者
十
一
一
八
・
九
ヲ
起
ス
事
ヲ
得
タ
リ
。

其
術
ダ
ル
天
造
ノ
自
然
ニ
惇
ル
所
無
キ
ヲ
以
テ
医
ハ
心
力
ヲ
壼
ス
事
少
ク
、
病
者
ハ
徒
ラ
ニ
痛
苦
セ
シ
ム
ル
ノ
煩
ナ
ク
、
其
収
効
ノ
速
ナ
ル
’
一
至
テ
ハ
、
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此
等
ノ
症
独
り
方
楽
ノ
ミ
ヲ
以
テ
治
ス
ル
事
能
ハ
ズ
、
必
整
骨
術
ヲ
兼
施
シ
テ
奇
効
ヲ
収
ル
者
十
中
八
・
九
二
居
ス
。
否
サ
レ
パ
終
身
不
具
ノ
廃
人
ト
ナ

ル
、
世
挙
テ
然
リ
、
博
済
二
志
深
キ
者
宜
ク
妓
二
意
ヲ
留
メ
ザ
ル
ペ
ケ
ン
ャ
。
故
二
周
道
等
ガ
整
骨
術
ヲ
修
ル
’
一
於
テ
、
多
年
真
骨
骸
二
就
テ
本
形
ヲ
辨
識

ス
ル
｛
一
眼
勉
ト
シ
テ
以
テ
此
模
骨
ノ
挙
有
ル
所
以
ナ
リ
。

前
二
文
献
ガ
模
刻
ス
ル
所
ノ
人
骨
全
形
ハ
既
二
東
武
官
医
ノ
渚
公
之
ヲ
官
一
一
間
シ
メ
瞬
寿
館
二
献
納
セ
シ
ム
。
後
二
模
刻
ス
ル
所
ノ
者
ハ
周
道
ガ
家
二
収

ム
・
今
ャ
文
献
己
二
没
シ
、
其
徒
弟
衆
多
散
在
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
文
献
ガ
微
意
ヲ
頗
ル
伝
へ
得
ル
処
ノ
者
ハ
固
晒
ナ
リ
ト
ィ
ヘ
ド
モ
、
実
二
周
道
一
人
ナ
リ
。

今
二
於
テ
不
幸
一
一
シ
テ
木
二
就
カ
ハ
周
道
ガ
友
弟
ノ
其
人
二
乏
キ
、
誰
力
憐
テ
其
意
ヲ
継
ギ
之
ヲ
後
世
二
伝
ル
者
ア
ラ
ン
ャ
。

今
妓
、
吉
雄
俊
蔵
周
道
ガ
旧
交
在
ル
有
ル
ヲ
以
テ
ノ
故
一
一
、
其
久
年
刻
苦
精
神
ヲ
尽
ス
所
ノ
数
術
数
歳
ノ
後
或
ハ
必
廃
絶
セ
ン
事
ヲ
憐
ミ
之
ヲ
其
医
官
ノ

長
浅
井
氏
一
一
謀
ル
。
先
生
其
言
ヲ
是
ナ
リ
ト
シ
テ
又
且
本
藩
ノ
ー
科
二
備
ン
事
ヲ
間
ス
、
遂
二
其
術
卜
共
模
骨
ト
ヲ
献
備
セ
ン
事
ヲ
許
サ
ル
。

周
道
辱
ク
台
命
ヲ
蒙
リ
感
戴
ノ
至
り
二
堪
ヘ
ズ
、
我
業
ノ
栄
幸
之
ョ
リ
大
イ
ナ
ル
ハ
無
シ
ト
、
乃
チ
退
テ
師
父
ノ
霊
二
告
テ
、
今
妓
来
テ
模
骨
一
具
、
整

骨
新
書
全
部
玲
聴
図
一
筐
、
自
著
鈎
玄
四
科
全
書
中
整
骨
篇
一
署
、
筋
骨
療
治
目
次
一
巻
、
泰
ク
之
ヲ
医
学
館
二
献
備
ス
。
其
手
術
ノ
如
キ
ハ
医
官
中
沢
専

蔵
二
伝
授
ス
。
是
亦
辱
ク
台
命
ヲ
蒙
レ
パ
ナ
リ
。

幸
ニ
シ
テ
願
ク
ハ
此
術
此
模
骨
卜
長
ク
大
藩
二
留
リ
伝
リ
テ
、
医
官
諸
公
万
カ
ー
モ
取
ル
事
有
テ
済
生
ノ
ー
助
卜
為
テ
廃
ヲ
起
シ
洞
ヲ
癒
ス
ノ
微
効
ヲ
奏

ス
ル
事
有
ラ
バ
、
周
道
等
ガ
積
年
ノ
寸
哀
達
ス
ル
所
以
也

ス
ル
事
有
ラ
バ
、
酉

失
之
疲
血
凝
滞
、
俗
二
之
ヲ
筋
チ
ガ
ィ
ト
云
。

是
本
骨
二
関
係
ス
ル
者
二
非
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
其
機
関
ノ
便
利
ヲ
失
う
二
至
テ
ハ
、
其
状
骨
傷
二
似
タ
リ
。
之
ヲ
救
フ
ノ
術
、
前
二
所
二
所
謂
筋
法
ト
称

ス
是
ナ
リ
。
折
傷
ハ
折
枝
ヲ
再
接
合
ス
ル
ガ
如
ク
、
断
口
齪
齢
ス
ル
事
無
キ
ト
キ
ハ
愈
テ
後
其
折
処
ヲ
失
ス
ル
’
一
至
ル
者
其
法
ヲ
得
タ
ル
ナ
リ
。

脱
失
ノ
ー
症
ハ
左
此
科
ノ
関
鍵
タ
リ
、
其
肯
繁
ヲ
得
テ
整
理
ス
ル
ニ
非
レ
バ
立
地
二
復
故
セ
シ
メ
難
シ
・

況
ャ
年
月
ヲ
経
過
シ
テ
治
セ
ザ
ル
者
ハ
助
ル
ー
必
器
械
ヲ
施
シ
兼
ル
ー
方
薬
ヲ
用
ル
ー
非
レ
バ
全
効
ヲ
収
ル
事
難
シ
ト
ス
。
又
且
脱
臼
ノ
症
タ
ル
ー
時
損

症
ノ
者
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
或
ハ
生
ナ
ガ
ラ
ニ
シ
テ
反
附
ノ
者
ア
リ
、
或
ハ
脚
附
八
字
反
ナ
ル
者
ア
リ
、
或
ハ
手
指
鈎
曲
ス
ル
者
ア
リ
、
或
ハ
産
後
、
或
ハ
痛
風
、

麻
木
、
徽
毒
、
小
児
胎
毒
、
痘
余
毒
等
ノ
諸
症
ヨ
リ
変
ジ
来
テ
、
某
ノ
毒
某
処
凝
結
シ
終
二
緊
急
彊
直
漫
腫
頑
結
屈
伸
ス
ル
事
能
ハ
ズ
、
或
ハ
弛
緩
軟
弱
ス
、

若
其
胸
背
二
着
ク
時
ハ
亀
胸
亀
背
卜
成
り
、
手
部
ノ
機
関
二
着
ク
時
ハ
運
転
ノ
作
用
ヲ
廃
シ
、
脚
部
二
着
ク
ト
キ
ハ
軽
ハ
破
疾
ト
ナ
リ
、
重
キ
ハ
瘻
豊
ト
ナ

ノレ
Q

文
政
壬
午
（
五
）

大
阪

歳
十
月
二
十
三
日

奥
田
万
里
之
進
周
道
恭
録
上
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一
、

松
田
壬
作
の
人
体
解
剖
に
関
す
る
手
記
は
二
通
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
金
子
治
郎
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
：
…
第
一
回
は
明
治
三
年
七
月
で
、
二
人
の
贋
金
犯
が
斬
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
之
は
松
田
壬
作
翁
の
手
記
に
か
か
る
記
録
が
あ
り
、

此
処
で
は
蛇
足
で
は
あ
る
が
事
実
保
存
の
為
原
文
の
侭
を
左
に
、

明
治
三
年
秋
老
拙
主
任
ト
シ
テ
金
沢
医
学
館
内
二
於
テ
始
メ
テ
人
体
二
個
ヲ
解
剖
セ
ル
大
略
ヲ
記
ス
ヘ
シ

明
治
三
年
秋
（
月
日
ハ
忘
レ
タ
リ
）
突
然
金
沢
断
獄
ヨ
リ
明
日
所
刑
人
ノ
死
体
二
個
解
剖
用
ト
シ
テ
下
渡
ス
ヘ
ク
通
知
シ
来
タ
依
テ
医
学
館
ニ
テ
ハ
意
外

ナ
出
来
事
ニ
シ
テ
先
老
拙
二
向
ツ
テ
俄
一
一
解
剖
主
任
ヲ
命
シ
横
井
三
柳
石
川
孝
恭
二
助
手
ヲ
命
ス
（
外
国
教
師
未
来
任
前
年
ノ
事
１
へ
解
剖
学
ヲ
教
授
セ
ル

学
生
ナ
シ
只
市
内
等
一
般
開
業
医
師
一
一
見
学
セ
シ
ム
ル
為
ナ
リ
）
何
分
俄
ノ
事
故
一
夜
ノ
中
二
不
完
全
ナ
カ
ラ
解
剖
室
及
台
等
ヲ
仮
設
ス
翌
朝
死
体
二
個
ヲ

持
来
テ
不
取
敢
先
シ
防
腐
処
置
ヲ
為
シ
テ
一
体
ハ
フ
レ
ス
氏
系
統
記
載
解
剖
ヲ
為
ス
ヘ
ク
動
脈
管
へ
赤
色
膠
質
ヲ
注
入
シ
静
脈
管
一
天
青
色
膠
質
ヲ
注
入
シ

ダ
後
先
胸
部
ヨ
リ
呼
吸
道
一
般
ヲ
教
示
シ
次
二
腹
部
ヲ
開
キ
テ
内
臓
等
ヲ
示
シ
漸
次
泌
尿
道
等
脳
脊
髄
系
統
筋
系
統
血
管
系
諸
器
骨
膜
骨
等
二
及
ン
テ
示
シ

他
ノ
ー
体
ハ
「
ア
ン
ピ
タ
シ
ー
」
「
レ
セ
グ
シ
ー
」
等
ヨ
リ
漸
次
外
科
博
士
ホ
ン
フ
レ
ー
氏
ノ
外
科
術
大
要
ノ
手
術
ヲ
施
術
シ
テ
示
セ
リ

右
両
体
一
一
付
テ
殆
ン
ト
ー
ケ
月
余
二
及
ヘ
リ
（
日
々
熱
心
二
参
観
見
学
セ
ル
人
為
｛
一
ハ
方
今
全
ク
世
ヲ
去
リ
テ
老
拙
ノ
記
憶
ニ
テ
ハ
只
タ
独
り
浅
井
協
氏

未
タ
生
存
シ
居
ラ
ル
ル
ト
思
考
ス
後
浅
井
氏
｝
一
此
コ
ト
ヲ
問
ヘ
ハ
慥
二
七
月
ナ
リ
ト
云
う
之
大
二
故
ア
ル
コ
ト
ナ
リ
旧
藩
七
月
十
二
月
ハ
所
刑
日
ナ
リ
）

因
に
日
ふ
、
此
松
田
翁
は
十
年
ほ
ど
前
に
物
故
さ
れ
た
が
、
浅
井
翁
は
八
十
八
歳
で
尚
鬘
礫
存
世
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
手
記
が
現
在
ど
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
か
は
不
詳
で
あ
る
。

秀
」
←
の
づ
っ
０

加
賀
藩
最
初
の
人
体
解
剖
は
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
記
録
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
松
田
壬
作
の
手
記
が
あ
る
だ
け

加

賀
藩
最
初
の
人
体
解
剖

日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
十
七
巻

第
二
号
・
昭
和
四
十
六
年
六
月

酒
井

昭
和
四
十
六
年
三
月
二
十
五
日
受
付

恒
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彰

松
田
壬
作
興
井
識

両
手
記
の
う
ち
、
後
者
は
そ
の
Ｈ
付
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
前
者
の
そ
れ
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
両
手
記
の
内
容
を
比
較
し
、
前
者
布

環
僥
後
煎
同
下
衆
目
斉
注
宛
若
秘
府
珍
蔵
葬
鼎
瑚
漣
物
物
可
愛
又
若
上
苑
天
龍
千
紅
万
紫
色
色
動
人
悶
不
讃
嘆
者
如
此
月
余
而
終
今
也
斯
道
熾
盛
扁
盧
輩
出

往
踞
不
足
道
独
顧
事
尚
如
昨
恢
忽
己
冊
五
年
英
故
人
尽
入
地
存
省
独
愚
今
年
七
土
一
面
首
不
堪
丁
威
感
云

大
正
三
年
七
月
廿
日

第
一
、
二
図
松
田
壬
作
の
手
記
。
金
沢
大
学
医
学
図
書
館
蔵
。

他
の
一
は
筆
者
が
金
沢
大
学
医
学
図
書

館
書
庫
の
一
隅
に
お
い
て
た
ま
た
ま
発
見

し
た
も
の
で
、
巻
き
紙
に
書
か
れ
、
表
装

さ
れ
た
一
幅
の
軸
で
あ
る
。
本
文
は
二
六

九
字
よ
り
な
る
白
文
で
、
松
田
壬
作
七
十

三
歳
の
折
り
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
全
文
を
左
に
記
す
。

愈
附
既
遥
金
債
亦
絶
妾
造
明
治
維
新
洋
医
東

漸
杲
呆
如
日
始
出
愚
少
遊
長
崎
略
通
解
体
帰

与
同
志
首
侶
創
医
学
館
此
時
西
賢
未
師
臨
焉

少
見
多
佑
頗
惹
物
議
三
年
七
月
官
俄
有
命
明

日
下
刑
戸
二
具
以
資
解
体
同
志
且
驚
且
喜
遂

傅
愚
主
之
横
井
三
柳
石
川
孝
恭
弐
之
急
邊
整

器
新
之
補
之
忽
忙
達
且
平
明
Ｒ
果
至
実
十
日

也
於
是
撤
集
遠
近
医
人
一
具
以
資
内
科
一
具

以
資
外
科
蓋
斯
挙
於
北
陸
属
振
古
第
一
愚
端

心
粛
容
防
腐
保
色
刀
刀
按
系
緩
緩
行
脈
観
者
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一
一
も

の
一
条
が
あ
り
、
ま
た
石
川
県
史
の
司
法
の
項
に
「
斬
刑
を
科
せ
ら
る
る
も
の
は
、
窃
盗
、
取
逃
、
謀
害
、
謀
言
、
貨
幣
贋
造
、
殺
人
等
、
…

…
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
記
載
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

藩
よ
り
医
学
館
へ
の
死
体
引
渡
し
に
つ
い
て
の
記
録
は
未
だ
見
あ
た
ら
な
い
。
刑
死
体
を
解
剖
の
た
め
に
下
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
医
学

館
よ
り
藩
に
対
す
る
願
書
の
記
録
も
、
死
体
解
剖
に
つ
い
て
の
記
録
も
見
あ
た
ら
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
人
体
解
剖
が
公
式
に
は
認
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
公
式
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
加
賀
藩
最
初
の
人
体
解
剖
で
あ
り
、
前
述
の
手
記
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
一
ケ

月
余
を
要
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
解
剖
図
な
り
記
録
な
り
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、
石
川
県
史
、
ま
た
は
加
賀
藩
史
料
に
何
等
か
の
記

五
、
六
、
七
、

録
が
残
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
黒
川
良
安
、
松
田
壬
作
、
石
川
孝
恭
の
由
緒
書
の
中
に
も
記
録
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
非
公
式
の
も
の
で
あ
り
、
記
録
そ
の
他
公
式
の
も
の
は
一
切
許
さ
れ
ず
、
後
に
な
っ
て
松
田
壬

八
、

作
が
懐
旧
談
と
し
て
記
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
患
部
解
剖
が
法
律
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
七
月
廿
九
日
内
務
省
達

九
、

に
よ
り
、
ま
た
全
身
解
剖
は
明
治
十
八
年
七
月
廿
一
日
内
務
省
達
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

は
大
正
三
年
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
文
中
に
「
…
…
明
治
三
年
秋
（
月
日
ハ
忘
レ
タ
リ
）
：
．
…
」
と
記
し
、
文
末
に

「
…
…
後
浅
井
氏
一
一
此
コ
ト
ヲ
問
ヘ
ハ
慥
一
一
七
月
ナ
リ
ト
云
う
…
…
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
初
め
に
手
記
を
書
い
た
時
に
は
月
日
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
の
ち
に
浅
井
氏
に
質
問
し
、
そ
の
月
日
を
確
認
し
て
文
末
に
（
）
内
に
追
加
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
大
正
三

年
七
月
廿
日
付
の
手
記
は
解
剖
実
施
の
月
日
を
明
ら
か
に
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
両
手
記
の
内
容
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
触
れ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
時
解
剖
さ
れ
た
刑
死
体
が
贋
金
犯
で
あ
っ
た
こ
と
は
松
田
壬
作
の
手
記
か
ら
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
金
子
治
郎
が
「
：
…
・
二
人
の

一
一
、
一
一
一
、

贋
金
犯
が
斬
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
。
…
：
」
と
記
し
て
い
る
が
、
引
用
し
た
史
料
は
不
詳
で
あ
り
、
石
川
県
史
、
加
賀
藩
史
料
に
も
そ

四
、

の
記
録
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
藩
政
時
代
に
贋
金
犯
が
斬
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
検
使
方
勤
方
帳
の
「
死
骸
呰
方
」
の
項
に

一
賊
井
二
謀
り
贋
金
等
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こ
の
時
解
剖
に
従
事
し
た
の
は
、
松
田
壬
作
、
横
井
三
柳
、
石
川
孝
恭
の
三
氏
で
あ
っ
た
。
由
緒
書
よ
り
、
松
田
壬
作
は
当
時
二
十
八
歳
、

石
川
孝
恭
は
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
横
井
三
柳
の
由
緒
書
は
見
あ
た
ら
ず
、
そ
の
年
令
は
不
詳
で
あ
る
。

｛
ハ
、

以
上
三
氏
の
人
体
解
剖
学
に
つ
い
て
の
知
識
お
よ
び
蘭
書
読
解
の
可
否
を
み
る
と
、
松
田
壬
作
は
そ
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
「
。
：
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
七
月
為
医
学
修
行
肥
前
国
長
崎
表
江
罷
越
…
…
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
帰
国
仕
候
明
治
三
年
三
月
よ
り
当
国
於
医
学
館
文
学
訓
導
分

課
薬
局
監
察
解
部
掛
文
学
四
等
教
師
迄
相
勤
罷
在
申
候
明
治
三
年
七
月
士
族
二
被
指
加
隠
居
等
一
家
二
不
相
立
者
一
統
給
禄
御
廃
止
相
成
父
家

七
、

族
二
罷
成
申
候
明
治
五
年
：
…
」
と
あ
り
、
石
川
孝
恭
は
長
崎
に
は
出
張
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
「
…
．
：
同
（
明
治
）
三
年

（
一
八
七
○
）
二
月
医
学
訓
導
被
命
製
造
人
体
井
耆
籍
器
械
方
相
勤
同
年
三
月
医
学
館
監
正
被
命
寄
宿
仕
相
勤
罷
在
候
処
同
年
七
月
二
日
今
般
御

改
正
二
付
士
族
被
指
加
医
学
館
監
正
等
如
元
相
勤
罷
在
候
し
処
同
年
十
一
月
…
：
．
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
医
学
館
の
指
導
者
で
あ
り
、
し
か
も

五
、

人
体
解
剖
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
横
井
三
柳
の
由
緒
書
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
黒
川
良
安
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
明
治
元
年
よ
り
同
二

Ｊ

年
ま
で
黒
川
良
安
と
共
に
長
崎
に
出
張
し
、
製
造
人
体
の
伝
習
を
受
け
て
い
る
。
帰
藩
後
製
造
人
体
解
剖
学
に
つ
い
て
、
石
川
孝
恭
に
詳
し
く
”

七
、
ｆ
、

伝
授
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
石
川
孝
恭
の
由
緒
書
に
「
：
…
同
三
年
二
月
医
学
訓
導
被
命
製
造
人
体
井
書
籍
器
械
方
相
勤
：
。
」

と
あ
り
、
石
川
県
医
学
沿
革
記
の
「
明
治
四
年
ヨ
リ
同
十
七
年
迄
ノ
間
教
鞭
ヲ
執
シ
者
ノ
概
略
」
の
中
に
も
「
石
川
孝
恭
解
剖
学
、
外
科
学

十
、

．
：
：
．
」
と
あ
る
ご
と
く
、
人
体
解
剖
学
に
つ
い
て
の
か
な
り
詳
し
い
知
識
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
蘭
書
読
解
は
充
分
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
以
上
三
氏
は
蘭
医
黒
川
良
安
の
門
下
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
松
田
壬
作
、

横
井
三
柳
は
長
崎
に
出
張
し
、
医
学
修
行
お
よ
び
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
購
入
に
関
係
し
て
い
る
。
ま
た
後
述
の
ご
と
く
死
体
に
防
腐
注
入
操
作

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
蘭
聿
日
読
解
に
は
精
通
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
以
上
二
一
氏
は
人
体
解
剖
を
実
施
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。

医
学
館
の
当
時
の
職
員
は
い
ず
れ
も
人
体
解
剖
未
経
験
者
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
刑
死
体
下
付
の
突
然
の
通
知
に
よ
る
驚
き
が
相
当
に
大

き
か
っ
た
こ
と
が
松
田
壬
作
の
大
正
三
年
七
月
の
手
記
よ
り
察
せ
ら
れ
る
。
さ
っ
そ
く
死
体
解
剖
の
担
当
者
と
し
て
前
記
三
氏
が
任
命
さ
れ
打



十
三
、

プ
レ
ス
の
解
剖
書
の
脚
註
に
記
載
さ
れ
て
い
る
薬
品
が
当
時
存
在
し
て
い
た
か
否
か
を
知
る
た
め
に
和
蘭
字
彙
に
よ
り
調
べ
る
と
、

乏
詳
乏
搦

白
蝋

寺
①
日
①
邑
昌
ロ
Ｃ
扁
圃
．
日
．
○
房
く
色
邑
討
日
①
ロ
昌
巨
「
テ
ル
ペ
ン
テ
イ
ン
」
ノ
油

穴
四
四
門
ｍ
園
．
Ｈ
・
汽
の
①
託
⑪
〕
Ｃ
【
戸
口
①
門
印

蝋
燭

］
ご
ロ
○
毒
①
》
駒
】
①
］
一
］
自
国
四
色
白
○
］
』
①
国
．
門
．

荏
油

ぐ
①
『
目
言
①
ロ
》
闘
い
．
園
①
胃
ロ
①
ｍ
ｇ
８
ｐ
①
３
８
⑦
ぐ
①
門
当
乏
①
朱

と
あ
り
、
い
ず
れ
も
当
時
わ
が
国
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
。
加
賀
藩
最
初
の
人
体
解
剖
で
あ
り
、
し
か
も
未
経
験
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
防
腐
処
置
を
施
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
か

な
り
具
体
的
な
相
談
が
な
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
以
前
に
藺
耆
を
詳
し
く
読
ん
で
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
（
後
述
）
。

こ
の
時
急
造
仮
設
さ
れ
た
解
剖
室
お
よ
び
解
剖
台
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
解
剖
に
使
用
し
た
器
械
類
は
、
前
年
黒
川
良
安
、
横
井
三
柳

が
長
崎
よ
り
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
と
と
も
に
持
ち
帰
っ
た
医
療
器
械
を
も
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
器
械
類
の
使
用
法

十
一
、

は
ア
ガ
ー
ッ
の
外
科
手
術
害
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
使
用
し
た
薬
品
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

手
記
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
「
・
…
：
不
取
敢
先
シ
防
腐
処
置
ヲ
為
シ
テ
・
・
・
…
」
、
「
…
…
防
腐
：
。
…
」
と
あ
る
防
腐
処
置
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
。
医
学
館
の
職
員
が
こ
の
術
式
を
如
何
に
し
て
知
っ
た
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
筆
者
は
金
沢
大
学
医
学
図
書
館
所
蔵
の
一
八
七
○
年
以
前

の
史
料
を
調
べ
、
プ
レ
ス
の
解
剖
害
に
よ
る
も
の
と
判
断
し
た
。
同
書
五
三
四
頁
脚
註
に
防
腐
注
入
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
人
体
解
剖
が
全
く

未
経
験
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
人
体
を
詳
し
く
解
剖
す
る
た
め
に
防
腐
処
置
を
試
み
た
事
実
よ
り
判
断
し
、
同
書
の
脚
註
に
あ
る
防
腐
処
置

の
術
式
を
既
に
知
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
少
な
く
と
も
同
書
は
か
な
り
詳
し
く
読
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

も
一
八
六
六
年
発
行
の
圭
日
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
同
書
を
入
手
し
て
か
ら
の
期
間
も
短
い
の
で
、
蘭
害
読
解
は
充
分
な
域
に
達
し
て
い

た
と
判
断
さ
れ
る
。
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手
記
の
中
に
「
・
…
・
動
脈
管
へ
赤
色
膠
質
ヲ
注
入
シ
静
脈
管
二
全
目
色
膠
質
ヲ
注
入
シ
ダ
後
…
。
：
」
と
あ
る
。
赤
色
色
素
は
朱
で
あ
る
が
、

十
二
、

青
色
色
素
は
何
で
あ
っ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
。
プ
レ
ス
の
解
剖
書
に
は
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下
で
あ
っ
た
の
で
、
外
国
語
は
も
っ
ぱ
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
医
学
館
開
設
に
参
加
し
た
人
物
の
う
ち
、
明

十
八
、
十
九
、

ら
か
に
ド
イ
ツ
語
を
読
解
し
え
た
の
は
大
熊
春
吉
だ
け
で
あ
り
、
鈴
木
儀
六
も
ド
イ
ツ
語
を
か
な
り
解
し
た
様
で
あ
る
が
、
医
学
館
の
そ
の
他

の
医
師
は
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
本
書
の
著
者
編
集
者
）
と
図
譜
画
家
と
を
取
り
違
え
て
胃
．
言
い
．
の
詞
同
国
を
著

者
と
誤
解
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
く
○
百
胃
．
旨
印
．
⑦
詞
国
印
を
オ
ラ
ン
ダ
語
風
の
発
音
に
よ
り
初
め
は
「
ホ
ン
フ
レ
ー
プ
」

と
読
み
、
こ
れ
が
医
学
館
内
で
は
一
般
に
「
ホ
ン
フ
レ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
の
．
］
・
津
⑦
シ
目
国
の
名
は
使
用
さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
「
ホ
ン
フ
レ
ー

の
外
科
術
大
要
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
松
田
壬
作
も
医
学
館
内
の
一
般
的
な
呼
称
に
従
い
、
手
記
の
中
で
ホ
ン
フ
レ
ー
の
外
科

術
大
要
と
記
載
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
書
は
図
譜
で
あ
る
の
で
、
当
時
ド
イ
ツ
語
を
読
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
本
書

を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
本
書
の
中
の
ド
イ
ツ
語
用
語
を
オ
ラ
ン
ダ
語
風
に
発
音
し
て
い
た
こ
と
が
手
記
の
中
に
も
認

め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
ア
ン
ピ
タ
シ
ー
」
、
「
レ
セ
ク
シ
ー
」
の
用
語
は
本
書
の
中
で
は
そ
れ
ぞ
れ
シ
日
ｂ
昌
呉
さ
ロ
》
罰
印
①
８
○
口
と
記
載
さ

二
十
、

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
せ
ば
四
日
己
具
胃
庸
（
ア
ム
ピ
ュ
タ
シ
ー
）
、
君
①
鴨
昌
日
ロ
頤
（
ヴ
ェ
グ
ス
ネ
ー
デ
イ
ン
ク
）
で
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
レ
セ
ク
シ
ー
」
な
る
オ
ラ
ン
ダ
語
は
な
い
が
、
詞
①
い
①
ｇ
ざ
邑
を
オ
ラ
ン
ダ
語
風
に
発
音
し
「
レ
セ
ク
シ
ー
」
と
手
記
に

書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
医
学
館
で
は
ド
イ
ツ
語
の
書
を
使
用
し
な
が
ら
用
語
は
も
っ
ぱ
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
を
用
い
て
い
た
の
で
、
ぐ
○
口
目
．

二
十
一
、

き
め
．
⑦
詞
両
国
を
ホ
ン
フ
レ
ー
と
読
ん
だ
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
当
時
医
学
館
に
は
独
蘭
辞
典
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ド
イ
ツ

語
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
識
訳
さ
れ
た
の
ち
日
本
語
に
諦
訳
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
前
記
両
語
は
本
辞
典
お
よ
び
和
蘭
字
彙
の
い
ず

れ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
、
外
国
語
は
可
及
的
日
本
語
に
雛
訳
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
銃
訳
し
え
な
い
と
き
は
そ
の
発
音
に
従

っ
て
漢
字
を
あ
て
、
あ
る
い
は
か
た
か
な
で
書
か
れ
た
。
ま
た
識
訳
し
え
な
い
ド
イ
ツ
語
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
誠
訳
し
、
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
語

風
に
発
音
し
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

解
剖
の
見
学
者
が
一
般
開
業
医
で
あ
っ
た
こ
と
は
両
手
記
の
文
面
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
書
物
に
よ
り
人
体
の
構
造
を
知
っ

て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
加
賀
藩
の
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
が
金
沢
に
到
来
し
た
の
が
前
年
の
明
治
二
年
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
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前
は
模
型
す
ら
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
の
分
解
も
組
立
に
つ
い
て
の
説
明
な
い
し
は
解
説
を
う
け
た
者

は
、
当
時
医
学
館
に
在
籍
し
た
少
数
の
職
員
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
人
体
の
内
部
構
造
を
初
め
て
目
の
前
に
眺
坊
た
時
は
、
見
学
者
の
み
な

ら
ず
、
術
者
も
驚
異
の
目
を
み
は
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
様
子
は
第
二
の
手
記
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
驚
き
と
喜

び
、
な
ら
び
に
人
体
の
内
部
構
造
の
多
彩
な
色
に
目
を
み
は
っ
た
様
子
が
そ
の
行
間
に
に
じ
み
出
て
お
り
、
「
秘
府
珍
蔵
舞
鼎
瑚
理
物
物
」
あ

る
い
は
「
上
苑
天
萌
千
紅
万
紫
色
色
」
の
言
葉
に
よ
っ
て
も
伺
わ
れ
る
。

二
十
二
、

解
剖
の
順
序
は
文
中
に
明
ら
か
で
あ
る
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
九
月
九
日
よ
り
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
長
崎
に
お
け
る
ポ
ン

ペ
の
解
剖
は
、
第
一
日
は
腹
部
内
臓
、
第
一
百
は
神
経
、
血
管
、
第
三
日
は
脳
を
示
説
し
た
。
し
た
が
っ
て
加
賀
藩
の
人
体
解
剖
は
必
ず
し
も

ポ
ン
ペ
の
術
式
の
踏
襲
で
は
な
く
、
解
剖
し
や
す
い
順
に
解
剖
を
進
め
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
解
剖
に
は
一
ヶ
月
余
を
要
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
前
記
両
書
を
参
照
し
つ
つ
、
か
な
り
詳
し
い
解
剖
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
解
剖
図
と
し
て
は
両
書
の
図
を
参
考
に
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

二
十
三
、

兄
学
者
の
一
人
で
あ
る
浅
井
協
氏
は
、
医
師
並
薬
剤
師
名
簿
に
よ
れ
ば
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
生
で
あ
り
、
当
時
二
十
三
歳
で
あ
っ

二
十
三
、
二
十
四
、

た
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
既
に
金
沢
市
浅
野
新
町
で
内
科
を
開
業
し
て
い
た
。
翌
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
一
月
に
は
金
沢

二
十
五
、

市
横
安
江
町
七
十
七
番
地
に
居
住
し
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
の
金
沢
医
学
会
の
名
簿
に
も
同
住
所
に
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
。

稿
の
終
り
に
臨
み
、
本
稿
の
御
校
閲
、
御
助
言
を
賜
わ
っ
た
小
川
鼎
三
先
生
に
、
ま
た
史
料
、
文
献
に
関
し
て
御
教
示
下
さ
っ
た
稲
坂
謙

三
、
倉
知
与
志
、
津
田
進
三
、
中
尾
喜
保
、
芦
塚
隆
、
五
十
嵐
有
行
の
諸
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
、
金
子
治
郎
》
解
剖
に
就
て
の
懐
旧
犯
罪
学
雑
誌
第
三
巻
一
三
○
’
一
三
三
、
三
一
三
’
三
二
四
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
。

二
、
石
川
県
史
》
第
三
編
四
六
’
七
三
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
）
再
版
石
川
県
。

参
考
史
料
、
文
献
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二
十
一
、
ｚ
ｍ
ｈ
Ｐ
ｐ
門
困
》
ｚ
の
仁
①
、
胃
昌
印
呂
１
閏
。
云
口
日
の
呂
舟
君
胃
庸
『
冒
呂
．
障
餌
昌
凋
の
〕
屍
・
胃
ご
一
》
国
囚
凋
）
房
訊

二
十
二
、
小
川
鼎
三
“
明
治
前
日
本
解
剖
学
史
日
本
学
士
院
編
明
治
前
日
本
医
学
史
第
一
巻
二
二
六
’
一
三
九
一
九
五
五
日
本
学
術
振
興

会
東
京
お
よ
び
小
川
鼎
三
医
学
の
歴
史
一
六
六
’
一
七
○
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
中
央
公
論
社
東
京
。

二
十
三
、
石
川
県
衛
生
第
八
次
年
報
附
録
医
師
並
楽
剤
師
名
簿
十
一
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
二
月
石
川
県
。

十
七
、

十
八
、

十
九
、

二
十
、

二
十
一
、

二
十
二
、

十
三
、

十
四
、

十
五
、

十
六
、 三

、
加
賀
藩
史
料
基

四
、
検
使
方
勤
方
帳

五
、
黒
川
良
安
皐

六
、
松
田
壬
作
犀

七
、
石
川
孝
恭
犀

八
、
後
藤
新
平
閲
主

九
、
同
右
六
○
八
。

十
、
石
川
県
医
学
沿
サ

十
一
、
の
。
］
．
Ｐ
⑦
Ｐ
弓
国

十
二
、
］
．
Ｐ
蜀
隈
因
呼
国

石
川
県
医
学
沿
革

加
賀
藩
史
料
韓
藩

芦
塚
‐
隆
餉
私
信
。

桂
川
甫
周
一
和
蘭
字
彙
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
山
城
屋
佐
兵
衛
日
本
橋
。

鈴
木
文
太
郎
》
解
剖
術
式
手
訣
四
三
’
四
九
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
二
）
蒼
乢
堂
書
店
東
京
。

石
川
喜
直
“
人
体
解
剖
実
習
法
一
○
八
’
一
二
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
二
）
吐
鳳
堂
書
店
東
京
。

小
口
八
郎
叩
日
本
画
の
着
色
材
料
に
関
す
る
科
学
的
研
究
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
第
五
号
第
一
部
二
七
’
四
五
昭
和
四
十

四
年
（
一
九
六
九
）
お
よ
び
中
尾
喜
保
（
私
信
）
。

古
賀
十
二
郎
西
洋
医
学
伝
来
史
三
○
四
’
三
○
七
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
日
新
書
院
東
京
。

田
中
梅
吉
韓
総
合
詳
説
日
独
言
語
文
化
交
流
史
大
年
表
五
○
八
’
五
一
四
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
三
修
社
東
京
。

津
田
進
三
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

ご
芽
①
。
三
》
屋
、
つ

記
（
手
記
）
（
筆
者
、
年
月
不
詳
）
。

の
．
］
．
Ｐ
⑦
Ｐ
弓
圃
》
Ｐ
庁
盲
印
圃
匡
Ｒ
ｎ
三
国
員
四
の
巳
昂
ロ
シ
目
四
ｓ
目
』
①
匡
己
Ｑ
○
月
『
胃
ざ
口
の
一
ｇ
『
の
．
句
の
ａ
言
閏
己
同
国
表
①
く
国
富
四
国
Ｒ
盲
．
照
①
。
》
冨
邑
．

〕
．
Ｐ
．
蜀
胃
駒
、
恥
国
四
ご
皇
の
丘
言
、
８
庁
黒
堅
の
里
ョ
胃
飼
す
①
、
。
胃
】
旨
①
口
号
○
貝
房
の
ユ
盲
目
Ｑ
の
く
い
ロ
号
。
ｇ
の
。
の
。
言
弓
亀
①
ａ
の
号
宮
家
国
己
①
斎
日
四
》

末
篇
上
巻
下
巻
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
前
田
育
徳
会
。

検
使
方
勤
方
帳
（
写
本
）
（
筆
者
、
年
月
不
認
）
。

黒
川
良
安
“
先
祖
由
緒
井
一
類
附
帳
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
十
月
。

松
田
壬
作
》
先
祖
由
緒
井
一
類
附
帳
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
七
月
。

石
川
孝
恭
》
先
祖
由
緒
井
一
類
附
帳
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
十
月
。

後
藤
新
平
閲
如
飯
尾
次
郎
編
纂
帝
国
衛
生
法
令
六
○
七
’
六
○
八
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
丸
善
株
式
会
社
書
店
東
京
。
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二
十
四
、
会
員
交
名
簿
医
会
第
六
部

二
十
五
、
金
沢
医
学
会
会
報
第
一
号

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
一
月
。

九
十
二
金
沢
医
学
会
会
員
名
簿
（
明
治
四
十
三
年
一
月
三
十
一
日
調
）
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
三
月
。

（
金
沢
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
二
講
座
）
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○

後
述
す
る
理
由
に
よ
り
「
鵠
斎
遺
稿
詩
之
一
こ
の
方
が
「
鵠
斎
遺
稿
歌
之
一
」
よ
り
も
先
き
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

順
序
と
し
て
詩
編
の
方
を
先
き
に
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

「
競
斎
遺
稿
詩
之
二
」
は
和
綴
本
淡
胄
表
紙
一
三
・
五
×
一
五
・
五
。
四
十
三
葉
か
ら
成
り
、
一
葉
は
枠
付
き
の
十
行
の
罫
が
あ
り
、
版
心
に

も
っ
と
も
こ
の
二
冊
の
写
本
の
う
ち
、
題
策
の
下
部
に
『
詩
之
二
』
と
記
さ
れ
て
い
る
方
は
す
で
に
『
古
名
医
癖
詩
集
其
一
・
杉
田
玄
白

先
生
鵠
斎
遺
稿
』
と
題
し
て
大
正
三
年
一
月
か
ら
八
月
に
発
行
さ
れ
た
「
刀
圭
新
報
」
に
発
表
さ
れ
、
ま
た
昭
和
十
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
杉

田
玄
白
全
集
」
第
一
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
鶉
斎
日
録
」
に
そ
の
大
部
分
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

杉
田
玄
白
が
学
究
人
と
し
て
す
ぐ
れ
、
ま
た
臨
床
医
と
し
て
も
き
わ
め
て
多
忙
で
あ
っ
た
こ
と
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
趣
味
人

と
し
て
も
ま
た
相
当
造
詣
が
深
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
玄
白
の
日
記
、
随
筆
、
そ
の
他
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
私
は
北
里
医

学
図
書
館
所
蔵
の
「
鵡
斎
遺
稿
」
と
題
す
る
二
冊
の
写
本
に
よ
っ
て
玄
白
が
詠
ん
だ
詩
や
和
歌
を
紹
介
し
、
で
き
れ
ば
そ
れ
等
の
一
つ
一
つ
に

つ
い
て
注
解
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

』

「
鵲
斎
遺
稿
」
に
つ

○

い

て

(一）

大 鋸
幸
韮
唾
稚
轆
醍
令
毒
軒
錘
禮
昭
和
四
十
六
年
四
月
八
日
受
付

烏

閏
三
郎
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は
惜
陰
斎
と
刷
ら
れ
て
い
る
。
各
詩
篇
の
冒
頭
に
は
大
多
数
の
場
合
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
数
え
る
と
全
部
で
百
六
十
八
題

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し
同
一
題
で
何
首
も
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
等
の
も
の
は
い
つ
頃
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
詮
索
の
手
懸
り
と
な
っ
た
も
の
は
、
第
七
十
題
に
当
る
も
の
に
『
寛
政
三
九

月
三
日
海
笑
大
至
因
賦
』
と
あ
る
記
載
で
あ
っ
た
。
手
許
に
あ
る
「
杉
田
玄
白
全
集
」
に
載
っ
て
い
る
『
韻
斎
日
録
』
に
つ
い
て
見
る
と
こ
の

詩
は
寛
政
三
年
辛
亥
九
月
四
日
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
明
す
る
。
こ
れ
を
手
懸
り
と
し
て
調
べ
て
み
る
と
、
－
こ
の
詩
の
前
後
に
詠

ま
れ
て
『
鵲
斎
日
録
』
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
殆
ん
ど
す
べ
て
「
鶉
斎
遺
稿
詩
之
二
」
の
中
に
見
え
る
。
結
局
、
「
鶉
斎
遺
稿
詩
之
二
」
の

冒
頭
に
あ
る
『
生
隠
亭
讓
興
五
首
』
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
十
月
十
七
日
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
『
遺
稿
』
に
の
っ
て
い
る
最
後
の
詩
篇
八
月

「
既
望
投
清
曠
楼
以
詩
代
記
」
は
「
日
録
」
の
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
九
月
六
日
の
項
に
記
し
て
あ
る
。

た
だ
、
「
日
録
」
に
の
っ
て
い
る
最
終
の
詩
篇
『
帰
雁
』
は
同
聿
日
の
文
化
二
年
三
月
四
日
の
項
に
記
し
て
あ
り
、
「
遺
稿
」
記
載
の
最
終
詩
篇

と
「
日
録
」
に
収
載
の
最
終
の
詩
篇
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の
辺
の
こ
と
は
未
考
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
一
首
づ
っ
提
け
る
：

生
隠
亭
謁
興
五
首
。
⑪

池
亭
多
二
楽
事
重
二
興
在
一
園
林
屯
霜
葉
随
レ
簾
満
。
寒
花
映
し
水
深
。

科
頭
時
散
歩
。
擁
し
膝
或
微
吟
。
似
し
出
二
風
塵
外
毛
偏
能
生
二
隠
心
屯

愛
此
林
泉
裡
。
蒸
然
一
草
亭
。
弾
し
琴
人
莫
レ
聴
・
伏
し
枕
独
如
レ
醒
。
嶽

雪
当
し
恵
白
。
江
天
入
し
戸
青
。
興
来
供
二
濁
酒
印
応
し
勝
二
五
侯
鯖
や

自
棄
青
雲
志
。
偏
憐
物
外
情
。
虚
名
入
所
し
悪
・
多
病
俗
相
軽
。
止
レ

○

首
づ
つ
掲
げ
る
。
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『
日
録
』
の
同
年
十
月
廿
三
日
の
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
遠
州
峨
山
翁
は
未
考
。
因
に
『
日
録
』
に
は
『
寿
遠
州
磯
山
翁
七
十
』
と
あ
り
、

『
磯
山
』
は
『
峨
山
』
の
誤
り
、
欠
字
の
箇
所
は
『
上
』
を
い
れ
る
。

酒
交
遊
改
。
耽
し
書
感
慨
生
。
後
園
堪
レ
養
し
拙
・
一
任
鎖
二
柴
荊
→

睾
負
弾
冠
約
。
心
中
已
覚
レ
閑
。
偶
然
消
二
白
日
重
旦
別
買
二
青
山
宅
附

駿
非
二
吾
願
記
登
竜
無
二
意
筆
記
浮
名
終
可
レ
逃
・
唯
恥
住
二
人
間
や

人
間
長
閲
尽
。
漸
与
二
世
情
一
達
・
病
獺
常
高
し
枕
。
倦
遊
未
し
払
レ
衣
。

故
旧
交
多
変
。
行
蔵
老
益
非
。
何
年
掛
し
冠
去
。
深
掩
白
雲
扉
。

右
の
五
首
は
「
日
録
」
の
天
明
七
年
十
月
十
七
日
の
項
に
の
せ
て
あ
る
。
因
に
「
日
録
」
の
第
一
句
中
の
『
幽
興
』
は
『
豊
興
』
、
『
斜
頭
』

は
『
科
頭
』
で
あ
る
。

生
隠
亭
即
事

老
来
常
早
起
。
岸
噴
歩

魚
知
二
氷
薄
→
乾
草
見
二

『
日
録
』
同
年
十
月
廿
八

早
起
。
岸
噴
歩

○

賀
二
遠
州
峨
山
翁
七
十
寿
一
②

君
家
高
椅
上
池
隈
。
喜
客
相
逢
興
転
催
。
薬
圃
供
し
養
三
秀
草
。
寿

筵
頻
酔
九
霞
杯
。
河
流
水
暖
天
竜
下
。
巌
堅
雲
晴
霊
鳳
来
借
問
桑

田
為
し
海
日
。
仙
遊
何
所
且
俳
個
。

二
庭
陰
宛
畑
謁
含
二
寒
水
毛
朝
陽
上
二
樹
林
や
港

小
薄
→
乾
草
見
二
霜
深
壬
総
因
二
幽
意
榧
毛
爽
然
生
二
隠
心
や

同
年
十
月
廿
八
口
の
項
に
記
し
て
あ
る
。
玄
白
の
こ
の
頃
の
日
常
、
心
境
を
詠
ん
だ
も
の
。

3）
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漫
作
、

凶
年
已
飽
食
。
寒
夜
且
暖
衣
。
難
忘
主
恩
厚
。
子
孫
其
無
し
達
。

『
日
録
』
同
年
十
二
月
八
日
の
項
に
収
む
。

『
日
録
』
同
年
同
月
廿
二
日
の
項
に
収
む
。

蒼
松
篇
賀
一
糟
子
梁
六
十
一
⑥

蒼
松
千
尺
古
。
庭
際
緑
盈
々
・
勁
節
凌
レ
霜
固
。
秀
姿
含
レ
気
清
。
年
寒

無
一
改
色
→
風
過
有
一
一
余
一
尾
寿
席
君
看
取
、
偏
依
雨
露
盛
。

『
日
録
』
同
年
同
月
廿
五
日
の
項
に
収
む
。
糟
子
梁
は
未
考
。
因
に
『
日
録
』
に
『
畳
々
』
と
あ
る
の
は
『
盈
々
』
の
誤
り
。

感
嘆
頻
撫
。

『
日
録
』
同
年

賦
三
得
君
恩
如
一
雨
露
一
孝
一
村
山
君
一
側

君
恩
如
二
雨
籠
箆
此
語
尤
信
然
。
請
君
不
二
忘
却
→
応
し
不
し
下
二
先
賢
→

『
日
録
』
同
年
十
一
月
七
日
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
。
村
山
君
は
未
考
。

同
年
十
一
月
七
日
（

老
嬢
伏
し
権
。
志
有
一
千
国
完
烈
士
暮
年
。
壮
心
不
し
止
・
毎
対
二
唾
圭
黒

鉄
如
意
銘
⑥

偶
作

○ ○
(8)

（37）87



『
日
録
』
天
明
八
年
二
月
十
三
日
の
項
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
日
玄
白
は
宿
直
で
あ
っ
た
。
そ
の
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
亡
き
妻
ト
ェ
を
悼

む
詩
を
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
玄
白
の
妻
と
ゑ
は
こ
の
年
一
月
二
十
日
の
六
つ
時
頃
四
十
二
霞
で
死
ん
だ
。
玄
白
と
の
結
婚
生
活
は
十
六
年
、

と
ゑ
は
二
一
年
余
り
病
床
に
あ
っ
て
没
し
た
こ
と
が
こ
の
詩
に
よ
っ
て
分
る
。
尚
『
日
録
』
に
所
載
の
こ
の
詩
篇
中
の
欠
字
の
所
は
『
挙
』
で
あ

り
、
十
三
句
目
の
『
侵
』
は
『
浸
』
、
十
八
句
目
の
『
誤
』
は
『
恨
』
、
二
十
句
目
の
『
哀
々
恋
々
』
は
『
相
哀
相
悲
』
、
二
十
一
句
目
の
『
慨
』

り
、
十
三
句
目
の

は
『
呪
』
で
あ
る
。

天
子
不
し
得
し
臣
。
諸
侯
不
し
得
し
友
。
人
生
正
可
し
然
・
何
則
論
二
身
後
毛

『
日
録
』
同
年
同
月
九
日
の
項
に
収
載
。

悼
内
作
⑨

億
叶
汝
是
糟
糠
妻
。
事
我
挙
案
与
眉
斉
。
初
来
謹
慎
終
不
レ
改
。
十
有

六
年
能
隻
栖
。
何
事
一
朝
作
二
沈
洞
→
千
百
余
日
伏
枕
過
・
可
し
憐
半
死

歓
娯
少
。
可
し
憐
一
身
憂
苦
多
。
大
蛛
小
妹
持
凡
杖
。
箱
慰
相
助
珊

為
し
養
。
時
対
二
前
庭
一
看
二
花
開
や
繧
出
二
後
園
一
望
二
月
朗
圭
則
庭
後
園

風
雨
浸
。
忽
帰
二
夜
台
長
講
森
。
匡
中
書
草
余
二
手
沢
→
躰
頭
針
線
思
二

容
幸
昆
大
妹
解
し
情
呑
レ
声
突
。
小
妹
覚
眠
俟
探
し
衾
・
老
夫
対
し
之
両

難
し
忍
。
相
哀
相
悲
涙
不
レ
禁
。
起
向
二
空
房
一
侃
二
無
事
記
強
唱
当
日
白

容
幸
島

難
し
忍
。

頭
吟
。

○

（38） 88



『
日
録
』
同
年
四
月
十
六
日
の
項
に
載
っ
て
い
る
。
『
日
録
』
に
は
『
答
頼
子
果
竜
云
々
』
と
題
記
に
あ
る
が
、
『
遺
稿
』
に
記
さ
れ
て
い
る

所
と
は
異
な
る
。
ま
た
『
日
録
』
に
は
第
一
句
が
欠
け
て
い
る
。
『
日
録
』
中
の
第
一
句
中
の
欠
字
は
『
成
』
、
第
六
句
中
の
欠
字
は
『
越
』
、

第
七
句
中
の
欠
字
は
『
跡
』
、
第
九
句
中
の
欠
字
は
『
非
』
で
あ
る
。

盆
中
植
二
三
浦
松
一
⑪

雛
松
艤
寸
余
。
移
従
二
三
浦
一
得
。
不
し
関
白
雪
高
。
珊
含
芙
蓉
色
。

『
日
録
』
の
同
年
六
日
七
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
中
の
第
二
句
の
『
三
保
』
は
『
三
浦
』
で
あ
る
。

吾
傍
一
意
愈
幽
。

こ
の
詩
篇
は
『
日『日

答
糟
子
梁
⑩

親
朋
有
二
贈
詩
壬
句
々
成
一
一
感
傷
如
反
頤
少
壮
時
。
同
舎
且
竝
レ
跡
。
焚
し

魚
勧
二
禮
酒
記
説
レ
心
一
尽
し
膓
。
中
似
胡
与
越
・
官
跡
有
二
殊
方
や
日
月

漸
代
謝
。
復
幸
非
二
参
商
毛
交
情
錐
し
無
し
異
。
互
驚
隻
髻
霜
。
年
命
元

已
定
。
豈
結
憂
中
腸
。
名
利
終
可
し
廃
・
富
貴
難
し
為
し
常
。
君
遂
釆
薇

志
・
相
随
隠
二
首
陽
壬

「
ゴ
Ⅲ
川
〃
１
．
Ｎ
ｕ

夏
雲
遥
接
玉
川
流
・
水
緑
砂
明
空
翠
浮
・
両
岸
請
条
両
三
戸
。
能
遣
二

玉
川
作
⑫

録
』
に
は
載
っ
て
い
な
い
。

○○
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空
斎
暁
不
レ
眠
・
擁
し
褐
対
二
残
燈
→
隔
レ
戸
聞
二
過
雁
屯
凄
然
嘆
二
暮
年
屯

『
日
録
』
同
年
同
月
州
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
中
の
題
記
は
『
鴻
雁
来
』
と
あ
る
。

風
光
次
第
着
。

『
日
録
』
同
年
同

同
年
同

○

こ
の
つ
ぎ
に
『
遺
稿
』
に
は
大
槻
玄
沢
が
故
郷
へ
帰
る
の
を
送
る
長
詩
が
載
っ
て
い
る
が
、
『
日
録
』
に
は
見
え
て
い
な
い
。

送
三
大
子
煥
帰
二
看
一
関
一
⑱

奥
羽
両
州
半
二
天
下
記
嶮
峻
之
山
千
里
野
。
河
海
無
二
処
不
二
相
通
垂
城

邑
豪
族
連
二
大
直
記
間
道
人
物
出
二
於
效
→
就
中
卓
肇
知
是
誰
。
磐
井

恩
時
賜
夜
光
杯
。

『
日
録
』
同
年
八
月

同
年
八
月

に
ロ
ー
ノ
エ
ノ
ォ
オ
，
〃
Ｉ
Ｈ
ｕ

細
雨
無
声
秋
水
寒
。
扁
舟
遥
上
暮
雲
端
。
江
村
山
閣
連
レ
恵
出
。
両
岸

中
秋
公
宴
⑬

高
台
風
雨
気
雄
哉
。
無
し
調
中
秋
雲
不
レ
開
。
何
恨
月
明
天
上
晴
。
主

月
廿
一

聞
雁
⑮ 十

五
日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
中
に
は
『
席
上
作
』
と
題
記
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
ロ
Ⅲ
川

ユ
リ
手
ｊ
‐
て
卜
凧
即

品
川
舟
行
作

○

日
の
項
に
見
え
る
。
『
日
録
』
中
の
第
三
句
中
の
『
山
容
』
は
『
山
閣
』
。
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河
辺
大
子
煥
。
通
我
従
遊
年
幾
福
。
日
居
月
諸
将
二
五
歳
→
朝
論
二
太

玄
一
夕
問
し
奇
。
々
字
伝
得
出
し
藍
器
。
英
名
早
成
聞
二
一
時
記
諸
侯
邸

第
續
紳
宅
。
相
迎
相
逢
日
追
随
。
問
汝
何
為
故
郷
帰
。
汝
云
桑
梓
不
二

敢
違
勾
高
堂
隻
親
今
已
老
。
帰
省
欲
し
裁
五
彩
衣
。
正
知
彩
衣
兼
昼

錦
。
々
々
人
禰
古
来
稀
。
此
日
臨
レ
別
我
何
説
。
丈
夫
処
し
世
須
二
雄

飛
毛
自
レ
今
但
待
趨
レ
庭
後
。
再
遊
二
束
都
一
倍
二
光
輝
や

「
磐
水
年
譜
」
に
よ
れ
ば
天
明
七
年
秋
に
玄
沢
は
帰
郷
し
て
い
る
の
で
、
玄
白
の
こ
の
詩
は
こ
の
時
に
詠
ま
れ
た
も
の
か
。
「
日
録
」
の
天
明

七
年
九
月
廿
一
日
の
項
に
『
大
槻
玄
沢
発
足
』
と
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
詩
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
日
録
』
の

窺
』
で
あ
る
。 の

寒
雨
爺
条
一
望
遥

就
応
し
逢
隠
者
招
。

『
日
録
』
の
同
年
十
口

の
同
年
十
月

恵
頻
窺
待
二
天
明
毛

ｆ
ｆ
Ｏ

空
斎
何
処
送
二
鐘
一
見
眠
覚
凄
然
奈
二
老
生
や
耳
熱
瘡
痒
再
難
し
課
。
東

偶
作

天
明
八
年
九
月
十
日
の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
の
霊
は
『
空
斎
』
、
は
じ
め
の
欠
字
二
字
は
『
鐘
声
』
、
あ
と
の
欠
字
二
字
は
『
頻

二
十
一
日
の
項
に
あ
る
。

本
荘
作
⑱

一
望
遥
。
乗
し
閑
行
過
一
第
三
橋
。
丹
楓
翠
柏
蔭
二
江
水
屯
詩

○
1
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Ｊ

，

草
堂
高
臥
憂
為
し
漫
。
雨
雪
養
レ
痴
避
二
暮
寒
毛
忽
見
園
花
覆
二
砂
石
→

還
疑
柳
架
満
一
欄
干
誼
興
同
一
刻
曲
一
舟
何
在
。
歌
入
二
陽
春
一
和
己
難
。

莫
レ
笑
人
間
不
し
如
レ
意
・
泥
中
驍
馬
遍
一
長
安
宅

『
日
録
』
に
も
前
の
詩
句
に
続
い
て
戦
っ
て
い
る
。
『
日
録
』
の
第
三
句
の

又
別

紛
総
不
し
菅
。
新
年
高
臥
擬
一
衰
安
毛

『
日
録
』
の
酉
年
（
寛
政
元
年
）
一
円

の
酉
年
（
寛
政
二

月

屈
子
業
旧
居
有
害
斎
曽
約
二
与
余
『
詩
以
促
之
⑲

白
雲
君
厭
去
。
書
屋
鎖
幽
哉
。
懸
レ
濫
蜘
蛛
下
。
浸
し
恵
編
蝿
回
。
苔

膀
二
三
径
一
満
。
塵
接
二
四
隣
一
堆
。
早
使
二
偕
兄
住
む
長
無
二
猿
鶴
哀
や

『
日
録
』
の
同
年
十
一
月
廿
八
日
の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
の
第
四
句
の
『
侵
』
は
『
浸
』
。

学
し
人
今
夜
供
二
清
撰
←

空
房
設
し
牌
照
二
胄
燈
望
胆
尽
往
時
涙
眩
然
。
女
児
近
来
漸
解
レ
事
。

早
春
雪
剛

茅
楼
雨
雪
望
漫
々
・
筒
し
濫
披
襄
鶴
鼈
寒
。
春
動
瑞
花
開
二
樹
抄
毛
風

休
白
雁
下
二
江
干
垂
老
来
久
廃
刻
渓
興
。
病
起
叩
誇
鄙
調
難
。
世
上
粉

追
二
悼
内
人
一
四

○

六
日
の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
の
第
八
句
の
『
哀
』
は
『
童
』
。

『
霞
沙
石
』
は
『
覆
砂
石
』
、
第
七
句
に
（
霊
）
と
あ
る
の
は
不
要
。
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二
十
三
、
二
‐

つ
い
て
は
未
考
。

こ
の
詩
句
は
『
日
録
』
中
に
は
見
え
な
い
。
但
し

『
日
録
』
の
同
年
肘
日
の
項
に
「
廿
一
日
よ
り
今
日
に
至
、
炎
暑
如
焼
十
年
来
不
覚
所
。
」
と
あ
り
、
こ
の
詩
篇
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

『
日
録
』
の
同
年
一
月
廿
日
の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
中
の
第
一
句
に
（
護
）
と
あ
る
の
は
『
設
』
。

送
二
文
仲
一
㈱

芙
蓉
天
半
色
。
摘
得
贈
二
郎
君
心
帰
国
能
須
レ
見
。
其
如
二
鬼
嶽
幸
三

岐
蘇
十
三
駅
・
行
々
山
気
情
。
此
中
何
所
し
在
。
白
雲
似
二
我
情
→

十
三
、
二
十
四
の
両
句
と
も
『
日
録
』
の
同
年
六
月
廿
七
日
の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
の
第
一
句
に
あ
る
欠
字
は
『
色
』
、
文
仲
、
玄
深
に

詞
→
に
今
奉
穴
ｒ
に
ｍ
し
し

万
里
長
天
不
レ
見
レ
雲
。
軽
風
無
三
少
動
塵
氣
至
家
々
苦
熱
総
難
し
忍
。

阻
上
行
人
日
暮
群
。○

画
竜
鱗
鯛

古
今
霊
物
何
所
し
宗
。
有
し
麟
有
〉
鳳
又
有
し
竜
。
麟
骨
麟
号
死
二
西
狩
王

送
二
玄
深
一
四

１

苦
熱
日
閥

○
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鴻
恩
誰
又
不
し
生
し
春
。

こ
の
両
詩
篇
は
と
も
に

は
と
も
に

鳳
今
風
号
再
難
し
逢
・
竜
中
神
竜
無
二
比
肩
一
千
変
万
化
一
自
便
。
揺
レ

麹
奮
レ
羽
秋
降
し
水
。
升
し
虚
凌
し
冥
春
登
レ
天
。
鱗
々
直
次
八
十
一
・
五

彩
九
色
望
燦
然
。
費
子
竹
杖
飛
二
肢
上
箒
田
家
宝
剣
潜
二
深
淵
毛
化
し
魚

誤
鰐
予
且
射
・
学
し
屠
徒
老
漫
伴
賢
。
五
花
樹
林
得
し
食
集
。
千
金
方

法
承
し
恩
伝
。
由
来
霊
怪
不
し
可
し
極
。
寛
政
改
元
己
酉
年
。
上
毛
州
中

厩
橋
北
。
馳
レ
風
駿
レ
雨
起
二
雲
煙
毛
謂
是
此
物
躍
々
過
。
処
村
落
皆

所
し
破
。
此
時
誰
操
頷
下
珠
。
雨
収
驚
見
髻
毛
随
・
常
福
上
人
得
二
一

鱗
毛
携
去
向
し
人
示
二
其
真
毛
可
レ
観
元
非
二
池
中
物
毛
最
恐
難
し
及
綱

与
レ
倫
。
縦
不
レ
似
二
張
僧
誘
画
宅
漫
学
二
葉
公
一
為
二
家
珍
毛

『
日
録
』
同
年
八
月
十
八
日
の
項
に
あ
る
、
『
日
録
』
第
二
十
句
の
『
過
雨
』
は
『
艘
雨
』
、
第
二
十
四
句
の
『
毒
毛
堕
』
は
『
髻
毛
随
』
。

高
堂
賜
レ
宴
共
相
親
。
月
色
空
濠
雨
露
新
。
莫
下
向
二
今
宵
一
動
中
秋
田
獄

高
堂
賞
し
月
々
何
懸
・
月
色
隠
し
天
々
暗
然
。
烏
鵲
閑
栖
庭
際
樹
。
驍

竜
眠
熟
岸
辺
淵
。
金
榑
半
夜
連
二
銀
燭
毛
彩
菊
清
秋
映
二
綺
筵
弔
不
レ
羨

南
楼
当
日
興
。
恩
領
玉
酷
小
臣
伝
。

『
日
録
』
の
同
年
八
月
廿
三
日
の
項
に
あ
る
。

送
下
糟
子
梁
奉
二
使
勢
南
一
兼
之
中
故
郷
上
剛

同

(28）

中
秋
無
い
月
侍
レ
宴
伽
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紹
向
二
郷
田
尭
親
朋
応
し
説
買
臣
回
。

『
日
録
』
同
年
同
月
肘
日
の
項
に
あ
う

同
年
同
月
舟
日
の
項
に
あ
る

応
し
作
一
主
詳
看
師

『
日
録
』
同
年
同
月

同
年
同
月

こ
の
両
日
は
と
も
に
『
日
録
』
の
同
年
九
月
十
一
日
の
項
に
あ
る
。

送
壹
覚
端
帰
郷
省
二
祝
大
人
病
『
㈱

思
親
千
里
向
二
雲
端
宅
此
去
何
論
行
路
難
。
間
道
郷
関
氷
雪
早
。
帰
時

平
台
九
日
酔
流
霞
。
翠
柏
丹
楓
返
景
斜
。
余
興
好
将
黄
菊
酒
・
移
二
来

誰
是
孟
参
軍
。又

○

九
日
我
世
子
宴
二
山
壮
一
有
し
故
不
得
し
陪
賦
レ

之
奉
し
呈
二
座
右
一
刈

満
林
楓
葉
望
紛
々
・
緑
酒
黄
花
更
酔
レ
君
。
借
問
山
亭
高
会
所
。
風
流

神
州
一
望
気
殊
雄
。
使
者
乗
し
秋
発
二
海
東
司
自
槐
老
恥
臨
レ
別
語
。
人

称
王
式
調
し
討
風
。
興
来
好
宿
明
星
店
。
奉
命
遥
朝
天
照
宮
。
行
突
回

秋
色
一
及
一
陶
家
歪

。
糟
子
梁
は
未
考
。

廿
四
日
の
項
に
あ
る
。
第
四
句
の
『
祥
看
』
は
『
詳
看
』
。

陪
一
永
雲
亭
一
綱

(31)
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盆
松
㈹

愛
此
盆
中
樹
。
仙
郎
手
自
載
。
歳
寒
不
し
改
レ
色
。
烟
霞
坐
堪
レ
催
。

丁
子
繧
通
夢
。
孫
家
未
し
成
し
材
。
願
長
凌
雲
気
。
竜
鱗
一
自
開
。

『
日
録
』
同
年
十
月
三
日
の
項
に
あ
る
。

世
子
耽
二
幽
趣
毛
開
レ
亭
賜
酒
杯
毛
閑
雲
当
レ
濫
出
。
秋
水
傍
し
筵
廻
。
日

落
丹
楓
映
。
天
寒
白
雁
来
。
酔
中
争
レ
賦
客
。
名
目
梁
園
才
。

『
日
録
』
同
年
同
月
廿
八
日
の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
の
第
四
句
の
『
傍
離
』
は
『
傍
筵
』
。

又
へ

黄
花
紛
々
帯
し
雨
開
。

不
し
羨
陶
家
載
レ
酒
来
。

こ
の
両
句
は
と
も
に
司『
日 鯛

無
二
人
不
し
欲
二
奪
頭
華
覇

灌
才
毛
６

棚
分
斉
走
五
騒
驍
。
回
し
轡
離
し
身
争
二
打
毬
斐
〈
向
二
科
門
一
恐
相
失
。

観
打
毬

謂
是
風
流
楚
客
餐
。

陪
レ
宴
高
堂
雨
色
寒
。
一
憐
黄
菊
発
二
秋
閾
壬
落
英
摘
得
供
二
杯
酒
勾

陪
レ
宴
席
上
作
剛

○

録
』

7） 清
香
深
処
幾
脚
し
盃
。

の
同
年
同
月
廿
九
日
の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
に
第
三
句
を
『
落
莫
』
と
あ
る
の
は
『
落
英
』
。

主
恩
最
喜
青
樽
満
。
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第
三
十
七
篇
は
『
日
録
』

偶
作
例

ｆ
ｆ
６

先
生
茅
屋
隔
紅
塵
。
秋
去
園
林
望
又
新
。
風
落
垂
楊
当
レ
濫
乱
。
霜

深
残
菊
傍
し
離
親
。
誰
憐
疎
獺
好
達
し
俗
。
自
槐
虚
名
動
怪
し
人
。

多
病
殊
由
レ
恐
二
寒
威
一
偶
然
迎
レ
客
著
二
倫
巾
毛

『
日
録
』
同
年
同
月
十
七
日
の
項
に
あ
る
。
玄
白
は
こ
の
日
宿
直
で
あ
っ
た
。

陪
二
世
子
一
遊
二
長
松
院
一
鯛

江
城
十
月
訪
二
竜
宮
→
詞
客
相
携
車
馬
同
。
木
落
疎
鐘
伝
二
万
鑿
一
風

高
清
楚
入
二
層
空
毛
地
近
二
色
界
一
炊
烟
白
。
海
接
二
諸
天
一
夕
照
紅
。
乗
し

興
須
レ
談
玄
理
妙
。
傲
然
振
レ
蘆
対
二
林
公
毛

『
日
録
』
同
年
同
月
廿
八
日
の
項
に
あ
る
。

東
岸
放
舟
去
。
行
尋
野
老
家
。
霜
深
橘
榿
樹
。
風
散
荻
蘆
花
。
迎
レ

客
童
炊
レ
黍
。
見
レ
難
嘔
績
レ
麻
。
幽
情
無
し
限
好
。
不
覚
夕
陽
斜
。

『
日
録
』
同
年
同
月
附
日
の
項
に
あ
る
。

○

冬
至
前
一
日
侍
二
世
子
一
い

梁
円
賓
客
本
彬
々
。
此
夕
相
迎
賜
レ
酒
新
。
授
レ
簡
風
雲
催
二
白
手
完

過
二
大
杉
村
田
家
一
㈹

７

に
は
同
年
十
一
月
四
日
の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
の
第
三
句
に
『
斜
門
』
と
あ
る
の
は
『
科
門
』
。
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『
日
録
』
同
年
同
月
廿
二
一
日
の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
所
載
の
第
四
十
四
題
第
四
句
中
の
『
瓜
』
は
『
爪
』
。

『
日
録
』
同
年
同
月
廿
一
一
日
の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
の
第
四
句
に
あ
る
『
皓
』
は
『
酷
』
。

冬
日
観
水
亭
避
暑
図
限
灰
韻
側

道
観
相
値
意
幽
哉
。
昼
裡
乾
坤
四
壁
開
。
岸
噴
同
臨
雲
樹
座
。
浮

爪
長
向
二
水
亭
一
廻
。
寛
屏
隔
所
凌
レ
寒
色
。
雪
濫
偏
疑
避
暑
来
。

然
有
二
君
家
為
二
異
術
宅
誰
知
伏
臘
一
時
催
。

『
日
録
』
同
年
同
月
廿
一
［

登
二
吉
祥
閣
一

日

含
し
杯
天
地
似
二
青
春
印
綾
知
密
室
飛
灰
動
。
半

値
二
明
朝
一
陽
至
や
揮
毫
同
作
二
和
歌
人
→

『
日
録
』
の
同
年
十
一
月
十
一
日
の
項
に
あ
る
。

酔
後
作
卿(42且』

一

未

雪
裡
誰
図
避
暑
台
。
漱
レ
石
」

日
。
応
為
二
仙
翁
一
吐
レ
火
来
。

漱
レ
石
枕

然
総
作
二
月
中
一
見

吉
祥
高
閣
秀
雲
端
。
日
暮
登
臨
積
雪
寒
。
下
界
楼
台
三
十
万
。
酷

態
願
愚
直
子
孫
栄
。

世
人
生
し
子
祈
二
聡
明
屯
蘇
子
聡
明
誤
二
一
生
毛
余
亦
為
し
之
多
所
し
誤
・

同
怖

レ
流
幾
含
し
杯
。
酔
人
不
し
識
三
冬

の
項
に
あ
る
。
『
日
録
』
の
第
二
句
に
あ
る
『
痴
子
』
は
『
蘇
子
』
。

(43）

増
深
宮
功
線
新
。
好

『
日
録
』
の
第
二
一
句
に
あ
る
『
援
』
は
『
授
』
、
第
六
句
に
あ
る
『
巧
弥
』
は
『
功
線
』
。
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山
子
書
斎
隔
し
世
情
。
相
逢
抄
歳
共
相
親
。
江
湖
春
近
烟
霞
動
。
丘

堅
寒
高
氷
雪
新
。
玉
椀
頻
傾
耽
レ
酒
客
。
彩
筆
争
映
賦
レ
詩
人
。
亡

論
天
上
聚
星
事
。
此
地
従
来
徳
有
し
都
。

『
日
録
』
の
同
年
十
二
月
十
三
日
の
項
に
見
え
る
。

父
弘

〆
滝
奎
司
引
か
．
別
〃

燈
火
害
思

相

0

燈
前
独
座
思
凄
然
。

今
屈
し
指
半
帰
し
泉
。

『
日
録
』
の
同
年
同
月

の
同
年
同
月

『
日
録
』
の
同
年
同
月
廿
一
日
の
項
に
あ
る
。

歳
暮
徳
郷
堂
集
㈱

山
子
書
斎
隔
し
世
情
。
相
逢
抄
歳
共
相
舘

堅
寒
高
氷
雪
新
。
玉
椀
頻
傾
耽
レ
酒
客
。

論
天
上
聚
星
事
。
此
地
従
来
徳
有
し
都
。

圭

逢
集

驚㈱
共

相
親

衰
一0

歳
暮
有
感

窮
陰
維
厳
節
。
琳
標

十
九
出
初
仕
。
幸
値

君
未
二
曽
報
酬
→
今
症

子児
同
日
の
項
に
あ
る
。

仙

琳
標
北
風
吹
。
中
夜
何
難
し
寝
。
心
中
多
一
取
田
尭

幸
値
太
平
時
。
晏
然
養
一
拙
婦
毛
無
事
育
｝
一
豚
児
毛

今
年
又
如
し
之
。
懐
慨
志
無
し
改
。
如
割
何
筋
骨

○

１ ４
形
影
相
憐
奈
二
暮
年
や
嵯
爾
風
流
旧
知
己
。
当

8）

（
未
完
）
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Ｉ
序
言

蝦
夷
地
つ
ま
り
現
在
の
北
海
道
に
お
け
る
疫
属
の
流
行
史
に
関
し
て
は
末
だ
ま
と
ま
っ
た
報
告
が
な
い
。

（
１
４
）
１
１
（
ｑ
Ｊ
）

た
だ
わ
ず
か
に
痘
瘡
の
流
行
史
の
み
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
な
が
ら
も
二
・
三
の
研
究
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
痘
瘡
が
ア
イ
ヌ
民
族
衰

亡
の
一
要
因
で
あ
り
、
安
政
年
間
の
江
戸
幕
府
に
よ
る
桑
田
立
斎
ら
に
よ
る
ア
イ
ヌ
の
強
制
種
痘
施
行
の
誘
因
と
な
っ
た
こ
と
と
相
俟
っ
て
ロ

（
５
）
Ｉ
（
８
）

シ
ァ
で
種
痘
法
を
学
ん
だ
中
川
五
郎
治
が
文
政
年
度
に
松
前
地
方
で
種
痘
を
施
行
し
た
と
い
う
本
邦
医
学
史
上
極
め
て
注
目
す
べ
き
事
蹟
が
背

Ｉ
序
言

Ⅱ
明
治
前
北
海
道
疾
病
史

１
痘
瘡
の
流
行

２
痘
疫
以
外
の
疫
属
流
行

３
飢
鐘
と
疫
属
流
行

４
鳥
獣
の
疫
属
流
行

明
治
前
北
海
道
疾
病
史
うぐ

Ⅲ
蝦
夷
地
越
冬
兵
と
壊
血
病

１
蝦
夷
地
越
冬
兵
と
「
蝦
夷
地
誹
請
歌
仙
」

２
諸
藩
越
冬
兵
と
陣
残
者

３
本
症
の
名
称
と
原
因

４
本
症
の
症
状
と
治
療
法

５
日
本
に
お
け
る
壊
血
病

Ⅳ
結
語

日
本
医
史
学
維
誌
・
第
十
七
巻

第
二
号
・
昭
和
四
十
六
年
六
月

松
木
明
知

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
受
付
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１
粍
凹
祠
規
α
』
〃
タ
イ

疫
病
の
流
行
に
つ
い
て
見
る
と
や
は
り
痘
瘡
の
流
行
が
最
も
多
い
。
痘
瘡
の
名
が
初
め
て
蝦
夷
地
関
係
の
史
乗
に
披
見
さ
れ
る
の
は
寛
永
元

年
（
一
六
二
四
）
で
あ
っ
た
が
、
以
後
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
、
一
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
、
安
永
八
・
九
年
（
一
七

七
九
・
八
○
）
、
寛
政
十
・
十
一
年
（
一
七
九
八
・
九
）
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
、
文
化
二
・
三
年
（
一
八
○
五
・
六
）
、
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
、

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
、
文
政
元
・
二
年
（
一
八
一
八
・
九
）
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
六
）
、

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
と
計
十
六
回
の
椙
獺
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
蛇
）

寛
永
元
年
以
前
の
痘
瘡
の
流
行
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
に
は
大
風
飢
鐘
が
あ
っ
て
「
人
死
者
甚
多
実
」
と
記

（
皿
）

録
さ
れ
て
疫
病
の
発
生
も
考
え
ら
れ
、
文
明
二
一
年
（
一
四
七
一
）
に
は
「
疫
疾
」
の
た
め
病
死
し
た
ア
イ
ヌ
が
多
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

咽
）高

倉
新
一
郎
博
士
は
こ
の
疫
疾
が
痘
瘡
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
が
こ
の
記
載
の
み
で
痘
瘡
の
流
行
と

断
定
す
る
の
は
い
さ
さ
か
早
計
で
あ
ろ
う
。

景
に
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。

筆
者
は
蝦
夷
地
に
お
け
る
疫
痩
の
流
行
を
諸
種
の
史
料
か
ら
抄
出
し
た
が
、
単
に
人
の
疫
病
流
行
ば
か
り
で
は
な
く
鳥
獣
間
の
流
行
に
つ
い

て
も
抄
出
し
た
。
例
え
ば
文
政
元
年
の
江
差
に
お
け
る
犬
に
関
す
る
記
事
は
東
漸
し
て
き
た
狂
犬
病
が
津
軽
海
峡
を
渡
っ
て
松
前
地
方
に
入
っ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
９
）
Ｉ
（
、
）

従
来
の
疫
史
は
や
や
も
す
れ
ば
編
年
史
的
に
中
央
に
お
け
る
疫
病
の
流
行
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
疫
史
で
あ
る
か
ら
に

は
疫
病
の
伝
播
問
題
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
各
地
方
に
お
け
る
疫
史
を
分
明
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

草
し
た
も
の
で
日
本
疫
病
史
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ

北
海
道
疫
瘡
史

痘
瘡
の
流
行
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２
痘
瘡
以
外
の
疫
瘡
流
行

痘
瘡
以
外
の
疫
窟
と
し
て
享
保
十
八
年
（
一
七
一
二
一
）
の
風
邪
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
麻
疹
の
流
行
が
知
ら

れ
る
。
い
ず
れ
も
全
国
的
な
流
行
を
見
た
も
の
で
蝦
夷
地
と
い
え
ど
も
そ
れ
を
免
れ
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
麻
疹
の
流
行
は
本
州
に
比
し
て
少

（
配
）

な
か
っ
た
よ
う
で
、
大
内
余
庵
も
「
夷
地
に
裳
瘡
は
行
は
る
け
れ
ど
も
麻
疹
の
こ
と
は
い
ま
だ
聞
か
ず
」
と
安
政
年
度
に
記
し
て
い
る
。

（
釦
）
（
虹
）

風
邪
つ
ま
り
流
行
性
感
冒
に
つ
い
て
は
津
軽
地
方
だ
け
で
も
江
戸
時
代
に
十
数
度
の
流
行
が
知
ら
れ
て
い
る
が
蕊
こ
れ
に
比
較
し
て
蝦
夷
地

長
崎
か
ら
の
帰
途
薪
水
補
給
の
た
め
ノ
シ
ャ
ッ
プ
岬
に
寄
港
し
た
レ
ザ
ノ
フ
ー
行
の
中
に
痘
瘡
患
者
が
お
り
、
こ
れ
か
ら
宗
谷
地
方
の
ア
イ

（
略
）

ヌ
に
蔓
延
し
、
さ
ら
に
翌
文
化
三
一
年
に
は
利
尻
、
礼
文
の
ア
イ
ヌ
に
ま
で
伝
染
し
た
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
津
軽
藩
士
山
崎
半
蔵
の
「
宗
谷
詰
合

日
記
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
痘
瘡
は
船
舶
に
よ
っ
て
直
接
長
崎
か
ら
斎
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

痘
瘡
流
行
の
大
部
分
は
当
時
人
口
の
稠
密
だ
っ
た
松
前
地
方
よ
り
ア
イ
ヌ
の
多
く
居
住
す
る
各
場
所
に
頻
発
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
兜Ｊ

ろ
う
。
そ
し
て
一
日
一
こ
れ
が
発
生
す
る
や
ア
イ
ヌ
は
山
中
に
遁
走
し
た
が
た
め
却
っ
て
飢
餓
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
者
が
少
く
な
か
っ
た
こ
と
は

く

（
焔
）
（
Ⅳ
）
（
肥
）

最
上
徳
内
や
松
田
伝
十
郎
ら
の
記
録
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
そ
し
て
安
政
二
年
の
「
仙
北
屋
履
歴
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
山
中
に
遁
走
し

た
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
は
医
師
の
派
遣
よ
り
む
し
ろ
食
料
の
補
給
が
先
決
問
題
で
あ
っ
た
。

味
深
い
例
で
あ
る
。

え

た
□

（
Ｍ
）筆

者
の
調
査
で
は
、
津
軽
海
峡
を
隔
て
た
津
軽
地
方
で
も
元
亀
四
年
（
一
五
七
二
一
）
に
す
で
に
痘
瘡
の
椙
獄
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

当
時
津
軽
と
繁
鎖
な
交
通
の
あ
っ
た
蝦
夷
地
に
も
こ
の
こ
ろ
伝
播
し
て
い
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

十
数
度
に
わ
た
る
流
行
の
中
で
も
安
永
八
・
九
年
の
流
行
は
西
蝦
夷
地
石
狩
一
帯
に
蔓
延
し
留
萠
以
北
に
ま
で
及
び
病
死
者
六
百
余
名
を
数

文
化
二
年
の
天
塩
地
方
の
流
行
は
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
五
○
九
名
の
死
者
を
算
し
て
い
る
が
次
に
記
す
如
く
疫
学
上
非
常
に
興
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蝦
夷
地
に
お
け
る
飢
漣
で
古
記
録
に
散
几
す
る
の
は
応
仁
二
年
（
一
四
ハ
八
）
を
噴
矢
と
し
て
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
、
延
宝
八
年
（
一
六
八

○
）
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
、
同
十
五
年
（
一
七
○
二
）
、
宝
十
五
年
（
一
七
五
五
）
、
天
明
三
・
四
年
（
一
七
八
三
・
四
）
と
続
い
た
が
、
と
く
に

ア
イ
ヌ
の
飢
鯉
と
し
て
は
寛
保
八
・
九
年
（
一
七
四
八
・
九
）
に
鮭
の
不
漁
で
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
に
は
鹿
の
不
猟
で
多
数
の
餓
死
者
を

算
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
右
の
諸
飢
鐘
と
直
接
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
疫
属
の
流
行
は
筆
者
の
調
査
で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
間
接
的
に
は
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

４
鳥
獣
の
疫
瘡

鷹
は
桃
山
時
代
以
来
松
前
領
の
特
産
で
あ
っ
た
。
と
く
に
そ
れ
を
豊
臣
秀
吉
に
献
上
し
て
好
評
を
得
て
か
ら
こ
の
傾
向
が
著
る
し
く
な
り
、

松
前
藩
は
朧
を
捕
獲
し
て
他
藩
に
売
却
し
、
そ
の
売
却
高
が
一
ヶ
年
で
三
千
両
に
も
達
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
贋
の
疫
病
に
つ
い
て

に
お
け
る
流
行
は
わ
ず
か
二
度
と
極
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に
亭
保
十
八
年
の
流
行
は
全
国
的
な
規
模
で
津
軽
に
お
い

て
は
深
山
の
猿
ま
で
咳
を
煩
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
流
行
病
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
以
外
に
も
諸
種
の
疫
病
の
流
行
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
と
く
に
当
時
ア
イ
ヌ
が
蛾
も
恐
れ
た
痘
瘡
の
流
行
が

比
較
的
多
く
の
記
録
に
留
め
ら
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
一
日
一
痘
瘡
が
椙
祇
を
極
め
る
や
ア
イ
ヌ
が
病
残
し
あ
る
い
は
又
山
中
に
遁
走

し
て
労
働
力
の
不
足
を
招
ね
き
、
こ
れ
が
漁
獲
高
、
狩
猟
高
の
激
減
と
な
っ
て
和
人
が
非
常
に
困
窮
し
た
こ
と
に
も
拠
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と

も
ア
イ
ヌ
が
文
字
を
有
し
て
記
録
を
遺
し
た
な
ら
ば
さ
ら
に
詳
細
な
点
ま
で
も
判
明
し
た
で
あ
ろ
う
。

し
て
い
る
の
が
要
因
で
あ
ろ
う
。

３
飢
隆
と
疫
腐
流
行

従
来
か
ら
飢
謹
に
際
し
て
し
ば
し
ば
疫
瘤
が
流
行
す
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
栄
養
不
良
の
た
め
疾
病
に
対
す
る
抵
抗
力
が
極
度
に
低
下

（
四
）

（53）103



集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

元
和
二
年
（
一
六
二
六
）
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
と
再
度
に
わ
た
っ
て
大
流
行
が
見
ら
れ
た
が
宝
暦
年
度
以
後
は
乱
獲
の
た
め
そ
の
数
が

極
め
て
少
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
大
流
行
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
江
差
に
お
け
る
狗
犬
の
記
事
は
恐
ら
く
狂
犬
病
を
示
唆
す
る
も
の
と
見
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

古
記
録
に
徴
し
て
も
こ
れ
以
前
に
狂
犬
病
が
蝦
夷
地
に
侵
入
し
た
と
い
う
確
証
は
な
く
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
蝦
夷
地
に
お
け
る
最
初
の
狂
犬

病
の
発
生
を
示
す
例
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
文
久
年
間
に
も
松
前
、
函
館
で
「
犬
疫
」
が
流
行
し
た
。

（
鋼
）

し
か
し
海
峡
一
つ
隔
て
た
津
軽
地
方
に
は
す
で
に
享
保
年
間
に
狂
犬
病
が
西
国
か
ら
伝
播
し
て
い
た
か
ら
あ
る
い
は
文
政
年
度
以
前
に
蝦
夷

地
に
伝
わ
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ず
、
む
し
ろ
こ
の
方
が
よ
り
可
能
性
が
強
い
と
言
え
よ
う
。

享
保
年
間
の
狂
犬
病
の
流
行
（
人
の
）
は
全
国
的
な
も
の
と
推
定
さ
れ
こ
れ
を
契
機
と
し
て
元
文
元
年
（
一
七
二
六
）
野
呂
元
丈
が
口
本
で
最

初
の
狂
犬
病
に
関
す
る
成
聿
目
「
狂
犬
咬
傷
治
方
」
を
刊
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
蝦
夷
地
に
お
け
る
狂
犬
病
に
関
し
て
は
さ
ら
に
新
し
い
資
料
の

出
現
を
俟
ち
た
い
。

Ⅲ
蝦
夷
地
越
冬
兵
と
壊
血
病

１
蝦
夷
地
越
冬
兵
と
蝦
夷
地
「
誹
詰
歌
仙
」

江
戸
時
代
も
後
期
の
文
化
年
間
に
至
り
北
辺
の
事
情
が
緊
迫
の
度
を
増
す
や
、
江
戸
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
津
軽
、
南
部
両
藩
を
主
と
す
る
東

北
諸
藩
は
松
前
及
び
蝦
夷
地
に
出
兵
し
て
警
備
の
仔
に
着
い
た
。
し
か
し
宗
谷
、
利
尻
、
択
捉
、
国
後
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
奥
蝦
夷
地
に
越
冬
し

た
守
備
兵
が
得
体
の
知
れ
ぬ
疾
病
の
た
め
多
数
陣
段
す
る
と
い
う
非
惨
な
事
件
が
あ
っ
た
。

当
時
蝦
夷
地
に
越
冬
す
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
を
極
め
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
は
想
像
す
ら
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ

の
記
載
が
蝦
夷
地
の
史
料
に
散
見
す
る
。
す
な
わ
ち
疫
属
が
流
行
す
る
と
鷹
が
激
減
し
て
捕
獲
数
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
た
め
注
目
を
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（
調
）

箱
館
奉
行
羽
太
正
養
の
句
集
「
蝦
夷
地
誹
譜
歌
仙
」
の
最
後
の
句
に
「
無
事
を
歓
ぶ
越
年
の
春
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

句
集
の
編
者
で
あ
り
、
択
捉
場
所
に
も
在
勤
し
た
経
験
を
有
す
る
御
雇
医
師
愛
松
軒
新
楽
閑
里
は
こ
の
句
に
註
し
て
「
夷
地
に
行
人
は
越
年

す
る
こ
と
を
恐
れ
る
な
り
。
冬
春
は
中
々
寒
気
凌
ぎ
か
た
く
、
害
ぱ
会
所
へ
日
用
油
受
取
に
行
に
か
ら
手
に
て
行
な
り
。
油
受
取
り
し
と
き
縄

に
結
び
帰
る
な
り
。
蝋
燭
の
如
し
。
伽
羅
の
油
の
如
く
東
つ
く
。
年
を
越
と
相
互
に
蘇
生
し
た
る
思
を
な
す
な
り
」
と
記
し
て
、
寒
気
の
極
め

て
甚
し
く
、
従
っ
て
無
享
年
を
越
し
得
た
際
の
喜
び
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
蝦
夷
地
で
の

越
冬
が
い
か
に
難
渋
で
あ
っ
た
か
が
十
分
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

２
諸
藩
越
冬
兵
と
陣
没
者

文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
八
月
津
軽
・
南
部
両
藩
に
初
め
て
越
冬
の
命
が
下
さ
れ
両
藩
合
せ
て
約
六
○
名
の
兵
が
択
捉
島
に
渡
っ
た
。
し
か

（
型
）
（
弱
）

し
津
軽
藩
士
山
崎
半
蔵
の
手
記
に
よ
れ
ば
翌
二
年
の
春
ま
で
に
生
存
し
得
た
兵
士
は
五
十
一
名
中
わ
ず
か
九
名
と
伝
え
、
「
津
軽
歴
代
記
類
」
に

は
津
軽
藩
兵
三
十
名
の
中
十
一
名
が
死
亡
し
、
残
る
者
も
廃
疾
同
様
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
文
化
五
年
の
条
に
は
津
軽
藩
越
冬
兵
二
百

五
十
名
の
中
実
に
二
九
が
本
症
そ
の
他
で
死
亡
し
た
。
南
部
藩
兵
に
つ
い
て
は
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
か
ら
五
年
に
か
け
て
国
後
や
択
捉

に
駐
屯
し
た
兵
士
の
中
六
八
名
、
ま
た
会
津
兵
に
つ
い
て
は
宗
谷
警
備
の
任
に
着
い
た
兵
士
の
内
五
十
余
名
が
陣
残
し
、
同
じ
く
国
後
、
択
捉

方
面
の
仙
台
藩
士
六
十
余
人
も
本
症
で
整
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
多
数
の
死
者
を
数
え
た
こ
と
、
こ
れ
に
加
う
る
に
財
政
的
困
難
の
理
由
で
箱
館
奉
行
服
部
定
勝
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
津

軽
・
南
部
に
よ
る
奥
蝦
夷
地
の
越
冬
兵
に
よ
る
守
備
の
免
除
を
幕
府
に
申
し
出
て
許
可
さ
れ
た
。

（
妬
）

こ
れ
以
降
冬
期
に
は
奥
蝦
夷
地
に
越
冬
す
る
こ
と
が
な
く
、
松
前
領
及
び
そ
の
近
辺
に
駐
屯
し
た
が
、
例
え
ば
安
政
年
度
に
増
毛
に
越
冬
し

た
秋
田
藩
兵
の
中
七
十
余
名
が
陣
残
し
て
お
り
全
く
本
症
の
発
生
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

た
0
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根
が
著
効
を
顕
す
と
し
た
。

本
症
の
原
因
と
し
て
「
火
毒
説
」
と
「
野
菜
欠
乏
説
」
と
が
考
え
ら
れ
た
。
「
火
毒
説
」
と
は
暖
房
に
際
し
て
炭
火
に
脚
を
暖
め
る
た
め
脚

（
型
）

の
浮
腫
を
来
た
し
遂
に
死
亡
す
る
に
至
る
と
い
う
最
上
徳
内
の
説
で
、
徳
内
は
津
軽
藩
兵
を
用
い
火
辺
を
離
れ
れ
ば
「
腫
病
」
に
な
ら
ぬ
と
い

う
実
験
を
行
っ
た
が
、
し
か
し
八
名
中
三
名
死
亡
、
二
名
重
症
と
い
う
非
惨
な
結
果
に
終
っ
た
。
箱
館
奉
行
所
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
に
考
え
て

お
り
火
気
中
の
「
炭
素
」
の
た
め
「
浮
腫
病
」
が
生
ず
る
と
し
た
。

（
型
）

一
方
「
野
菜
欠
乏
説
」
に
関
し
て
山
崎
半
蔵
は
数
度
に
わ
た
る
鰕
來
地
越
冬
の
経
験
か
ら
本
症
を
野
菜
欠
乏
の
た
め
に
起
る
と
考
え
、
生
大

ハ
レ
ヤ
マ
イ

（
濁
）

「
浮
腫
」
「
浮
腫
病
」
「
腫
病
」
の
呼
称
は
医
家
以
外
の
人
々
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
浮
腫
」
は
津
軽
南
部
藩

（
鯉
）
（
詔
）
（
露
）

の
史
料
に
散
見
し
、
「
腫
病
」
は
津
軽
藩
士
山
崎
半
蔵
の
手
記
及
び
幕
府
御
用
留
に
記
載
さ
れ
、
「
浮
腫
病
」
は
箱
館
奉
行
の
「
御
諭
書
」
に
見

（
艶
）

ら
れ
る
。
松
前
藩
医
桜
井
小
膳
の
墓
碑
銘
に
は
「
府
腫
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
鋤
）
（
瓢
）

一
方
医
家
例
え
ば
大
槻
玄
沢
は
本
症
を
「
青
腿
牙
府
」
と
記
し
、
太
田
南
畝
の
「
金
曽
木
」
に
も
こ
の
名
が
見
え
る
。
し
か
し
現
在
用
い
ら

（
狸
）

れ
て
い
る
「
壊
血
病
」
が
い
つ
頃
か
ら
用
い
ら
れ
た
か
は
詳
か
で
な
い
が
、
大
内
余
庵
の
「
東
蝦
夷
夜
話
」
に
は
「
エ
ヶ
ッ
ビ
ョ
ウ
」
の
訓
を

施
し
て
「
壊
血
病
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遅
く
と
も
守
政
末
年
ま
で
に
こ
の
語
が
清
国
か
ら
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
と
思
わ

（
”
）

本
症
に
よ
る
死
者
の
総
数
は
正
確
に
把
握
し
得
な
い
が
津
軽
藩
士
だ
け
で
も
二
八
七
名
と
い
わ
れ
、
文
化
初
年
か
ら
約
十
年
間
に
少
く
と
も

数
百
名
の
死
者
を
数
え
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

れ
る
。

た
0

３
本
症
の
名
称
と
原
因

本
症
の
一
呼
称
で
あ
る
「
水
腫
病
」
は
「
新
撰
北
海
道
史
」
の
編
者
が
便
宜
上
用
い
た
も
の
で
当
時
実
際
に
使
用
さ
れ
た
名
称
で
は
な
か
つ
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大
槻
玄
沢
一
派
は
本
症
が
「
青
腿
牙
府
」
つ
ま
り
壊
血
病
で
あ
る
と
診
定
し
や
そ
の
原
因
を
「
軍
中
備
用
方
」
か
ら
抄
出
し
て
「
専
ラ
其
起

原
ト
ナ
ル
モ
ノ
ハ
軍
二
従
テ
異
地
二
役
シ
寒
冬
旱
汗
泥
湿
ノ
地
二
往
シ
潭
瘡
悪
気
ヲ
蒙
テ
身
体
挙
動
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
或
ハ
食
料
園
蔬
菜
稜
ナ
ク

飲
料
腐
敗
ノ
瀦
水
ヲ
用
上
或
ハ
炎
肉
炮
魚
滝
蔵
ノ
類
渋
敗
ノ
酢
懲
臭
ノ
麦
餅
ヲ
食
シ
或
憂
悶
愁
欝
眠
食
安
カ
ラ
ス
或
恐
怖
警
騒
飽
食
労
役
皆
此

病
因
ト
ナ
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。

４
本
症
の
症
状
と
治
療
法

症
状
の
概
要
に
つ
い
て
は
「
北
海
道
疫
瘤
史
年
表
」
文
化
六
年
の
条
に
掲
げ
た
太
田
南
畝
の
望
月
腿
牙
清
好
薬
」
に
尽
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

「
種
々
の
症
を
顕
は
す
と
い
へ
ど
も
誰
に
も
同
じ
き
所
は
皆
必
下
部
或
は
一
身
に
紫
黒
色
の
斑
紋
を
発
し
牙
齪
腫
痛
口
中
腐
燗
し
飲
食
と
も
に

（
犯
）

下
ら
す
い
か
ん
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
も
の
多
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
原
始
漫
筆
風
土
年
表
」
に
も
「
多
く
ハ
紅
紫
の
寸
点
を
顕
し

死
に
至
ら
ん
と
す
」
と
記
さ
れ
て
お
り
紫
斑
の
出
現
が
大
部
分
の
患
者
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

「
新
撰
北
海
道
史
」
の
編
者
は
浮
腫
を
重
く
見
て
「
水
腫
病
」
な
る
名
称
を
与
え
た
が
、
浮
腫
に
つ
い
て
は
飢
餓
つ
ま
り
栄
養
不
良
に
よ
る

低
蛋
白
血
症
の
一
症
状
と
考
え
れ
ば
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。

酷
寒
の
奥
蝦
夷
地
に
陣
営
し
て
新
鮮
な
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
そ
の
他
の
食
料
に
欠
乏
し
、
し
か
も
掘
立
小
屋
と
い
う
極
め
て
悪
条
件
の

下
に
生
活
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
疾
病
に
対
す
る
抵
抗
力
も
極
度
に
低
下
し
て
壊
血
病
以
外
の
疾
病
例
え
ば
脚
気
な
ど
を
合
併
し
た
こ
と
も
十

分
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
鋤
）

大
槻
玄
沢
は
第
二
次
仙
台
藩
の
派
兵
に
際
し
て
従
軍
医
官
に
「
寒
地
病
案
」
を
配
布
し
壊
血
病
の
治
療
と
予
防
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
中
の
「
軍
中
備
要
方
」
に
は
血
液
が
濃
縮
し
て
い
る
な
ら
浄
水
を
与
え
、
緩
下
剤
を
用
い
、
ま
た
芦
蒼
、
没
薬
、
泪
夫
藍
を
処
方
に
用

い
て
い
る
。
発
熱
、
頻
脈
、
口
渇
な
ど
に
対
し
て
は
羊
締
根
、
櫟
生
根
、
酒
石
製
剤
な
ど
を
用
い
壊
血
病
性
口
内
炎
に
対
し
て
は
海
精
塩
、
薔

薇
蜜
を
用
い
る
。
「
ハ
イ
ス
テ
ル
内
科
聿
日
」
か
ら
の
抄
出
も
ほ
ぼ
同
様
で
と
く
に
柑
橘
類
の
生
汁
を
奨
め
歯
肉
の
炎
症
、
潰
瘍
に
は
食
塩
、
没
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従
っ
て
わ
が
国
に
お
い
て
壊
血
病
の
概
念
が
確
立
し
た
の
は
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
で
あ
る
と
し
て
も
何
ら
差
し
支
え
な
か
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
文
化
五
年
（
一
八

官
に
与
え
そ
の
予
防
に
努
め
た
。

５
日
本
に
齢
け
る
壊
血
病

（
鯉
）
（
鵠
）

日
本
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
本
症
の
多
発
例
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
入
沢
の
無
人
島
漂
流
例
、
関
場
の
石
狩
に
お
け
る

（
妬
）

実
験
例
や
竹
田
の
新
田
に
お
け
る
例
な
ど
散
発
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。

（
”
）

オ
リ
ザ
ニ
ン
の
発
見
者
と
し
て
知
ら
れ
る
鈴
木
梅
太
郎
博
士
は
そ
の
著
「
ビ
タ
ミ
ン
」
の
中
で
「
昔
か
ら
野
菜
や
果
実
を
好
ん
で
摂
っ
て
来

た
日
本
人
の
間
に
は
典
型
的
壊
血
病
は
殆
ん
ど
発
生
し
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
従
っ
て
壊
血
病
の
概
念
も
恐
ら
く
明
治
時
代
に
外
国
か
ら
輸
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

は
一
犀
《

て
い
る
。

（
羽
）

薬
を
塗
布
し
紫
斑
に
対
し
て
は
石
灰
石
は
竜
脳
を
加
え
た
も
の
で
温
湿
布
す
れ
ば
よ
い
と
し
た
。
文
化
年
間
箱
館
に
幽
囚
さ
れ
た
鍔
コ
ロ
ー
ニ
ン

は
壊
血
病
の
予
防
に
レ
モ
ン
な
ど
を
幕
府
か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
槻
玄
沢
ら
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
民
間
に
お
い
て
も
新
鮮
な
野
菜
が
著
効
を
奏
す
る
こ
と
が
経
験
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、
山
崎
半
蔵
は
「
万
里
堂
蝦
爽
日
誌
抜
書
」
に

（
弧
）

「
御
役
人
よ
り
生
大
根
廿
本
腱
病
の
養
生
と
し
て
被
贈
用
意
て
験
有
る
事
奇
也
。
朝
鮮
人
参
の
如
く
貴
く
り
」
と
記
し
て
て
お
り
、
新
楽
閑
里

は
「
犀
角
解
毒
丹
」
を
処
方
し
、
南
部
藩
兵
は
ザ
ゼ
ン
草
を
服
し
箱
館
奉
行
は
安
政
年
間
コ
ー
ヒ
ー
を
輸
入
し
て
治
療
と
予
防
に
効
あ
り
と
し

し
か
し
実
際
に
は
文
化
年
間
に
い
わ
ゆ
る
奥
蝦
夷
地
に
お
い
て
東
北
諸
藩
の
越
冬
戌
兵
の
間
に
こ
れ
が
多
数
を
見
た
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、

れ
に
対
し
て
文
化
五
年
（
一
八
○
ハ
）
大
槻
玄
沢
は
ハ
イ
ス
テ
ル
内
科
書
そ
の
他
か
ら
壊
血
病
の
項
を
抄
出
し
「
寒
地
病
案
」
を
編
し
て
医

（
魂
）

ま
た
文
久
年
間
に
は
山
崎
伝
輔
は
片
脳
を
焼
酒
に
溶
解
し
全
身
に
塗
布
す
る
方
法
を
用
い
た
と
い
う
。
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Ⅳ
結
語

疾
病
史
は
医
学
史
の
中
で
も
非
常
に
重
要
な
分
野
で
あ
る
。
本
稿
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
で
あ
っ
た
北
海
道
医
学
史
の
一
部
が
解
明
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
史
料
の
発
掘
は
未
だ
十
分
と
は
言
え
ず
今
後
さ
ら
に
鋭
意
探
索
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
本
稿
の
一
部
は
昭
和

四
十
五
年
の
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

、
ノ

ハ
ワ
ｊ
）

（
８
）

（
９
）

（
ｍ
）

（
ｕ
）

（
岨
）

（
咽
）

（
Ｍ
）

（
焔
）

（
猫
）

文
献

高
倉
新
一
郎
や
ア
イ
ヌ
と
痘
瘡
医
事
公
論
第
一
四
八
一
号
昭
和
十
五
年
十
二
月
十
四
日

同
ア
イ
ヌ
と
種
痘
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
第
一
五
三
号
昭
和
十
年
十
一
月
五
日

高
橋
信
吉
宰
蝦
夷
痘
徽
史
考
南
江
堂
昭
和
十
一
年

阿
部
龍
夫
《
桑
田
立
斎
と
ア
イ
チ
種
痘
「
函
館
の
医
事
と
医
人
」
所
収
無
風
帯
社
昭
和
二
十
六
年

同
中
川
五
郎
治
と
種
痘
伝
来
無
風
帯
社
昭
和
十
八
年

松
木
明
知
必
中
川
五
郎
治
研
究
最
近
の
知
見
日
本
医
史
学
雑
誌
第
十
三
巻
三
号
、
昭
和
四
十
二
年
十
二
月

同
中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
日
本
医
事
新
報
第
二
一
六
三
号
昭
和
四
十
年
十
月

同
中
川
五
郎
治
と
中
川
家
の
螢
域
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
一
九
一
号
昭
和
四
十
二
年
二
月

富
士
川
勝
“
日
本
疾
病
史
杏
林
舎
昭
和
十
九
年

藤
井
尚
久
“
明
治
前
日
本
疾
病
史
「
明
治
前
日
本
医
学
史
第
一
巻
」
所
収
日
本
学
術
振
興
会
一
九
五
五
年

山
崎
佐
》
日
本
疫
史
及
防
疫
史
克
誠
堂
昭
和
六
年

「
福
山
秘
府
」
「
新
撰
北
海
道
史
第
五
巻
」
所
収
北
海
道
庁
昭
和
士
一
年

高
倉
新
一
郎
“
ア
イ
ヌ
政
策
史
日
本
評
論
柱
昭
和
十
七
年

松
木
現
知
》
明
治
前
津
軽
痘
瘡
流
行
史
医
学
史
研
究
第
十
号
昭
和
二
千
八
年
十
月

松
木
明
知
》
明
治
前

市
立
函
館
図
書
館
蔵

最
上
徹
内
》
蝦
夷
草
紙
北
門
双
書
第
一
巻
北
光
書
房
昭
和
十
九
年
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大
槻
玄
沢
編
寒
地
病
案
京
都
大
学
図
書
館
富
士
川
文
庫

太
田
南
畝
金
曽
木
「
日
本
随
筆
大
成
第
三
巻
」
所
収
吉
川
弘
文
館
昭
和
二
年

み
ち
の
く
双
書
第
九
・
十
集
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
昭
和
三
十
五
・
六
年

ゴ
ロ
ー
’
一
ン
罪
日
本
幽
囚
記
（
上
）
岩
波
文
庫
岩
波
書
店
昭
和
十
八
年
五
月

入
沢
達
吉
》
ス
コ
ル
プ
ー
ト
病
皮
膚
及
泌
尿
科
雑
誌
三
ノ
六
明
治
三
十
六
年

関
場
不
二
彦
や
石
狩
郡
篠
津
村
二
発
シ
タ
ル
壊
血
病
患
者
報
東
京
医
学
会
雑
誌
十
三
一
ノ
十
七

竹
田
六
郎
恥
ス
コ
ル
プ
ー
ト
ニ
就
テ
東
京
医
学
会
雑
誌
十
八
ノ
十
六
明
治
三
千
七
年

鈴
木
梅
太
郎
“
ビ
タ
ミ
ン
日
本
評
論
社
昭
和
十
八
年

北
海
道
松
前
町
専
念
寺

河
野
広
道
編
維
新
前
北
海
道
変
災
年
表
蝦
夷
往
来
双
書
第
一
編
尚
古
堂
昭
和
七
年

松
木
明
知
“
津
軽
疫
部
流
行
年
表
津
軽
医
史
第
二
号
昭
和
三
十
八
年
九
月

同
明
撞
別
津
軽
風
疫
流
行
史
医
学
史
研
究
第
十
九
・
二
十
号
、
昭
和
四
十
一
年
二
月
・
五
月

大
内
余
庵
韓
東
蝦
夷
夜
話
文
苑
閣
文
久
二
年

新
撰
北
海
道
史
第
五
巻
北
海
道
庁
、
昭
和
十
二
年

山
崎
半
蔵
》
万
里
堂
蝦
夷
日
記
抜
書
市
立
函
館
図
書
館
蔵

み
ち
の
く
双
書
第
八
集
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
昭
和
二
十
四
年

マ
シ
ヶ
詰
日
記
東
山
文
庫
秋
田
県
立
図
書
館
蔵

北
海
道
松
前
町
法
源
寺
門
前
の
「
旧
津
軽
藩
卒
一
言
八
十
七
名
之
碑
」
に
拠
る

古
事
類
苑
釦
方
投
部
神
宮
司
庁
明
治
四
十
二
年

北
海
道
庁
図
書
館
蔵

河
野
広
道
編
維
新

松
木
明
知
“
津
軽
疫

同
羽
治
苅
聿
淫
乱

松
田
伝
十
郎
叩
北
夷
談
北
門
双
書
第
五
巻
北
光
書
房
昭
和
十
九
年

明
治
三
十
二
年
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中
川
五
郎
治
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
わ
が
国
に
伝
え
た
種
痘
法
は
た
だ
単
に
北
海
道
松
前
地
方
に
お
い
て
文
政
年
間
か
ら
実
施
さ
れ
た
ば
か
り
で

（
７
）
（
坊
×
Ⅳ
）

な
く
、
彼
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
函
館
の
白
鳥
雄
蔵
に
よ
っ
て
天
保
末
年
に
秋
田
地
方
に
ま
で
伝
播
普
及
さ
れ
た
。
白
烏
は
医
学
研
究
の
た
め

秋
田
に
赴
き
藩
医
斎
藤
養
達
の
門
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
医
学
研
修
の
秀
ら
中
川
五
郎
治
か
ら
教
授
さ
れ
た
種
痘
法
を
一
般
の
医
師
に
伝
え

全
国
的
に
見
て
も
天
保
年
間
に
種
痘
普
及
を
企
て
こ
れ
を
実
施
し
た
藩
は
秋
田
藩
を
除
い
て
な
く
、
そ
の
栄
誉
の
一
端
は
藩
外
か
ら
入
門
し

た
一
医
生
白
鳥
雄
蔵
の
提
言
を
容
れ
て
藩
医
一
統
に
当
時
最
新
の
技
術
で
あ
っ
た
種
痘
法
を
習
得
せ
し
め
尋
さ
ら
に
藩
当
局
に
そ
の
普
及
を
促

進
せ
し
め
た
養
達
の
先
見
の
明
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

た
の
で
あ
っ
た
。

へ

1
嘗

へ

6
酉

1

序

三
F．

4 3 2 1

秋
田
藩
医
斎
藤
養
達

序
言

斎
藤
養
達
の
系
譜

斎
藤
養
達
の
笙
域

斎
藤
養
達
の
門
人

ｌ
と
く
に
白
鳥
雄
蔵
と
の
関
係
Ｉ

7 5

白
烏
雄
蔵
の
入
門
と
種
痘
普
及

結
語

文
献

日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
十
七
巻

第
二
号
・
昭
和
四
十
六
年
六
月

松
木
明 昭

和
四
十
六
年
一
月
十
一
日
受
付

知
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３
斎
藤
養
達
の
螢
域

秋
田
市
の
日
蓮
宗
塚
原
山
宝
塔
寺
は
斎
藤
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
度
重
な
る
火
災
の
た
め
過
去
帳
な
ど
は
一
切
失
な
わ
れ
て
お
り
、
螢
域
に

残
さ
れ
た
墓
碑
が
史
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

斎
藤
家
の
墓
地
に
高
さ
三
尺
に
満
た
ぬ
墓
碑
が
七
基
あ
る
。

長
女
哲
は
文
政
六
年
正
月
に
生
れ
た
が
同
九
年
に
天
逝
し
、
次
女
富
は
文
政
八
年
四
月
生
れ
で
あ
る
が
、
実
は
養
女
で
渋
江
左
膳
の
家
臣
三

浦
氏
の
女
で
天
保
十
一
年
十
一
月
間
政
情
に
嫁
し
た
。

２
斎
藤
養
達
の
系
譜

秋
田
県
立
図
書
館
に
養
達
自
身
の
手
に
な
る
「
新
調
斎
藤
氏
系
図
（
天
保
十
二
年
閨
正
月
成
）
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
養
達
は
幼
名
与

会
五
郎
、
毒
は
安
克
、
藺
室
と
称
し
た
。
渋
江
重
兵
衛
の
家
臣
矢
口
久
七
郎
（
本
姓
斎
藤
氏
）
の
三
男
と
し
て
寛
政
五
年
正
月
二
十
七
日
に
生
れ

た
。
母
は
関
口
氏
で
あ
る
。
文
化
七
年
十
六
歳
で
秋
田
の
畑
源
助
に
つ
い
て
医
学
を
学
び
、
文
化
十
二
年
渋
江
和
光
に
仕
え
た
が
、
二
年
後
の

文
化
十
四
年
江
戸
に
登
っ
て
嶺
少
翁
に
師
事
し
た
。
文
政
四
年
藩
の
医
学
館
会
頭
を
勤
め
て
御
目
見
医
を
仰
付
け
ら
れ
、
天
保
元
年
八
月
に
は

一
代
限
り
の
藩
医
と
な
っ
た
。
同
年
十
月
に
は
医
学
頭
と
な
っ
て
御
側
医
格
に
昇
進
し
翌
年
六
月
に
は
御
側
医
を
仰
付
っ
た
。

天
保
三
年
参
勤
交
代
に
際
し
て
江
戸
に
往
き
、
同
五
年
に
は
藩
主
の
仙
北
郡
巡
行
の
御
供
を
仰
付
ら
れ
、
同
八
年
再
び
江
戸
に
勤
番
し
、
翌

年
に
は
永
代
御
医
師
を
仰
付
け
ら
れ
た
。
妻
は
町
家
境
田
又
吉
の
女
で
あ
る
。
安
政
五
年
段
、
六
十
六
歳
。

子
息
は
三
人
で
長
男
は
安
定
、
幼
名
己
之
助
、
元
益
と
称
し
た
。
母
は
境
田
氏
、
文
政
四
年
二
月
九
日
生
れ
で
天
保
十
年
八
月
出
仕
し
、
妻

子
息
は
三
人
で
長
男
は
安
定
、
幼
《

は
秋
田
藩
医
菊
地
康
安
の
女
で
あ
る
。

本
稿
で
は
斎
藤
養
達
の
系
譜
を
中
心
に
二
・
三
論
考
を
加
え
た
い
と
思
う
。
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左
か
ら
四
番
目
が
養
達
の
墓
で
あ
る
。
正
面
に
「
斎
藤
安
克
之
墓
」
と
あ
り
、
左
側
面
に
「
君
謹
安
克
通
称
養
達
安
政
五
戌
午
年
七
月
五
日

卒
享
年
六
十
有
六
法
謙
日
声
山
院
蘭
室
秀
居
士
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

左
か
ら
七
番
目
は
養
達
の
妻
の
墓
で
あ
る
。
碑
面
に
「
斎
藤
安
克
妻
之
墓
」
と
記
さ
れ
、
左
側
面
に
「
婦
人
諄
安
境
田
氏
斎
藤
安
克
妻
安
政

三
年
丙
辰
十
月
十
七
日
卒
享
年
五
十
四
法
読
日
法
室
妙
蓮
大
姉
」
と
あ
る
。

左
端
の
一
基
は
養
達
の
長
子
元
益
の
墓
で
あ
る
。
碑
面
に
は
「
斎
藤
安
定
之
墓
」
、
右
側
面
は
「
明
治
十
年
十
月
三
日
嗣
子
斎
藤
元
頤
建
之
」

と
刻
さ
れ
て
い
る
。
碑
の
左
側
面
か
ら
後
面
に
か
け
て
「
斎
藤
君
諄
安
定
称
元
益
父
諄
安
克
母
境
田
氏
文
政
四
年
壬
巳
二
月
九
月
生
以
医
術
仕

別
表
斎
藤
家
の
系
譜

矢
口
久
七
郎

（
本
姓
斎
藤
氏
）

｜
三
男

Ｉ
養
達

５
コ
蒟
淀
一
鏡
“
諏
緬
鋤
錘

関
口
氏
女

境
田
氏
女
安

安
政
３
．
ｍ
．
Ⅳ
残

ｌ
富
（
養
女
、
三
浦
氏
女
）

文
政
８
．
４
．
５
生

関
政
情
に
嫁
す

一元
明文益
治政
14

102

菊
地
康
庵
女

ｌ
哲

文
政
６
．
１
・
喝
生

文
政
９
．
吃
・
珀
残

39

残生

末

’
１
壼一

元
頤斎

藤
三
益
の
次
子

＊
元
益
の
子
女
七
人
の
順
位
は
不
詳

で
（
？
）
は
不
確
実

｜ ｜ ｜
女女女

ｌ
己
之
助
（
？
●
）

慶
応
１
．
１
・
邪
残

ｌ
仁
蔵
（
？
）

嘉
永
３
．
，
．
８
生

嘉
永
３
・
叩
・
蝿
残

ｌ
寅
之
助
（
？
）

文
久
１
．
８
．
８
段

太
田
貞
右
衛
門
に
嫁
寸

菊
地
武
張
に
嫁
す

青
柳
忠
一
に
嫁
す
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４
斎
藤
養
達
の
門
人

文
化
末
年
江
戸
に
登
っ
た
養
達
は
嶺
少
翁
に
つ
い
て
医
学
を
学
ん
だ
。
少
翁
は
吉
益
東
洞
の
弟
子
で
あ
る
か
ら
養
達
は
東
洞
の
古
医
方
の
流

れ
を
汲
む
こ
と
に
な
る
。
彼
は
秋
田
藩
の
古
医
方
の
大
家
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
一
方
で
は
子
弟
の
教
育
に
極
め
て
熱
意
を
注
ぎ
多
く
の
門
人

を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

（
８
）
Ｉ
（
９
）

嘉
永
六
年
に
改
め
ら
れ
た
「
斎
藤
養
達
門
人
名
籍
」
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
入
門
年
月
日
は
知
ら
れ
な
い
が
慶
応
元
年
三
月
ま
で
の
間
に
一
三

三
名
の
入
門
者
を
数
え
て
い
る
。
養
達
は
安
政
五
年
七
月
に
残
し
て
い
る
か
ら
こ
れ
か
ら
慶
応
元
年
ま
で
の
入
門
者
は
元
益
に
つ
い
て
学
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。
専
攻
別
に
見
る
と
内
科
（
本
道
）
が
一
三
二
一
名
、
内
科
兼
外
科
二
名
、
内
科
兼
産
科
一
七
名
、
外
科
四
名
、
産
科
一
名
、
鍼
科

一
名
、
不
明
七
四
名
で
あ
る
。
出
身
地
を
地
方
別
に
見
る
と
秋
田
が
二
一
二
一
名
と
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
松
前
函
館
の
北
海
道
が
九
名
を
数

え
、
青
森
、
岩
手
、
山
形
が
各
一
名
で
不
明
の
も
の
が
八
名
で
あ
る
。
秋
田
と
隣
藩
で
あ
っ
た
青
森
（
津
軽
）
、
岩
手
（
南
部
）
山
形
が
各
一
名

秋
田
藩
為
侍
医
兼
医
校
学
頭
要
菊
地
氏
生
三
男
四
女
嫁
長
女
於
太
田
貞
右
衛
門
次
女
於
菊
地
武
張
三
女
於
青
柳
忠
一
男
皆
天
乃
養
斎
藤
三
益
之

次
子
元
頤
以
季
女
配
之
為
桐
君
明
治
元
年
戌
辰
十
月
三
日
股
享
年
四
十
七
葬
於
八
幡
宝
塔
寺
因
記
石
表
焉
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
養
達
の
子
元
益
も
医
師
と
な
り
藩
の
中
で
重
き
を
な
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
仙
北
郡
を
廻
郷
種
痘
し
た
の
も
元
益
で
あ
る
。

左
か
ら
二
番
目
に
は
「
斎
藤
己
之
助
墓
慶
応
元
年
乙
丑
正
月
廿
五
日
卒
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
左
か
ら
三
番
目
に
は
「
斎
藤
仁
蔵
之
墓
文
久
元

年
壬
戊
八
月
二
一
日
天
」
と
あ
っ
て
ま
た
左
五
番
目
に
は
「
斎
藤
寅
之
助
墓
嘉
永
二
一
年
庚
戌
十
月
八
日
生
同
月
十
六
日
天
」
と
あ
る
。
以
上
の
三

人
は
元
益
の
天
逝
し
た
息
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
他
「
斎
藤
鉄
女
之
墓
」
（
文
政
九
年
丙
辰
十
二
月
十
九
日
）
の
一
基
が
あ
る
が
こ
れ
は
養
達
の
娘
つ
ま
り
元
益
の
妹
で
前
記
し
た
系
図
に

は
「
哲
」
と
な
っ
て
お
り
、
文
政
六
年
正
月
十
三
日
の
生
れ
で
あ
る
。

系
図
と
墓
碑
か
ら
斎
藤
家
の
系
譜
を
作
製
す
る
と
前
頁
の
如
く
で
あ
る
。
（
別
表
）
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の
入
門
者
と
少
な
く
、
逆
に
こ
れ
よ
り
遠
方
の
北
海
道
か
ら
の
入
門
者
が
九
名
も
あ
る
こ
と
は
、
秋
田
と
北
海
道
と
の
人
的
交
流
が
よ
り
密
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
一
つ
の
証
左
で
も
あ
ろ
う
。

養
達
は
内
科
を
専
門
と
し
た
が
、
「
門
人
名
簿
」
の
中
で
は
内
科
、
外
科
、
産
科
、
鍼
科
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
教
授
陣
が
少
く
と

も
複
数
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

入
門
の
年
月
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
後
の
関
係
か
ら
ほ
ぼ
天
保
十
一
年
頃
と
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
門
人
名
籍
」
の
中
で
第
六
十

三
番
か
ら
六
十
六
番
ま
で
松
前
か
ら
池
田
敬
祐
、
嶋
田
文
郁
、
嶋
田
文
恭
、
千
葉
文
英
の
四
人
の
医
生
が
入
門
し
て
い
る
。
こ
の
年
代
は
家
老

（
皿
）

渋
江
和
光
の
日
記
に
天
保
十
年
に
松
前
か
ら
四
人
の
医
生
が
養
達
の
門
に
入
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
天
保
十
年
に
相
違
な
い
。
雄
蔵
の
前

（
、
）

の
入
門
者
は
「
大
野
松
斎
」
で
あ
る
。
松
斎
は
文
政
二
年
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
「
年
二
十
二
」
は
天
保
十
一
年
で
あ
る
。
「
門
人
名
籍
」
で
は

（
胆
）

雄
蔵
の
年
令
を
二
十
八
歳
と
し
て
い
る
が
阿
部
竜
夫
博
士
に
よ
れ
ば
雄
蔵
は
嘉
永
四
年
に
四
十
歳
で
残
し
た
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
か

ら
逆
算
す
る
と
二
十
八
歳
は
天
保
十
年
で
一
年
の
差
が
見
ら
れ
る
。

雄
蔵
の
次
の
入
門
者
は
「
大
森
誠
斎
年
二
十
二
」
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
誠
斎
が
後
に
種
痘
医
と
し
て
活
躍
し
た
「
大
森
誠
達
」

と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
こ
れ
に
関
し
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。

京
都
に
遊
学
し
た
こ
と
の
あ
る
白
鳥
が
何
故
に
北
奥
の
斎
藤
養
達
の
門
に
学
ん
だ
か
は
疑
問
で
あ
る
。
当
時
京
都
に
は
雄
蔵
の
知
己
も
多
く

「
門
人
名
籍
」
の
第

は
す
で
に
論
考
し
た
。

門
人
の
多
く
は
秋
田
地
方
の
人
で
あ
り
数
年
の
業
を
終
え
て
か
ら
各
自
そ
の
故
郷
に
帰
り
地
方
の
医
療
の
向
上
に
益
す
る
所
が
大
で
あ
っ

た
。
門
人
の
中
で
有
名
な
の
は
後
に
述
べ
る
白
鳥
雄
蔵
と
後
年
江
戸
で
種
痘
医
と
し
活
躍
し
た
大
野
松
斎
で
あ
ろ
う
。

５
白
鳥
雄
蔵
の
入
門
と
種
痘
の
普
及

廻
籍
」
の
第
七
十
一
番
目
が
白
鳥
雄
蔵
で
あ
る
。
「
嶋
雄
造
年
二
十
八
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
白
鳥
雄
蔵
で
あ
る
こ
と
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迎
え
て
い
る
。

さ
ら
に
養
淫
に
優
る
人
材
が
宝
集
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
出
の
一
つ
と
し
て
雄
戯
よ
り
少
し
別
に
松
一
則
か
ら
四
人
も
同
時
に
入
門
し

て
い
る
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

（
蝿
）

医
学
の
教
授
を
受
け
な
が
ら
白
鳥
は
藩
医
一
統
に
種
痘
の
卓
効
を
説
い
た
。
そ
の
言
を
容
れ
て
最
初
に
人
体
実
験
を
申
し
出
た
の
は
藩
医
臼

井
禎
庵
で
あ
り
そ
の
娘
に
雄
蔵
の
種
痘
を
受
け
さ
せ
た
。
結
果
は
良
効
だ
っ
た
の
で
禎
庵
は
改
め
て
雄
蔵
か
ら
種
痘
法
の
詳
細
を
習
い
そ
の
後

は
希
望
す
る
者
に
両
人
で
種
痘
し
た
と
い
う
。
種
痘
を
受
け
た
も
の
は
天
保
十
四
年
夏
の
秋
田
に
お
け
る
痘
瘡
の
流
行
に
際
し
て
も
罹
患
し
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
種
痘
の
効
果
は
絶
大
で
あ
っ
た
の
で
秋
田
藩
庁
は
天
保
十
五
年
に
藩
内
広
く
廻
郷
種
痘
を
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
担
当

医
師
は
前
述
し
た
臼
井
禎
庵
の
他
養
達
の
息
元
益
や
石
川
元
長
、
そ
れ
に
白
鳥
雄
蔵
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
は
吉
成
直
太
郎
氏
の
報
告
に

６
結
語

本
稿
に
お
い
て
幕
末
の
秋
田
藩
医
斎
藤
養
達
に
つ
い
て
そ
の
系
譜
を
中
心
に
述
べ
た
。
彼
は
嶺
少
翁
の
弟
子
で
吉
益
東
洞
の
流
れ
を
汲
む
。

藩
医
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
子
弟
の
教
育
に
も
大
い
に
意
を
注
ぎ
、
門
人
は
二
百
三
十
三
人
を
数
え
、
遠
く
松
前
か
ら
も
入
門
者
を

彼
は
「
古
医
方
」
の
み
を
信
ず
る
こ
と
な
く
門
人
の
一
人
白
鳥
雄
蔵
の
言
を
容
れ
て
種
痘
術
の
普
及
を
認
め
、
長
子
元
益
に
も
こ
れ
を
学
ば

し
め
て
他
の
藩
医
と
共
に
広
く
廻
郷
種
痘
を
行
な
わ
せ
た
。
天
保
の
末
年
に
す
で
に
こ
の
よ
う
な
形
態
を
種
痘
を
行
っ
た
の
は
秋
田
藩
を
以
っ

て
噴
矢
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
栄
誉
の
一
端
は
養
達
が
荷
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
皿
）
（
妬
）

雄
蔵
の
行
っ
た
種
痘
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
そ
の
大
要
が
「
白
鳥
雄
蔵
種
痘
之
書
」
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
中
川
五
郎
治
が
伝
え
た
方
法
と
大
差
の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
す
で
に
論
考
を
加
え
て
あ

る
の
で
省
略
す
る
。

詳
吋
し
い
・
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既刊 最新刊〉
＊
日
本
医
学
史
名
著
シ
リ
ー
ズ
ノ
．
〈
好
評
発
売
中

人
蓼
史
全
七
皇
§
塾
九
二
霊

定
価
五
五
、
０
０
０
円

古
く
か
ら
鹿
葺
と
共
に
「
穆
葺
Ｌ
と
並
称
さ
れ
て
、
最
も
代
表
的
漢
薬
と
さ
れ
て

来
た
人
暮
は
、
人
々
の
生
活
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
保
持
し
て
き
た
。

本
詳
は
編
年
記
、
思
想
篇
・
政
治
篇
経
済
篇
・
栽
培
篇
・
医
学
篇
・
雑
記
篇
・
蓼
名

量
孜
篇
の
全
七
巻
の
大
著
で
、
凡
そ
人
鑿
に
間
す
る
資
料
は
悉
く
こ
ゞ
に
集
禎

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
又
、
人
華
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
東
洋
文
化
史
の
研
究

資
料
で
も
あ
る
。

秀
三
著

箕
作
阪
甫
嫉
総
頁
四
三
ｏ
頁

定
価
五
、
五
○
０
円
（
〒
三
０
０
円
）

日
本
の
近
代
文
明
の
発
展
に
蘭
学
を
修
め
た
人
々
が
大
き
く
貢
献
し
た
が
、
彼

ら
の
多
く
は
又
西
挿
医
学
も
学
ん
で
い
る
。
箕
作
院
甫
も
そ
の
一
人
で
あ
る
が

彼
は
オ
ラ
ン
ダ
書
を
訳
述
し
て
医
学
書
を
出
版
し
、
更
に
そ
の
他
の
自
然
科
学

書
の
み
な
ら
ず
地
理
・
膝
史
の
類
書
を
翻
訳
し
て
い
る
。

本
書
は
そ
の
腕
甫
の
伝
記
で
あ
り
、
呉
博
士
の
名
符
の
一
つ
で
あ
る
。

秀
三
他
著

日
本
産
科
叢
書
》
５
価
．
一
三
五
○
頁

九
、
○
○
○
円

小
川
剣
三
郎
著

捧
日
本
眼
科
学
史
津
５
価
．
二
二
○
頁

三
、
三
○
○
円

富
士
川
瀞
他
編

杏
林
叢
書
全
二
巻
Ａ
５
．
一
四
○
○
頁

定
価
一
○
、
０
０
０
円

華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
》
繰
署
垂
不
順
一
○
碧

六
、
五
○
○
円

呉
秀
三
・
富
士
川
溝
選
集
校
定

東
洞
全
集
郵
５
価
・
七
六
○
頁

六
、
五
○
○
円

呉
氏
医
聖
堂
叢
書
窪
５
価
九
六
○
頁

秀
三
編

七
、
五
○
○
円
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第
五
三
号
文
書
森
平
右
衛
門
書
状
堀
内
林
哲
宛

尚
左
い
つ
比
御
出
府
可
し
被
一
和
成
一
哉
、
早
為
奉
レ
待
候
、
御

便
而
己
尚
御
左
右
奉
レ
待
候
、
以
上
、

追
日
寒
冷
二
相
成
候
、
弥
御
清
福
被
し
成
二
御
勤
一
奉
一
恭
賀
一
候
、
先
達

而
ハ
御
状
被
レ
下
、
系
拝
見
仕
候
、
先
は
御
安
寧
御
着
座
之
旨
何
重
奉
レ
賀

候
、
御
願
申
上
置
候
毛
織
御
送
被
レ
下
千
万
二
恭
奉
レ
存
候
、
遠
路
之
所
彼

是
御
面
倒
之
御
渡
奉
二
多
謝
一
候
、
早
速
含
二
御
請
一
可
二
申
上
一
所
、
被
二

仰
下
一
候
ペ
ン
吟
味
仕
候
間
、
及
二
大
延
引
一
候
段
御
海
容
可
レ
被
し
下
候
、

創
弐
握
進
呈
仕
候
、
当
地
月
池
磐
水
子
な
と
何
し
も
不
二
相
替
一
罷
在
候
、

籾
御
発
駕
之
瑚
ハ
、
御
混
雑
中
御
馳
走
二
相
成
、
辱
奉
し
存
候
、
乍
レ
去
、

大
賑
て
不
し
覚
長
座
御
邪
魔
仕
奉
二
恐
入
一
候
、
乍
二
延
引
一
御
礼
芳
如
レ
此

御
座
候
、
尚
奉
レ
期
一
稜
音
一
候
、
恐
恒
謹
言

十
月
十
三
日

森
平
右
衛
門

隣
洲
（
花
押
）

堀
内
林
哲
様

、
く
ぎ
ア
ア
ァ
ァ
、
く
ど
〃

資
料

汀
刃
々
込
夕
ｑ
、
々
Ｌ
Ｄ
毎
、
ｒ
、
丘
、
〃
、
Ｆ
卓

堀
内
文
書
の
研
究
二

参
人
々
御
中

片
桐
一
男

第
九
○
号
文
書
坪
井
信
道
書
状
堀
内
忠
龍
（
忠
筧
・
素
堂
）
宛

註

・
森
平
右
衛
門
Ⅱ
西
雅
九
郎
Ⅱ
荒
井
庄
十
郎
・
行
順
。
長
崎
の
阿
蘭
陀
通

詞
出
身
。
母
は
吉
雄
幸
左
衛
門
の
姉
。
杉
田
玄
白
の
『
蘭
学
事
始
』
の

中
に
登
場
し
て
い
る
・
詳
細
は
片
桐
一
男
「
阿
蘭
陀
通
訶
西
雅
九
郎
と
江

戸
の
蘭
学
界
」
（
『
白
山
史
学
』
第
十
五
・
十
六
合
併
号
、
昭
和
四
六
年

三
月
）
お
よ
び
、
同
「
阿
蘭
陀
通
詞
西
雅
九
郎
（
荒
井
庄
十
郎
Ｉ
森
平

右
衛
門
）
補
遺
」
（
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
第
二
四
七
号
、
昭

和
四
六
年
六
月
）
を
参
照
。

（
端
裏
）

「
上
杉
様
御
上
屋
敷

堀
内
忠
龍
様
坪
井
信
道

書
状
風
呂
敷
包
一
添
」

昨
日
マ
ン
ス
訳
書
相
願
候
処
、
と
じ
ぬ
ノ
ヲ
御
遣
し
被
し
下
候
、
先
達

而
頂
戴
候
通
、
乍
二
御
面
倒
一
、
御
と
じ
さ
せ
御
遣
し
被
し
下
候
様
、
以
後

奉
レ
存
候
、
即
昨
日
ノ
ハ
返
上
仕
候
、
御
落
手
可
し
被
し
下
候
、
右
申
上

度
、
早
々
不
具
、

七
月
廿
七
日

119 （69）



第
九
三
号
文
書
坪
井
信
道
書
択
堀
内
忠
龍
宛

九
月
廿
一
日
之
貴
書
先
日
到
着
薫
読
仕
候
、
先
以
勤
履
万
福
奉
一
通
賀
一

候
、
拙
子
大
病
後
健
康
倍
二
前
日
一
、
従
来
之
シ
ュ
ー
ル
も
頓
二
忘
却
仕

候
、
此
段
安
慮
可
レ
被
し
下
候
、
摂
生
之
事
、
謹
冷
御
高
諭
被
一
成
下
一
、

万
を
奉
慰
伽
一
候
、
一
旦
ハ
已
二
黄
泉
之
家
ト
モ
相
成
可
レ
申
候
処
、
諸

友
之
骨
折
二
而
不
思
議
に
万
死
中
之
一
生
ヲ
得
申
候
、
当
地
疫
熱
之
流

行
、
去
冬
以
来
仲
秋
比
ま
で
間
断
無
し
之
、
死
亡
尤
謬
敷
御
座
候
、
レ

ウ
マ
チ
ー
セ
、
シ
ン
キ
ン
フ
、
ガ
ス
テ
リ
セ
、
ウ
ォ
ル
ム
、
ガ
ル
コ
ー

ッ
併
行
ハ
レ
申
候
、
拙
子
所
患
之
症
ハ
レ
ウ
マ
チ
ー
セ
コ
ー
ル
ッ
有
し

之
、
初
発
頭
痛
如
レ
裂
、
中
コ
ロ
腸
胄
不
し
利
、
第
十
一
日
ニ
ソ
戦
汗
発

黄
一
旦
軽
退
ヲ
覚
へ
、
最
後
赤
痢
一
一
変
し
候
、
痢
梢
々
治
ス
レ
ハ
鴦
口

瘡
ヲ
発
し
、
満
口
糊
ヲ
布
ク
カ
如
ク
、
咽
喉
食
道
隠
痛
、
薬
餌
共
嚥
下

ヲ
妨
ケ
、
疲
労
危
極
、
皮
骨
相
連
申
候
、
伏
枕
六
十
日
、
九
月
初
旬
初

メ
テ
蕊
ヲ
離
し
申
候
、
此
節
ハ
疫
熱
流
行
卜
申
程
一
天
無
し
之
候
得
共
、

尚
両
三
人
シ
シ
不
し
絶
有
し
之
、
就
レ
中
、
急
症
有
し
之
多
ク
ハ
下
利
ヲ
兼

子
不
し
日
二
虚
脱
い
た
し
、
七
八
日
ニ
ソ
鬼
籍
二
上
ル
者
往
為
御
座
候
、

貴
藩
中
、
長
井
音
蔵
君
井
二
長
谷
川
源
右
衛
門
君
、
小
子
治
療
に
て
ハ

両
人
共
泉
下
二
送
り
申
候
、
不
し
堪
二
遺
憾
一
奉
レ
存
候
、
長
井
君
ハ
ロ
ー

デ
ロ
ー
プ
’
一
而
、
最
初
方
煩
悶
甚
敷
、
二
三
日
一
一
ソ
疲
労
虚
脱
、
第
八

日
ニ
ソ
ド
ー
ド
ニ
相
成
候
、
全
ク
イ
ン
ゲ
ワ
ン
デ
ン
之
コ
ウ
デ
ヒ
ュ
ー

ル
ト
被
し
存
候
、
如
レ
此
急
症
ハ
多
ク
見
ザ
ル
所
二
御
座
候
、
長
谷
川
君

ハ
神
経
熱
に
て
、
尤
ス
レ
ー
ペ
ン
デ
’
一
而
、
小
子
受
取
候
ハ
、
初
発
β

第
二
十
七
八
日
メ
一
一
御
座
候
、
強
神
諸
剤
寸
効
無
し
之
、
五
十
日
余
二

主二
高

・
シ
ュ
ー
ル
“
Ⅱ
冒
員
胸
焼
。

。
レ
ウ
マ
チ
ー
セ
ー
詞
胃
巨
日
鼻
雨
戸
リ
ウ
マ
チ
ス
。

。
シ
ン
キ
ン
フ
ー
圏
口
五
口
函
カ
タ
ル
。

、
ガ
ス
テ
リ
セ
”
Ⅱ
隠
黒
『
誘
呂
冑
炎
の
。

・
ウ
オ
ル
ム
Ⅱ
亀
日
日
回
虫
。

・
ガ
ル
コ
ー
ッ
Ⅱ
隠
弄
８
豚
胆
膿
炎
。

ソ
ド
ー
ド
ニ
相
成
申
候
、
何
し
も
伊
東
と
相
談
い
た
し
、
両
人
大
心
配

仕
候
得
共
、
フ
リ
ュ
ク
テ
ロ
ー
ス
と
相
成
、
汗
顔
之
至
奉
レ
存
候
、
高

陽
之
佳
計
、
拝
吟
仕
候
、
尚
病
中
野
調
一
首
入
一
電
覧
一
候

和
一
箕
作
玩
甫
一
中
秋
看
月
之
作
一

弄
風
遥
笛
送
新
愁

一
酔
欲
取
向
敦
謀

月
照
病
顔
凉
透
骨

独
逓
江
上
最
高
楼

右
之
外
病
中
作
数
首
御
座
候
得
共
、
明
年
拝
眉
之
上
、
可
し
入
一
御
覧
一

候
、
尚
逐
日
寒
天
二
相
向
候
、
為
し
適
一
御
保
養
一
奉
レ
祈
候
、
右
貴
酬
、

草
々
頓
首

十
一
月
十
六
Ｈ
夜
借
下
裁

坪
井
信
道

堀
内
忠
龍
様

侍
史

尚
冬
過
日
シ
キ
ュ
ー
タ
葉
御
恵
投
被
二
成
下
一
千
万
奉
レ
謝
候
、
以
上
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第
九
八
号
文
書
坪
井
信
道
書
状
堀
内
忠
亮
宛

。
ロ
ー
デ
ロ
ー
プ
Ⅱ
発
音
通
り
な
ら
ば
『
８
号
ざ
呂
赤
キ
ャ
ベ
ツ
の
こ
と

と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
辞
書
に
も
接
近
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
○
・

目
①
盲
号
赤
痢
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

、
ド
ー
ド
Ⅱ
号
且
死
亡
。

、
イ
ン
ゲ
ワ
ン
デ
ン
Ⅱ
冒
鴇
乏
画
目
の
．
湯
。

．
コ
ウ
デ
ヒ
ュ
ー
ル
－
百
且
く
巨
員
潰
揚
。

・
ス
レ
ー
ペ
ン
デ
ー
里
ｇ
ｇ
ｇ
遷
延
性
。

．
フ
リ
ュ
ク
テ
ロ
ー
ス
Ⅱ
く
冨
呂
二
８
の
無
効
。

・
箕
作
玩
甫
Ⅱ
津
山
侯
侍
医
。
天
保
十
年
、
天
文
台
訳
員
。
安
政
二
年
、

蕃
書
調
所
教
授
。
文
久
三
年
六
月
十
七
日
残
、
六
十
五
歳
。

・
シ
キ
ュ
ー
タ
Ⅱ
９
２
国
蘭
学
者
は
失
鳩
答
の
文
字
を
当
て
て
い
る
。

毒
人
参
の
こ
と
。

（
端
裏
）

「
堀
内
忠
亮
様
坪
井
信
道

病
用
」

口
野
御
奥
様
拝
診
仕
候
、
最
初
方
之
御
患
状
、
逐
一
承
候
、
愚
按
御
産

前
〃
子
宮
之
膨
脹
二
由
テ
、
水
脈
圧
迫
セ
ラ
レ
、
小
便
不
利
之
処
、
御

産
後
二
至
り
、
乳
汁
も
排
泄
不
し
得
し
宜
、
又
々
水
脈
抑
圧
水
気
去
り
兼

候
処
、
時
節
柄
、
流
行
之
脚
気
之
御
気
味
ハ
補
被
レ
成
、
益
小
便
不
利

い
た
し
、
其
中
乳
房
舷
衝
二
而
、
御
熱
勢
も
強
く
被
し
為
し
在
、
今
日
一
一

註

，
日
野
奥
様
Ⅱ
観
月
夫
人
、
諒
阿
録
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
生
ｌ
亮

至
り
、
繊
維
次
第
二
弛
緩
い
た
し
、
諸
器
ノ
機
転
不
し
得
し
宜
、
禅
欝
経

久
い
た
し
候
事
と
奉
レ
存
候
、
御
乳
房
ノ
腫
病
も
破
潰
遊
し
、
膿
汁
も

多
分
出
候
へ
共
、
御
少
服
一
天
、
尚
余
程
閉
塞
被
し
為
し
在
候
様
奉
レ
伺

候
、
今
少
し
解
凝
剤
差
上
度
、
御
容
子
次
第
二
而
〈
、
御
少
服
御
腰
部

等
二
少
し
水
蛭
ニ
テ
も
貼
し
候
而
、
宜
敷
事
も
可
し
有
候
与
、

御
煎
剤

蒲
公
英
根
茅
根

杜
松
子
孕
碆
酒
石

苗
香
或
澄
皮
甘
草

御
散
薬

純
精
酒
石
五
分

チ
キ
タ
リ
ス
五
厘

ソ
イ
ケ
ル
適
宜

右
為
三
包
一
日
夜
二

御
用

先
ハ
、
右
様
之
事
二
而
如
レ
何
可
レ
有
し
之
也
、
愚
按
申
上
置
候
、
此
後

善
悪
之
処
ハ
同
ク
ハ
申
上
難
く
候
へ
共
、
格
別
気
懸
等
之
悪
候
不
レ
被
し

為
し
入
候
へ
共
、
程
能
ハ
利
水
共
被
し
遊
候
ハ
ハ
、
逐
々
御
快
路
へ
御
向
ひ

被
し
遊
候
半
と
奉
レ
存
候
、
併
し
此
大
病
な
る
可
ハ
申
迄
も
無
し
之
段
一
一

御
座
候
、
以
上
、

七
月
廿
二
日
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第
九
九
号
文
書
坪
井
信
道
書
状
堀
内
忠
亮
宛

．
蒲
公
英
根
Ｉ
キ
ク
科
の
タ
ン
ポ
ポ
類
の
根
。
健
胄
・
催
乳
薬
。

、
茅
根
Ｉ
イ
ネ
科
の
チ
ガ
ャ
の
根
茎
。
利
尿
剤
。

．
杜
松
子
Ⅱ
ネ
ズ
の
果
実
。
利
尿
剤
。

、
孕
答
酒
石
Ⅱ
緑
碁
（
硫
酸
鉄
）
精
液
。
解
凝
、
渭
凉
、
駆
熱
剤
。

、
薗
香
Ｉ
冑
疾
患
・
腹
痛
・
疵
痛
に
用
い
る
。

、
榿
皮
Ⅱ
ミ
カ
ン
科
の
ダ
イ
ダ
イ
の
成
熟
果
実
の
果
皮
。
芳
香
性
苦
味
・

健
胄
薬
と
し
て
用
い
る
。

・
甘
草
Ⅱ
胄
塵
壁
・
胄
痛
・
冑
潰
瘍
に
用
い
る
。

（
喘
裏
）「

堀
内
忠
亮
様
坪
井
信
道

病
用
」

両
三
日
ハ
残
炎
別
而
難
レ
凌
御
座
候
、
函
丈
御
清
適
奉
レ
賀
候
、
然
ハ
日

野
御
奥
様
、
昨
日
門
人
差
上
申
候
処
、
兎
角
御
同
様
御
小
水
御
不
利
、

他
ハ
何
も
被
し
為
し
替
候
御
事
も
不
し
被
し
在
候
由
、
昨
日
方
御
指
定
申
上

候
丸
子
井
ニ
ァ
ル
｝
一
ヵ
花
差
上
置
候
、
今
日
ハ
午
後
七
時
一
一
御
伺
申
上

永
元
年
（
一
八
四
八
）
八
月
十
一
日
卒
、
享
年
十
七
。
嘉
永
元
年
五
月

八
日
、
男
子
出
産
後
、
病
腫
に
よ
り
つ
い
に
八
月
十
一
日
に
死
去
せ
る

ゆ
え
、
本
状
は
嘉
永
元
年
七
月
二
十
二
Ｒ
の
書
状
な
る
こ
と
明
白
な
り
。

ソ
イ
ヶ
ル
Ⅱ
切
昌
篇
『
砂
糖
。

（
「
観
月
夫
人
墓
砺
銘
」
）
。

第
一
○
一
号
文
書
坪
井
信
道
書
状
堀
内
忠
亮
（
素
堂
）
宛

苓
冬
坐

二
言
口

・
第
九
八
号
文
言
同
様
、
本
状
は
嘉
永
元
年
八
月
六
日
の
書
状
な
り
。

・
函
丈
Ｉ
先
生
。

・
ア
ル
ニ
ヵ
花
Ⅱ
胃
日
日
Ⅱ
欝
昌
８
三
目
国
目
桔
梗
叩
Ⅱ
利
尿
・
発
汗
剤
。

（
端
裏
）「

素
堂
先
生
衙
」

日
野
様
御
残
念
千
万
奉
二
恐
入
一
候
、
長
万
御
労
心
奉
感
侃
一
候
、
籾
又

昨
日
塩
谷
へ
立
寄
、
豚
児
事
相
頼
候
、
同
氏
言
葉
に
尊
家
方
拙
塾
へ
引

移
候
而
も
、
別
二
有
益
可
し
有
候
に
も
無
し
之
候
ヘ
ハ
、
一
応
賢
兄
迄
ハ

御
断
申
上
候
と
申
事
二
候
、
来
ル
十
六
日
一
天
同
居
い
た
し
居
候
人
、

他
へ
引
越
候
間
、
其
上
而
豚
児
入
塾
い
た
し
候
様
一
一
と
申
事
二
御
座
候
、

此
殿
御
承
知
可
し
被
し
下
候
、
尚
此
後
之
処
、
厳
敷
御
慈
諭
被
二
成
下
一
、

怠
惰
ヲ
御
戒
メ
可
し
被
し
下
候
、
且
塩
谷
へ
参
候
上
も
、
貴
家
へ
罷
出
候

節
ハ
厳
敷
御
鞭
策
可
し
被
し
下
候
、
来
ル
十
六
日
夕
刻
方
拙
宅
へ
一
宿
が

け
に
て
参
り
候
様
申
聞
置
候
、
是
又
御
聞
済
可
レ
被
し
下
候
、
右
相
願
度
、

草
冬
不
具
、

候
心
得
二
御
座
候
、
何
率
御
繰
合
御
柾
駕
被
レ
下
候
様
仕
度
奉
レ
存
候
、

何
も
其
節
可
一
串
上
一
候
、
頓
首

八
月
六
日
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第
一
○
二
号
文
書
坪
井
信
道
書
状
堀
内
忠
亮
宛

註

・
日
野
夫
人
死
去
の
翌
日
、
す
な
わ
ち
嘉
永
元
年
八
月
十
二
日
の
書
状
な

．
、
ｗ
ｚ
Ｑ

・
塩
谷
Ｉ
塩
谷
甲
蔵
・
宕
陰
。
江
戸
の
儒
者
。
慶
応
三
年
九
月
没
。
年
五

十
九
。

．
豚
児
Ⅱ
堀
内
忠
淳
・
忠
亮
・
適
斎
。

去
月
三
日
之
貴
翰
先
日
拝
読
仕
候
、
如
二
高
諭
一
遂
日
寒
威
相
加
候
処
、

尊
標
清
穆
被
し
成
二
御
座
一
奉
二
敬
賀
一
候
、
弊
家
無
異
に
送
光
仕
候
、
乍
レ

憧
御
省
慮
可
レ
被
し
下
候
、
然
は
令
郎
先
日
来
至
極
丈
夫
二
御
勉
励
被
し

成
候
、
過
日
小
弟
少
々
不
快
之
事
有
し
之
、
鴻
ノ
台
ま
て
遊
行
、
其
節
、

豚
児
輩
一
同
御
誘
引
申
候
、
段
を
相
試
候
処
、
進
退
周
旋
至
極
沈
実
之

才
子
と
奉
レ
存
候
、
末
楽
も
し
く
奉
レ
存
候
、
籾
先
達
之
貴
書
二
今
少
し

漢
文
章
修
行
為
し
致
而
ハ
如
何
と
被
二
仰
下
三
付
、
忠
益
子
始
、
寛
輔

へ
も
祁
談
、
御
当
人
へ
も
承
候
処
、
先
此
節
ハ
純
粋
二
西
学
一
一
従
事
被
し

成
乎
と
の
御
事
、
皆
も
其
方
可
レ
然
申
候
二
付
、
即
其
意
二
任
セ
申
候
、

漢
文
字
之
事
ハ
何
地
一
一
而
も
出
来
候
す
の
な
れ
ハ
、
衆
説
之
通
、
先
二

三
年
ハ
専
心
西
文
ヲ
攻
究
被
し
成
候
方
相
考
候
、
此
殿
御
承
知
可
し
被
し

下
候
、
信
良
杯
も
未
た
訳
文
ハ
一
向
出
来
不
し
申
候
へ
共
、
是
ハ
賢
郎

八
月
十
二
日

第
一
○
八
号
文
書
坪
井
信
道
書
状
堀
内
忠
寛
（
素
堂
）
宛

註

・
令
郎
Ⅱ
堀
内
忠
淳
・
忠
亮
・
適
斎
。
忠
寛
・
素
堂
の
嫡
子
。
坪
井
信
道

に
修
学
。

、
豚
児
輩
Ⅱ
坪
井
信
友
や
信
良
な
ど
で
あ
ろ
う
。

．
忠
益
Ⅱ
大
木
忠
益
の
ち
の
坪
井
為
舂
・
芳
洲
。

、
広
瀬
Ⅱ
広
瀬
旭
荘
。

、
令
閨
君
Ⅱ
貞
、
は
じ
め
た
か
と
い
い
、
高
橋
桂
山
の
女
。
明
治
二
十
三

年
十
二
月
三
十
一
日
残
、
八
十
四
歳
。

と
達
上
年
齢
も
余
程
長
申
候
事
ナ
レ
は
、
本
業
肝
要
之
事
二
存
候
、
広

瀬
西
帰
後
ハ
専
ラ
西
聿
亘
相
掛
ラ
セ
申
候
、
兎
角
医
者
ハ
療
治
上
手
二

相
成
候
ハ
で
ハ
相
叶
不
レ
申
候
事
と
奉
レ
存
候
、
賢
郎
ハ
遂
為
ハ
成
業
無
し

疑
奉
レ
存
候
、
必
御
心
配
被
し
成
間
敷
候
、
右
乍
二
延
引
一
貴
答
草
を
申
上

候
、
頓
首

十
月
十
日

坪
井
信
道

堀
内
忠
亮
様

梧
下

尚
魯
令
閨
君
方
野
妻
へ
何
方
之
御
砧
沢
山
二
御
恵
投
被
二
成
下
一
難
し

有
奉
レ
存
候
、
宜
敷
御
礼
申
上
候
様
申
出
候
、
以
上

八
月
廿
日
貴
書
只
今
拝
見
、
如
二
高
諭
一
秋
冷
御
座
候
処
、
益
御
清
寧
被
し
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註

・
令
郎
Ⅱ
堀
内
忠
淳
。

・
研
蔵
Ⅱ
青
木
研
蔵
。

堀
内
先
生

貴
酬
申
上
度
草
々
拝
復

八
月
廿
八
日

成
二
御
座
一
奉
レ
為
二
延
祝
一
候
、
弊
家
無
異
送
光
仕
候
、
乍
レ
憧
御
放
慮
可
し

被
し
下
候
、
然
ハ
ホ
郎
御
事
、
本
月
廿
日
飛
脚
上
程
後
惣
て
拙
塾
へ
御

引
越
被
し
成
、
研
蔵
へ
貴
諭
之
趣
遂
一
承
知
什
候
、
豚
児
兼
而
不
一
二
方
一

御
恩
も
蒙
り
居
候
事
な
れ
ハ
別
而
油
断
ハ
不
し
仕
候
、
此
段
御
安
慮
可
レ

被
し
下
候
、
新
来
之
生
玄
関
取
次
、
従
来
塾
例
二
御
座
候
へ
と
も
、
令

郎
ハ
格
別
之
事
一
一
候
ヘ
ハ
、
此
一
条
ハ
相
除
申
度
存
し
、
塾
生
共
へ
も

申
聞
、
皆
々
同
心
之
処
、
御
当
人
よ
り
夫
二
而
ハ
却
而
迷
惑
致
シ
候
間
、

常
然
衆
人
同
様
二
致
シ
呉
候
様
ニ
ト
申
事
二
御
座
候
間
、
本
意
一
天
無
し

之
候
へ
共
任
二
其
意
一
申
候
、
夜
中
信
良
信
友
一
同
楼
上
二
御
寝
か
し
申

候
、
食
事
も
台
所
一
一
而
御
世
話
申
度
心
得
之
処
、
是
も
衆
と
同
様
塾
中

に
て
同
食
い
た
し
度
と
の
事
二
候
、
是
も
強
而
相
止
メ
不
し
申
任
一
翼
意
一

申
候
、
美
質
ハ
不
し
及
二
申
上
｜
随
分
弘
毅
之
処
も
十
分
有
し
之
様
二
奉
レ

存
候
、
遂
を
御
成
業
無
し
疑
奉
レ
存
候
、
詩
文
之
事
被
二
仰
下
一
候
旨
承
知

仕
候
、
此
段
ハ
熟
考
仕
、
尚
又
拙
按
可
二
申
上
一
候
、
御
老
母
様
井
令
閨

へ
宜
敷
御
安
慮
被
レ
下
候
様
被
二
仰
上
一
可
し
被
し
下
候
、
荊
婦
両
豚
児
へ

も
貴
諭
申
聞
候
、
尚
宜
敷
可
二
申
上
一
候
様
申
出
候
、
先
ハ
右
不
二
取
敢
一

机
下

坪
井
信
道

第
一
二
六
号
文
書
大
槻
俊
斎
書
状
堀
内
素
堂
宛

第
一
一
○
号
文
書
坪
井
信
良
書
状
堀
内
忠
亮
宛

（
端
裏
書
）

「
堀
内
様
大
槻
」

御
発
駕
前
嚥
友
御
事
多
可
レ
被
し
為
し
入
奉
一
察
上
一
候
、
籾
今
日
矢
尾
板

氏
ヲ
以
長
安
身
分
之
儀
、
伊
東
両
人
方
奉
レ
願
候
処
、
早
速
御
承
知
被
二

成
下
一
、
夫
々
思
召
之
御
細
書
被
二
下
置
『
御
深
情
之
程
身
二
余
り
難
し

、
豚
児
Ⅱ
坪
井
信
友
。

．
御
老
母
様
Ⅱ
父
忠
意
・
林
哲
の
配
、
志
賀
氏
。

．
令
閨
Ⅱ
忠
寛
の
妻
、
貞
、
高
橋
桂
山
の
女
。

．
荊
婦
Ⅱ
粂
・
青
地
林
宗
の
長
女
。

・
両
豚
児
Ⅱ
坪
井
信
友
と
坪
井
信
良
。

（
封
上
書
）

「
堀
内
忠
亮
様
坪
井
信
良

麓
品
添
呈
」
←

月
迫
御
多
用
相
察
仕
候
、
過
日
ハ
参
上
御
妨
申
上
候
、
此
乾
崎
乍
二
軽

少
一
友
師
方
到
来
一
一
付
拝
呈
仕
候
、
御
笑
味
可
レ
被
し
下
候
、
勿
々
、
以
上

十
二
月
念
七

（74） 124



註

・
長
安
Ⅱ
湊
長
安
Ⅱ
篠
山
候
侍
医
。
天
文
台
訳
員
。
天
保
九
年
六
月
七
日

残
。

、
伊
東
Ｉ
伊
東
玄
朴
。

、
プ
ロ
ト
ョ
ヂ
レ
チ
ュ
ム
ー
ョ
ー
ド
の
原
液
。

有
仕
合
二
奉
レ
存
候
、
も
は
や
同
人
身
分
之
儀
者
尊
君
様
な
ら
て
ハ

御
托
し
可
二
申
上
一
人
も
無
し
之
、
小
子
共
大
悦
之
余
り
、
早
速
当
人
呼

寄
伊
東
方
も
精
く
申
含
呉
候
処
、
何
分
不
承
知
之
由
に
付
、
尚
又
小
生

方
も
色
々
申
間
候
処
、
何
分
得
心
致
し
不
し
申
、
籾
を
当
惑
仕
候
事
二

御
座
候
、
も
は
や
此
上
小
子
共
取
計
方
も
出
来
兼
、
何
方
之
人
に
奉
レ

願
可
レ
申
様
も
無
二
御
座
一
、
捨
切
候
仕
合
二
御
座
候
、
可
レ
惜
ハ
湊
家
も

此
節
断
絶
致
候
外
無
二
御
座
一
候
、
小
子
に
お
ゐ
て
も
落
涙
に
不
し
絶
事

二
御
座
候
、
強
而
申
聞
候
ハ
ハ
、
御
国
元
へ
も
参
可
し
申
候
得
共
、
御

迷
惑
相
掛
候
事
目
前
二
有
し
之
候
故
、
何
分
御
頼
申
上
候
事
二
御
座
候
、

壱
人
の
老
母
壱
人
の
方
も
路
道
に
迷
ひ
候
事
二
相
成
可
レ
申
、
籾
々
可
レ

嘆
事
一
一
御
座
候
、
伊
東
も
前
文
同
意
二
付
小
子
方
此
段
申
上
置
候
、

一
御
繕
別
之
印
迄
、
何
欺
呈
上
仕
度
奉
レ
存
候
処
、
久
く
不
快
言
プ
何

事
も
任
二
心
底
一
兼
候
故
、
舶
来
之
プ
ロ
ト
ョ
ヂ
レ
チ
ュ
ム
七
分
入
壱
瓶

呈
上
仕
候
、
是
ハ
御
案
内
之
通
内
服
者
一
度
二
十
六
分
瓜
、
日
為
三
度

相
用
候
、
小
子
壱
両
年
空
経
仕
候
処
、
単
ヨ
ヂ
ウ
ム
方
者
効
験
相
見
得

申
候
、
且
又
壱
瓶
六
分
入
、
高
橋
玄
益
様
へ
呈
上
仕
候
間
、
御
席
御
届

被
二
成
下
一
度
奉
レ
願
候
、
病
中
深
文
一
一
付
、
勿
々
如
一
此
御
座
候
、
以
上
、

四
月
廿
四
日
夜

第
一
三
五
号
文
書
林
洞
海
書
状
堀
内
忠
龍
宛

・
単
ヨ
ヂ
ウ
ム
Ⅱ
た
だ
の
ヨ
ヂ
ウ
ム
。

、
本
状
は
筆
跡
か
ら
大
槻
俊
斎
に
相
違
な
し
。
宛
先
は
堀
内
素
堂
と
考
え

ら
れ
る
。
湊
長
安
残
年
の
状
か
。

（
喘
裏
）「

堀
内
忠
龍
様
林
洞
海
」

拝
読
仕
候
、
昨
日
は
遠
方
態
々
御
狂
駕
被
し
下
し
成
候
処
、
他
出
中
二
而

拝
迎
不
レ
仕
失
敬
御
海
恕
可
レ
被
し
下
候
、
揮
御
著
述
幼
々
精
義
御
願
相

済
候
二
付
、
第
二
篇
明
春
御
梓
行
被
し
成
度
二
付
而
は
、
ヒ
ュ
ヘ
ラ
ン

ト
痘
瘡
篇
御
推
録
分
成
候
薬
方
等
、
余
り
さ
っ
と
致
一
一
付
、
穆
私
篤
之

薬
方
御
附
被
し
成
度
、
小
生
草
稿
も
御
座
候
ハ
ハ
差
上
候
様
被
二
仰
下
一

候
得
共
、
未
タ
草
稿
も
無
二
御
座
一
、
今
後
門
生
中
ニ
レ
ッ
テ
ル
写
書
致

者
御
座
候
間
、
ポ
ッ
ク
篇
丈
ヶ
急
二
為
し
写
差
上
候
而
も
宜
候
、
乍
レ
然
御

承
知
之
通
、
西
洋
の
近
頃
は
別
而
牛
痘
計
二
相
成
候
様
子
御
座
候
故
、
モ

ス
ト
も
天
然
痘
は
さ
っ
と
致
候
而
、
殊
二
療
法
之
処
さ
っ
と
過
候
而
、
薬

品
ハ
出
候
得
共
薬
方
一
方
も
無
二
御
座
一
候
、
右
之
通
二
而
も
宜
候
ハ
ハ
、

筆
耕
人
も
貧
生
二
御
座
候
故
相
欲
申
候
問
、
早
速
為
し
写
差
上
可
レ
申
候
、

又
泰
然
之
ヒ
ュ
ヘ
ラ
ン
ト
経
験
は
私
も
写
置
候
間
、
御
用
立
可
レ
申
候
、

一
当
舂
幼
々
精
義
一
冊
頂
載
仕
候
処
、
未
御
礼
不
二
申
上
一
候
、
又
失
鳩

答
を
半
斤
程
金
壱
枚
替
被
二
仰
下
一
承
知
仕
候
、
い
つ
れ
此
方
方
為
し
持

〃 門F＝ 、
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第
一
一
一
一
六
号
文
書
林
洞
海
書
状
堀
内
忠
亮
宛

、
穆
私
篤
Ⅱ
モ
ス
ト
Ｉ
の
、
因
冨
。
鼻

，
レ
ッ
テ
ル
Ⅱ
序
井
関
綴
り
。

．
ポ
ッ
ク
篇
Ⅱ
尻
Ｃ
房
の
ロ
天
然
痘
。

．
泰
然
Ⅱ
佐
藤
泰
然
。

・
失
鳩
答
Ⅱ
シ
キ
ュ
ー
タ
・
毒
人
参

・
毒
人
参

．
林
洞
海
Ⅱ
小
倉
の
医
、
天
保
十
四
年
に
江
戸
で
開
業
。
方
延
元
年
奥
医

師
。
翌
年
侍
医
・
法
眼
。
明
治
二
十
八
年
二
月
二
日
病
殿
。
八
十
三
歳
。

．
幼
☆
精
義
Ⅱ
堀
内
素
堂
の
訳
本
。
原
書
は
ｇ
号
ｇ
ｇ
乏
号
の
百
西
巨
，

壁
画
且
（
国
篭
ｌ
岳
患
）
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
蘭
訳
本
。
天
保
十
年
冬

稿
了
。
弘
化
一
一
年
秋
出
版
。
第
一
輯
は
小
児
疾
病
の
原
病
論
、
第
二
輯

（
端
裏
書
）

「
堀
内
忠
亮
様
林
洞
海

差
上
置
候
」

其
後
は
久
敷
御
疎
情
罷
過
候
、
益
御
清
適
奉
レ
賀
候
、
陳
者
、
昨
冬
御

門
人
相
願
置
候
失
鳩
答
ヱ
キ
ス
、
未
夕
御
国
許
よ
り
到
来
不
し
仕
候
哉
、

は
痘
瘡
論
。

差
上
可
レ
申
候
、
御
著
之
精
義
望
人
御
座
候
ハ
ハ
率
御
願
可
二
申
上
一
候
玲

以
上

十
一
月
十
八
日

註

。

第
一
三
九
号
文
書
林
洞
海
書
状
堀
内
忠
亮
宛

註

・
林
洞
海
Ⅱ
第
一
三
五
文
書
の
註
参
照
。

・
失
鳩
答
Ⅱ
シ
キ
ュ
ー
タ
Ｉ
ｅ
２
ｓ
Ｉ
朝
鮮
毒
人
参
。
鎮
静
剤
。

・
ヘ
ラ
ト
ナ
ー
罵
言
ｇ
ｇ
Ｉ
莨
碧
。

（
端
裏
）「

堀
内
忠
亮
様
林
洞
海
」

過
日
御
覧
被
し
下
し
成
候
カ
ン
ク
ル
睾
丸
、
来
四
日
天
気
宜
敷
御
座
候
へ

は
、
早
朝
て
も
オ
ペ
ラ
チ
ー
に
相
懸
候
間
、
伊
東
迄
仰
出
可
レ
被
し
下
候
、

不
二
天
気
一
御
座
候
ヘ
ハ
、
く
ら
く
寒
く
御
座
候
間
、
六
日
と
相
定
申
候
、

一
御
多
用
中
恐
入
候
得
共
、
ワ
ー
ト
ル
壱
巻
又
々
今
日
有
憐
子
へ
相
頼

候
間
、
御
覧
被
レ
下
候
而
何
分
と
も
乍
二
御
面
倒
一
御
十
分
御
加
筆
可
し
被
し

下
奉
レ
願
候
、
以
上
、

九
月
朔
日

有
合
菓
子
壱
箱
呈
上
仕
候
、
以
上
、

若
到
来
仕
候
ハ
ハ
、
壱
斤
二
而
も
諺
半
斤
二
而
も
御
分
配
奉
レ
願
度
、

代
金
も
其
節
直
二
被
二
仰
聞
一
被
レ
下
度
、
ヘ
ラ
ト
ナ
エ
キ
ス
も
正
真
之

品
二
御
座
候
ハ
ハ
、
半
斤
計
相
願
度
、
書
余
は
拝
顔
可
二
申
上
一
候
、
以
上
、

二
月
廿
一
日
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第
一
四
四
号
文
書
戸
塚
静
海
耆
状
堀
内
忠
亮
宛

・
オ
ペ
ラ
チ
ー
Ｉ
８
ｑ
呉
討
手
術
。

・
ワ
ー
ト
ル
Ⅱ
君
農
閂
。
洞
海
は
天
保
十
一
年
に
訳
し
、
安
政
三
年
に
『
寅

篤
児
薬
性
論
』
と
題
し
て
刊
行
。

林
洞
海
Ⅱ
第
一
三
五
号
文
書

カ
ン
ク
ル
Ⅱ
冨
鼻
閏
癌
腫
。

（
端
裏
）

「
堀
内
忠
亮
様
戸
塚
静
海

奉
復
」

華
墨
拝
謂
仕
候
、
霧
雨
秋
冷
相
催
候
、
愈
御
佳
適
奉
一
敬
賀
一
候
、
然
は

過
日
御
内
話
之
書
生
御
遣
し
被
し
下
面
会
仕
候
、
種
々
御
配
慮
高
誼
感

仕
候
、
何
れ
近
円
舛
堂
委
曲
可
一
申
上
一
候
、
籾
又
先
日
差
上
候
書
籍
篤

と
御
覧
被
レ
下
度
候
、
書
余
拝
顔
申
上
度
、
早
々
拝
答
不
備
、

八
月
十
九
日

十
八
歳
。

註

戸
塚
静
海
Ｉ
松
平
薩
摩
守
侍
医
。
名
は
維
秦
。
安
政
五
年
、
徳
川
家
定

の
病
篤
き
と
き
挙
げ
ら
れ
て
奥
医
師
と
な
る
。
明
治
九
年
一
月
残
。
七

註海
Ⅱ
第
一
三
五
号
文
書
の
註
参
照
。

第
一
四
五
号
文
書
湊
長
安
書
状
堀
内
忠
龍
宛

奎
吐

・
湊
長
安
Ⅱ
第
一
二
六
号
文
言
の
註
参
照
。

（
端
裏
）「

堀
内
忠
龍
様
湊
長
安
」

月
迫
御
多
用
奉
レ
察
候
、
愈
御
清
栄
被
し
成
二
御
座
奉
二
大
賀
一
候
、
陳
者

此
福
寿
草
昨
年
も
献
上
仕
候
間
、
不
二
相
変
一
当
年
も
献
上
仕
度
候
、
生

く
さ
白
魚
相
添
差
上
申
候
、
右
御
頭
様
方
江
も
御
評
議
被
レ
下
、
可
レ
然

之
儀
一
一
御
座
候
ハ
ハ
、
御
上
ケ
被
レ
下
度
相
願
申
候
、
尤
先
達
而

御
舛
進
之
節
ハ
引
書
中
二
而
、
恐
悦
一
一
モ
不
一
罷
出
一
候
、
是
亦
宜
敷
御

執
計
候
様
、
被
二
仰
上
一
被
レ
下
度
、
此
段
奉
レ
願
候
、
以
上
、

十
二
月
廿
九
日
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｜
月
例
会
一
月
二
十
三
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
附
属
病
院
五
階
集
談
室

一
ド
イ
ツ
大
教
師
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
著
述
一
‐
東
京
医
学
」
②
小
川
鼎
三

レ
オ
ポ
ル
ド
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
が
日
本
を
去
っ
て
十
三
年
を
経
た
一
八
八
八

年
に
雑
誌
己
の
貝
“
呂
①
詞
巨
日
号
呂
四
厘
に
載
せ
た
「
東
京
医
学
」
と
題
す
る

論
著
は
甚
だ
興
味
が
あ
る
。
前
回
に
そ
の
前
半
の
大
要
を
紹
介
し
検
討
を
加

え
た
が
今
回
は
後
半
（
第
三
、
四
、
五
章
）
を
と
り
扱
っ
た
。

第
三
章
で
は
ミ
ュ
ル
レ
ル
が
明
治
四
年
東
校
に
着
任
し
て
、
す
ぐ
に
医
学

生
に
試
問
を
や
り
、
成
績
が
全
く
だ
め
と
判
定
、
全
部
の
生
徒
が
医
学
の
修

業
を
最
初
か
ら
や
り
直
す
べ
し
と
宣
言
し
て
、
日
本
が
わ
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
た
。
そ
し
て
さ
っ
そ
く
ホ
フ
マ
ン
と
共
に
半
分
づ
つ
分
け
て
一
週
十
二

時
間
も
解
剖
学
の
講
義
を
は
じ
め
た
。
土
曜
日
ご
と
に
試
験
し
て
、
修
業
の

見
込
あ
り
と
さ
れ
た
五
十
九
人
だ
け
残
し
て
他
の
者
は
や
め
さ
せ
た
。
（
い

ま
鉄
門
ク
ラ
ブ
の
名
簿
で
明
治
九
年
の
東
京
医
学
校
卒
業
生
は
舟
一
名
と
あ

る
の
で
、
こ
の
五
十
九
人
の
半
分
よ
り
少
し
多
く
が
卒
業
で
き
た
と
お
も
う
）

ミ
ュ
ル
レ
ル
は
右
の
学
級
は
特
別
扱
い
に
し
、
こ
れ
と
平
行
し
て
正
規
な

ド
イ
ツ
の
医
科
大
学
に
近
い
も
の
を
日
本
に
作
る
こ
と
を
図
り
、
そ
の
予
科

教
育
を
ド
イ
ツ
の
罰
の
巴
堕
日
目
の
Ｅ
日
と
合
致
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た

め
数
学
、
物
理
、
化
学
、
動
物
学
、
ラ
テ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
の
教
師
を
精
選

し
て
ド
イ
ツ
か
ら
迎
え
、
或
い
は
日
本
に
来
て
い
る
ド
イ
ツ
人
を
転
勤
さ
せ

た
り
し
た
。
開
成
所
す
な
わ
ち
南
校
の
校
長
（
名
前
を
あ
げ
て
い
な
い
が
フ

ル
ベ
ッ
キ
で
あ
る
）
は
錠
前
屋
が
本
職
で
、
日
本
人
の
機
嫌
を
と
る
こ
と
ば

か
り
や
り
、
そ
こ
の
教
師
の
選
択
雇
用
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
と
非
難
し
て
い

る
。
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
構
想
で
は
医
学
教
育
は
予
科
七
年
、
本
科
五
年
を
要
し
、

成
績
優
秀
な
卒
業
生
を
三
年
間
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
せ
て
講
師
の
資
格
を
得
さ

せ
る
。
日
本
人
は
十
五
年
間
も
か
か
っ
て
は
大
変
だ
と
い
っ
た
が
、
い
ま
（
一

八
八
八
年
）
は
自
分
が
主
張
し
た
通
り
に
な
っ
て
き
た
。

病
院
に
は
日
本
が
わ
の
考
え
る
「
学
問
の
あ
る
」
医
者
が
沢
山
い
た
が
、

彼
ら
は
基
礎
的
知
識
に
欠
け
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
。
し
か
し

解
剖
の
助
手
田
口
氏
は
す
ぐ
れ
た
人
で
、
い
ま
ベ
ル
リ
ン
に
来
て
い
る
が
、

近
ご
ろ
欧
州
の
医
学
雑
誌
に
甚
だ
よ
い
論
文
を
発
表
し
た
。
（
田
口
和
美
の

ド
イ
ツ
留
学
は
一
八
八
七
年
五
月
よ
り
翌
八
八
年
十
月
ま
で
）

第
四
章
。
年
配
の
医
者
や
文
部
省
の
役
人
が
抵
抗
し
た
が
、
文
部
卿
大
木

（
喬
任
）
氏
が
よ
く
理
解
し
支
持
し
た
の
で
、
医
学
校
の
整
備
が
で
き
た
。
予

科
三
年
、
本
科
五
年
の
学
則
が
定
め
ら
れ
、
各
学
年
の
教
科
内
容
が
こ
の
論

文
に
載
っ
て
い
る
。
予
科
の
第
一
年
が
ド
イ
ツ
語
、
算
数
、
地
理
総
説
、
高

等
和
漢
学
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
所
で
ド
イ
ツ
語
を
修
め
た
も
の
は
こ
の
学

年
を
略
し
得
る
と
但
し
書
が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
本
科
の
第
三
年
（
全
体
の

第
六
年
で
大
学
の
第
五
と
第
六
ゼ
メ
ス
テ
ル
）
に
思
岳
○
一
畠
庸
巨
．
目
胃
国
‐

且
①
と
あ
る
の
が
、
今
日
の
内
科
総
論
と
各
論
に
当
る
と
お
も
う
。

学
年
制
度
で
あ
っ
て
、
各
学
年
の
終
り
の
試
験
に
及
第
し
な
い
者
は
原
級

に
止
ま
る
。
全
コ
ー
ス
を
終
え
た
と
き
大
試
験
が
あ
る
。
外
国
語
は
専
ら
ド

イ
ツ
語
で
あ
っ
て
、
予
科
の
終
り
に
は
通
訳
を
要
せ
ず
、
本
科
第
二
年
の
終

り
に
は
学
生
が
ド
イ
ツ
語
を
よ
く
話
し
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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試
験
の
席
に
日
本
の
高
官
や
ド
イ
ツ
公
使
館
員
が
陪
席
し
た
と
あ
る
。

教
場
の
改
善
で
は
紙
の
障
子
を
ガ
ラ
ス
に
換
え
た
り
、
机
と
椅
子
、
ス
ト

ー
ブ
を
備
え
た
り
し
た
。
図
書
館
や
薬
局
の
整
備
は
困
難
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

日
本
人
に
時
間
の
観
念
と
時
間
を
守
る
こ
と
を
教
え
た
。
週
制
度
に
し
て
日

曜
を
休
み
と
し
た
。
従
来
の
日
本
の
や
り
方
で
は
授
業
の
時
間
割
が
組
め
な

い
。

日
本
人
の
洋
装
は
し
ば
し
ば
噴
飯
も
の
で
あ
る
。
平
常
の
生
活
で
男
も
女

も
体
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
人
に
み
せ
て
恥
か
し
が
ら
な
い
。
「
我
鳧
に
お

け
る
ギ
リ
シ
ア
の
彫
刻
の
よ
う
に
」
と
あ
る
が
、
裸
で
平
気
な
点
が
彫
刻
の

よ
う
だ
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
そ
の
風
習
は
殊
に
女
で
は
変
っ
て
き
た
と
い

ス
ノ
Ｏ

第
五
章
。
一
八
七
四
年
八
月
に
自
分
ら
と
日
本
政
府
と
の
契
約
が
き
れ
た
。

日
本
が
わ
は
私
ど
も
に
な
お
続
け
て
医
学
校
で
教
育
や
診
療
を
や
っ
て
も
ら

い
た
い
。
し
か
し
新
し
い
規
則
で
長
官
は
す
べ
て
日
本
人
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
、
医
学
校
の
校
長
は
た
だ
形
式
的
に
日
本
人
に
す
る
が
、
実
際
は

元
の
ま
ま
で
、
校
長
と
提
携
し
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
っ
た
。
そ
の
口

先
き
に
乗
ら
ず
、
自
分
は
拒
絶
し
た
。
こ
の
拒
絶
が
正
し
か
っ
た
こ
と
は
ベ

ル
リ
ン
で
ド
ク
タ
ー
の
学
位
を
と
っ
た
若
い
日
本
人
が
一
八
七
六
年
に
東
京

医
学
校
の
長
に
な
っ
た
の
で
も
わ
か
る
。
そ
の
人
は
欧
州
だ
っ
た
ら
せ
い
ぜ

い
助
手
己
貝
角
胃
異
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
自
分
の
上
に
立
つ
と
は
！
（
こ

の
日
本
人
は
池
田
謙
斎
に
ち
が
い
な
い
）

ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
は
一
八
七
五
年
十
一
月
末
で
皇
室
の
侍
医
に
任

ぜ
ら
れ
た
。
こ
ん
ど
は
宮
内
省
に
属
し
た
わ
け
だ
が
、
ド
イ
ツ
か
ら
一
八
七

四
年
の
末
に
後
任
者
（
内
科
ウ
ェ
ル
’
一
上
と
外
科
シ
ュ
ル
ッ
ェ
）
が
着
い
て

も
》
な
お
暫
く
彼
ら
は
医
学
校
の
仕
事
を
い
っ
し
ょ
に
や
り
や
七
五
年
の

イ
ー
ス
タ
ー

復
活
祭
以
後
は
全
く
医
学
校
か
ら
身
を
ひ
い
た
。
木
戸
（
孝
允
）
が
卒
中
で
倒

れ
、
岩
倉
（
具
視
）
が
刺
客
に
お
そ
わ
れ
て
彼
ら
の
治
療
を
う
け
た
。
初
め
の

三
年
間
の
契
約
が
き
れ
た
と
き
彼
ら
は
天
皇
か
ら
日
本
刀
を
下
賜
さ
れ
た
。

ミ
ュ
ル
レ
ル
が
甚
だ
不
満
な
一
件
と
し
て
い
る
の
は
東
京
医
学
校
は
彼
ら

が
去
る
や
否
や
洋
医
速
成
の
た
め
の
通
学
生
制
度
を
明
治
八
年
五
月
に
作
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
後
に
そ
れ
は
別
課
生
と
よ
ば
れ
、
日
本
人
教
授
が
日
本
語

を
も
っ
て
教
え
た
の
で
あ
る
。
別
課
を
設
け
た
の
は
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
主
義
に

は
大
い
に
反
し
た
が
、
日
本
で
は
当
時
焦
眉
の
急
で
あ
っ
た
洋
方
医
の
不
足

を
そ
れ
に
よ
り
あ
る
程
度
補
い
得
た
の
で
あ
り
、
別
課
卒
業
生
か
ら
偉
い
医

者
が
か
な
り
多
く
生
れ
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

日
本
人
の
医
者
は
ま
だ
実
力
が
な
い
の
に
西
洋
を
外
観
的
に
ま
ね
る
傾
き

が
あ
る
と
し
て
、
一
軒
の
医
療
器
械
店
が
聴
診
器
二
千
個
を
売
っ
た
こ
と
や

、
検
眼
鏡
何
百
個
が
と
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
、
検
眼
鏡
の
使
い

方
も
知
ら
な
い
の
に
と
閏
け
る
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
範
を
と
っ
た
明
治
日
本
の
医
学
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
据
え
た

ミ
ュ
ル
レ
ル
の
努
力
と
功
績
は
確
か
に
甚
だ
大
き
い
。
彼
は
こ
の
論
文
で
そ

れ
を
誇
っ
て
い
る
の
は
当
然
だ
が
、
独
善
的
な
言
動
も
所
々
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

日
本
を
去
る
に
当
っ
て
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
彼
ら
夫
妻
を
浜
御
殿
に
招

い
て
、
大
い
に
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
し
、
そ
の
他
に
も
驍
大
な
歓
送
会
が

次
々
と
開
か
れ
た
。
ミ
ュ
ル
レ
ル
夫
妻
は
一
八
七
五
年
十
二
月
廿
五
日
、
横

浜
を
た
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
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二
十
九
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
医
学
教
育
を
探
る
岡
島
道
夫

一
八
六
九
年
に
北
ド
イ
ツ
は
各
州
を
統
一
す
る
医
師
免
許
規
則
を
施
行
し
、

在
学
年
限
、
必
須
科
目
、
試
験
の
細
目
を
定
め
た
。
当
時
の
在
学
年
限
は
十

学
期
（
五
年
）
で
、
五
学
期
終
了
時
に
医
師
前
期
試
験
を
行
い
、
第
十
学
期

に
医
師
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
医
師
試
験
は
解
剖
、
生
理
、
病
理
、

外
科
眼
科
、
内
科
、
産
婦
人
科
、
衛
生
の
七
科
目
参
房
島
国
胃
）
よ
り
な

り
、
各
科
目
は
一
な
い
し
五
の
弓
昌
に
分
か
れ
て
い
た
。
各
弓
昌
ご
と

に
合
否
が
決
定
し
、
不
合
格
の
と
き
は
そ
の
弓
昌
だ
け
を
定
め
ら
れ
た
日

時
に
再
受
験
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

医
師
免
許
規
則
は
一
九
○
一
年
に
改
正
さ
れ
、
在
学
年
限
が
一
学
期
延
長

さ
れ
、
卒
後
一
年
間
の
指
定
病
院
で
の
実
地
修
練
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
が

亀
国
冨
切
目
の
の
置
耳
）
、
こ
れ
が
米
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
母
体
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
試
験
科
目
は
一
九
二
四
年
に
十
四
に

増
え
、
在
学
年
限
は
一
九
二
七
年
に
一
学
期
延
長
さ
れ
た
。
一
九
五
三
年
の

改
正
に
よ
り
医
師
試
験
は
十
二
科
目
に
整
理
さ
れ
、
卒
後
の
実
地
修
練
は
一

年
に
延
長
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
に
再
試
験
の
扱
い
は
大
き
く
変
わ
り
、
不

合
格
科
目
の
数
が
多
い
と
き
は
他
科
目
の
合
格
も
無
効
と
な
り
、
全
科
目
を

再
受
験
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
考
え
方
が
導
入
さ
れ
た
。

さ
ら
に
免
許
規
則
は
一
九
七
二
年
か
ら
根
本
的
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
馬
号
匡
①
扁
胃
冨
侭
が
取
入
れ
ら
れ
、
実
習
が
一
層
強
化
さ
れ
る
が
、
そ

の
反
面
ド
イ
ツ
の
伝
統
で
あ
っ
た
爵
巨
宮
く
且
①
の
回
．
ｍ
は
必
須
か
ら
は
ず
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
従
来
す
べ
て
口
答
で
あ
っ
た
試
験
は
昌
匡
三
烏

呂
。
－
８
方
式
に
改
め
ら
れ
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

｜
お
玉
ケ
池
種
痘
所
と
種
痘
法
の
伝
来
小
川
鼎
三

伊
東
玄
朴
は
安
政
吃
年
哩
月
詔
日
に
生
れ
た
。
こ
れ
を
太
陽
暦
に
す
る
と

一
八
○
一
年
二
月
十
一
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
九
世
紀
の
第
一
年
で
あ
る
。

亡
く
な
っ
た
と
き
数
え
年
の
沌
歳
で
あ
る
が
、
満
歳
和
歳
と
９
日
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
学
の
歴
史
を
み
る
と
、
同
じ
年
に
生
れ
た
人

に
、
ド
イ
ツ
医
学
の
興
隆
の
基
を
築
い
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
い
る
。

伊
東
玄
朴
残
後
百
年
記
念
講
演
会

こ
の
よ
う
に
十
九
世
紀
後
半
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
歴
史
的
変
遷
を
み
て

く
る
と
、
内
容
に
お
い
て
米
国
に
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
ド
イ
ツ
の
医
学
教
育
は
医
学
の
進
歩
や
社
会
の
変
化
に
歩
調
を
合
わ
せ

よ
う
と
し
て
、
二
○
’
三
○
年
間
隔
で
そ
の
制
度
を
大
き
く
改
革
し
て
き
た

事
実
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
医
学
教
育
の
内
容
を
み
る
と
、
現
在
の
日
本
は
ド

イ
ツ
と
米
国
の
中
間
で
は
な
く
、
両
国
を
含
め
た
欧
米
の
医
学
と
い
う
枠
か

ら
遠
く
離
れ
て
お
り
、
こ
の
隔
絶
の
中
に
日
本
が
今
抱
え
て
い
る
矛
盾
が
発

生
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
隔
絶
が
明
治
の
初
期
か
ら
あ
っ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も

百
年
の
歳
月
の
う
ち
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
、
こ
の
辺
の
事
情
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
日
本
の
体
質

を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
改
革
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
月
例
会
二
月
二
十
日
（
土
）

於
朝
日
講
堂
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こ
れ
か
ら
、
私
は
日
本
に
、
ジ
ニ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
接
種
法
が
ど
う
い
う
ふ

う
に
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
か
、
そ
れ
か
ら
、
お
玉
ケ
池
種
痘
所
が
江
戸
に
設

け
ら
れ
て
、
結
局
そ
れ
が
現
在
の
東
京
大
学
医
学
部
に
続
い
た
こ
と
、
そ
れ

に
関
し
た
伊
東
玄
朴
の
大
き
な
功
績
を
述
べ
る
。

英
国
の
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
牛
痘
接
種
に
よ
り
人
の
天
然
痘
を
防
ぐ
方
法
を
発

見
し
た
の
は
一
七
九
六
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
五
月
十
四
日
に
フ
ィ
プ
ス
と

い
う
８
歳
の
少
年
に
乳
絞
り
女
の
サ
ラ
・
ネ
ル
メ
ス
の
手
に
で
き
た
牛
痘
の

汁
を
と
っ
て
植
え
た
。
こ
の
少
年
は
植
え
て
か
ら
７
日
目
に
発
病
、
９
日
目

に
食
欲
不
振
、
軽
い
寒
気
、
頭
痛
を
訴
え
、
夜
中
に
少
し
不
安
状
態
で
あ
っ

た
が
、
加
日
目
に
全
快
し
た
。
そ
の
後
、
９
月
１
日
に
人
の
天
然
痘
の
種
を

植
え
た
が
何
も
変
化
が
起
ら
な
か
っ
た
。
数
ケ
月
後
に
再
び
人
の
天
然
痘
を

植
え
て
変
化
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
実
験
成
功
の
第
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
を

ロ
ン
ド
ン
の
王
立
協
会
に
手
紙
で
報
告
し
た
が
、
そ
の
時
は
公
表
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
か
ら
２
年
後
の
一
七
九
八
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
、
前
述
の
例
の
他

に
別
例
近
く
の
経
験
を
述
べ
た
一
冊
を
自
費
出
版
し
た
。

日
本
で
は
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
第
一
例
が
自
分
の
息
子
に
や
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
誤
ま
り
で
あ
る
。
一
七
九
八
年
の
本
に
は
８
歳
の
健
康
な

少
年
と
あ
る
だ
け
で
名
前
は
書
い
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
間
違
い

が
起
っ
た
と
思
う
。
他
の
子
供
達
に
は
名
前
が
つ
い
て
い
る
の
に
第
一
例
だ

け
は
名
前
が
書
い
て
な
い
の
は
ち
ょ
っ
と
不
思
議
で
あ
る
。

九
八
年
の
発
表
は
大
き
い
反
響
を
も
た
ら
し
た
。
初
め
に
は
、
は
げ
し
い

反
対
論
も
お
き
た
。
そ
の
こ
と
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
風
刺
画
で
も
み
ら
れ

る
。
牛
の
病
気
を
人
間
に
植
え
た
た
め
に
、
人
間
に
牛
の
角
が
生
え
て
く
る

と
い
っ
た
絵
を
画
い
て
い
る
。
し
か
し
、
間
も
な
く
そ
の
有
効
性
は
世
界
に

広
く
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
厳
重
な
鎮
国
を
布
い
て
い
る
当
時
の

日
本
で
は
そ
の
方
法
を
と
り
入
れ
る
こ
と
が
甚
だ
む
つ
か
し
か
っ
た
。
結
局

、
日
本
で
牛
痘
法
が
成
功
す
る
の
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
、
長
崎
に
お

い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
忽
ち
に
全
国
に
広
ま
っ
た
。
こ
の
長
崎
で
の
成
功
、

そ
の
後
の
全
国
へ
の
普
及
に
伊
東
玄
朴
の
果
し
た
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

ま
た
、
種
痘
法
の
成
功
、
効
果
を
土
台
に
し
て
、
当
時
、
漢
方
医
た
ち
か
ら

ひ
ど
く
圧
迫
さ
れ
て
い
た
藺
方
医
た
ち
は
反
提
し
て
力
を
の
ば
し
て
行
っ
た
。

こ
の
時
、
伊
東
玄
朴
の
役
目
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
種
痘
法
が
い
つ
頃
ど
う
し
て
日
本
に
伝
っ
て
き
た
か
を

み
る
と
、
現
在
、
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の

馬
場
佐
十
郎
が
享
和
二
年
か
三
年
（
一
八
○
二
’
三
）
に
、
商
館
長
の
ヘ
ン

ド
リ
ッ
ク
・
ヅ
ー
フ
か
ら
牛
痘
法
の
話
を
聞
い
た
と
の
ち
に
な
っ
て
書
い
て

い
る
。
そ
れ
が
日
本
人
が
牛
痘
法
を
知
っ
た
最
初
だ
ろ
う
と
な
っ
て
い
る
。

長
場
佐
十
郎
は
語
学
の
天
才
と
し
て
有
名
な
人
物
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の

他
に
英
語
、
ロ
シ
ア
語
も
で
き
た
。
馬
場
佐
十
郎
が
の
ち
に
北
海
道
で
ロ
シ

ア
語
の
簡
単
な
牛
痘
法
の
手
引
書
を
入
手
し
た
。
そ
れ
は
一
八
○
三
年
に
ペ

ー
テ
ル
プ
ル
グ
で
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
訳
し
て
文
政
三
年

（
一
八
二
○
）
に
「
遁
花
秘
訣
」
と
題
す
る
一
冊
に
ま
と
め
た
。
中
国
で
天

然
痘
を
天
花
と
い
っ
た
の
で
そ
の
花
を
遁
が
れ
る
秘
訣
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
ロ
シ
ア
語
の
手
引
書
は
中
川
五
郎
治
が
一
八
○
七
年
に
エ
ト
ロ
フ
で
ロ

シ
ア
人
に
捕
え
ら
れ
、
五
年
間
シ
ベ
リ
ア
を
流
浪
し
て
い
た
あ
い
だ
に
入
手

し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
佐
十
郎
が
松
前
に
出
張
し
て
き
た
時

に
見
つ
け
て
、
当
時
、
函
館
に
捕
え
ら
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
軍
人
ゴ
ロ
ー
ニ
ン

と
そ
の
部
下
の
ム
ー
ル
に
質
問
し
な
が
ら
、
訳
し
た
。
こ
の
遁
花
秘
訣
は
ロ
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シ
ア
語
か
ら
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
日
本
で
最
初
の
本
で
あ
る
と
同
時
に
ジ
ェ

ン
ナ
ー
の
種
痘
法
を
述
べ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
二
○
年
の

作
で
あ
る
。

隣
り
の
中
国
で
は
一
八
○
五
年
に
英
国
人
の
医
者
ピ
ア
ソ
ン
が
広
東
で
牛

痘
接
種
を
始
め
て
い
る
。
そ
の
あ
と
中
国
で
は
特
に
邸
浩
川
が
熱
心
に
こ
の

方
法
を
研
究
し
、
十
余
年
の
あ
と
「
引
痘
略
」
と
い
う
本
を
出
し
た
（
一
八

一
七
）
。
従
っ
て
、
中
国
大
陸
経
由
の
牛
痘
法
の
知
識
も
日
本
に
入
り
、
漢

方
医
の
中
に
も
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
人
が
い
た
に
違
い
な
い
。

日
本
に
牛
痘
法
の
知
識
が
入
り
、
嘉
永
二
年
に
成
功
す
る
ま
で
の
間
、
日

本
で
は
ど
う
い
う
種
痘
法
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
長
崎
で
は
一
八

二
三
年
に
来
日
し
た
有
名
な
シ
ー
ポ
ル
ト
が
牛
痘
苗
を
も
っ
て
き
て
日
本
人

の
子
供
に
植
え
た
が
、
成
功
し
な
い
。
そ
の
後
、
彼
は
六
年
間
の
長
崎
滞
在

中
に
再
び
痘
苗
を
と
り
よ
せ
て
試
み
た
と
思
う
が
、
や
は
り
だ
め
で
あ
っ
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
が
大
事
件
を
起
し
て
日
本
を
追
放
さ
れ
た
あ
と
、
し
ば
ら
く
出

島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
医
者
の
来
任
が
な
か
っ
た
。
一
八
三
九
年
に
来
た
リ

シ
ュ
ー
ル
と
い
う
藺
館
医
も
牛
痘
苗
の
接
種
を
し
た
が
、
こ
れ
も
不
成
功
に

終
っ
た
。
つ
ま
り
、
パ
タ
ピ
ァ
か
ら
の
長
い
航
海
の
間
に
牛
痘
苗
が
古
く
な

り
腐
敗
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
人
痘
接
種
、
つ
ま
り
、
軽
い
天
然
痘
か
ら

種
を
取
っ
て
、
そ
れ
を
植
え
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
古
く
か
ら
行
わ
れ
た

方
法
で
あ
る
が
、
特
に
、
日
本
で
は
一
七
Ｗ
○
年
代
に
支
那
か
ら
長
崎
に
来

て
い
た
杭
州
の
李
仁
山
と
い
う
商
人
に
よ
り
、
人
痘
接
種
法
が
伝
わ
っ
た
。

し
か
し
、
天
保
年
間
、
つ
ま
り
、
一
八
三
○
年
代
に
、
日
本
で
い
う
西
洋
式

の
人
痘
接
種
、
人
の
天
然
痘
か
ら
種
を
と
っ
て
、
腕
か
脚
に
傷
を
つ
け
て
柿

え
る
方
法
が
少
数
な
が
ら
行
わ
れ
た
。
支
那
式
の
人
痘
接
種
は
人
の
天
然
痘

の
か
さ
ぶ
た
を
粉
に
し
て
、
鼻
の
中
に
吹
き
込
む
方
法
で
あ
っ
た
。
英
国
で

も
ジ
ェ
ン
ナ
ー
以
前
は
か
な
り
盛
ん
に
人
痘
接
種
が
行
わ
れ
た
様
子
で
あ
る
。

一
八
三
○
年
か
ら
一
八
四
○
年
代
に
な
る
と
、
Ｈ
本
の
一
部
の
蘭
学
者
た
ち

は
外
国
で
非
常
に
良
い
成
績
を
あ
げ
て
い
る
牛
痘
法
を
何
と
か
し
て
と
り
入

れ
よ
う
と
焦
慮
し
て
い
た
。
そ
の
活
路
を
切
り
開
い
た
の
が
伊
東
玄
朴
た
ち

で
あ
っ
た
。

玄
朴
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
鍋
島
藩
の
藩
医
と
な
っ
て
い
る
。
嘉

永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
出
島
の
藺
館
医
モ
ー
ニ
ッ
ケ
が
牛
痘
苗
を
も
っ
て

来
日
し
、
こ
れ
を
試
み
た
が
不
成
功
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
鍋
島
藩
医
楢
林

宗
建
が
痘
苗
は
か
さ
ぶ
た
を
取
り
寄
せ
た
方
が
成
功
し
や
す
い
だ
ろ
う
と
進

言
し
た
。
か
さ
ぶ
た
が
到
着
し
た
の
が
嘉
永
二
年
で
、
早
速
、
こ
れ
を
す
り

つ
ぶ
し
て
植
え
た
と
こ
ろ
、
楢
林
宗
建
の
息
子
の
建
二
郎
に
植
え
た
の
が
成

功
し
、
皆
が
大
変
に
喜
こ
ん
だ
。
そ
れ
で
長
崎
で
多
く
の
子
供
に
植
え
、
そ

の
翌
月
に
藩
主
の
鍋
島
直
正
が
宗
建
を
佐
賀
に
招
い
て
自
分
の
息
子
淳
一
郎

（
直
大
）
や
貢
姫
ら
に
種
痘
さ
せ
た
。
長
崎
で
成
功
し
た
痘
苗
が
江
戸
在
住

の
鍋
島
藩
医
で
あ
る
伊
東
玄
朴
の
も
と
に
十
一
月
十
一
日
に
達
し
た
。
玄
朴

は
早
速
、
藩
邸
に
住
む
子
供
た
ち
に
接
種
を
し
た
。
ま
た
、
小
児
科
医
の
桑

田
立
斎
に
痘
苗
を
分
与
し
た
。

当
時
の
医
学
界
は
漢
方
が
官
学
で
あ
る
た
め
、
漢
方
医
が
つ
よ
い
勢
力
を

持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
新
興
の
蘭
学
に
圧
迫
を
加
え
て
い
た
。
漢
方
医
の

中
心
人
物
は
江
戸
の
医
学
館
を
世
襲
で
主
宰
し
て
い
る
多
紀
氏
で
あ
っ
た
。

嘉
永
二
年
三
月
、
「
幕
府
に
仕
え
る
医
官
は
外
科
と
眼
科
の
外
は
西
洋
流
の

医
術
を
用
い
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
命
令
が
幕
府
か
ら
出
た
。
そ
の
他
、

洋
書
の
輸
入
や
雛
訳
本
の
出
版
も
幕
府
の
許
可
を
必
要
と
す
る
規
則
を
作
っ
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た
。
こ
れ
は
勢
力
の
あ
っ
た
多
紀
氏
が
幕
府
を
介
し
て
強
い
圧
力
を
蘭
方
医

に
か
け
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
圧
力
を
は
ね
返
し
た
の
は
種
痘
法
の
効

力
を
ふ
ま
え
た
關
方
医
の
反
撃
で
あ
っ
た
。
そ
の
反
撃
の
先
頭
に
立
っ
た
の

が
伊
東
玄
朴
で
あ
っ
た
。

お
玉
ケ
池
種
痘
所
を
作
っ
た
き
っ
か
け
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
三
月
、

北
海
道
で
の
天
然
痘
流
行
に
対
し
て
幕
府
は
種
痘
医
を
公
募
し
、
派
遣
し
た
。

こ
の
こ
と
が
江
戸
で
の
種
痘
所
を
作
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
う
。
京
都
、

大
阪
で
は
早
く
か
ら
除
痘
館
が
で
き
、
一
般
に
種
痘
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

江
戸
で
は
将
軍
の
お
膝
元
で
あ
り
、
医
学
館
の
目
が
光
っ
て
い
る
た
め
に
、

種
痘
所
を
設
け
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
突
き
破
っ
た
の
が
種
痘

所
の
設
置
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
老
中
の
一
人
が
佐
倉
藩
主
堀
田
正
睦
で
あ

っ
た
。
進
歩
的
で
洋
学
を
好
む
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
下
に
有
力
な
官
僚
と
し

て
、
川
路
聖
謨
が
い
た
。
こ
の
人
達
が
北
海
道
に
種
痘
医
を
送
る
こ
と
を
実

現
さ
せ
た
と
思
う
。

そ
の
好
機
を
逸
せ
ず
、
伊
東
玄
朴
、
戸
塚
静
海
、
林
洞
海
、
三
宅
艮
斎
ら

の
蘭
方
医
約
十
人
が
下
谷
練
塀
町
の
大
槻
俊
斎
の
家
に
集
ま
り
、
種
痘
所
を

作
る
相
談
を
し
た
。
そ
し
て
、
川
路
聖
誤
の
名
前
で
聖
謨
の
拝
領
し
た
、
お

玉
ケ
池
の
土
地
で
種
痘
所
を
開
業
し
て
良
い
か
と
い
う
伺
い
害
を
安
政
四
年

十
二
月
に
幕
府
に
提
出
し
た
。
つ
ま
り
、
勘
定
奉
行
が
自
分
の
土
地
を
伊
東

玄
朴
に
貸
し
て
、
江
戸
の
市
民
に
種
痘
を
や
っ
て
良
い
か
と
伺
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
、
老
中
堀
田
正
睦
は
翌
年
一
月
十
五
日
に
許
可
を
与
え
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
幕
府
の
要
人
で
あ
る
堀
田
正
睦
と
川
路
聖
謨
、
そ
れ
に
政

治
的
手
腕
に
富
ん
で
い
た
藺
方
医
の
伊
東
玄
朴
の
三
人
の
兼
ね
合
い
の
事
業

だ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
許
可
の
で
た
直
後
に
、
堀
田
正
睦
は
日
米
通
商
条
約

締
結
の
勅
許
を
得
る
た
め
に
京
都
に
向
い
》
川
路
聖
謨
も
こ
の
年
五
月
に
失

脚
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
政
四
年
二
月
に
反
対
派
の
有
力
者
で
あ
っ
た
多
紀

元
堅
が
亡
く
な
り
、
同
年
十
月
に
多
紀
安
良
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

こ
の
種
痘
所
の
設
立
は
偶
然
に
う
ま
く
い
っ
た
と
い
え
る
。

幕
府
の
許
可
が
で
た
の
で
、
江
戸
の
藺
方
医
た
ち
が
金
を
出
し
合
っ
て
五

百
八
十
両
あ
ま
り
を
集
め
た
。
そ
の
大
部
分
を
建
物
に
あ
て
て
、
神
田
お
玉

ケ
池
松
枝
町
続
き
に
あ
る
川
路
聖
謨
の
下
屋
敷
の
中
に
私
立
の
種
痘
所
を
開

い
た
。
安
政
五
年
の
五
月
七
日
で
あ
る
。
伊
東
玄
朴
の
門
人
、
池
田
多
仲
（
玄

仲
）
が
留
守
居
役
と
し
て
そ
こ
に
住
み
こ
み
、
他
の
關
方
医
た
ち
が
手
分
け

を
し
て
、
種
痘
、
診
察
、
鑑
定
を
分
担
し
た
。
こ
こ
は
種
痘
所
と
い
っ
て
も
、

実
際
に
は
江
戸
の
關
方
医
が
集
ま
っ
て
西
洋
医
学
を
研
究
す
る
場
所
で
あ
り
、

漢
方
の
医
学
館
に
対
抗
す
る
た
め
の
橋
頭
墜
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
の
ち
に

発
展
し
て
東
京
大
学
医
学
部
と
な
っ
た
。

お
玉
ケ
池
種
痘
所
が
は
じ
ま
っ
て
間
も
な
く
将
軍
家
定
の
病
気
が
重
く
な

り
、
漢
方
医
だ
け
の
侍
医
で
は
手
が
つ
か
な
く
な
り
、
急
に
蘭
方
医
の
伊
東

玄
朴
と
戸
塚
静
海
が
奥
医
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
安
政
五
年
七
月
三
日

で
あ
っ
た
。
幕
府
が
正
式
に
洋
方
医
を
侍
医
に
し
た
最
初
で
あ
り
、
同
時
に

嘉
永
二
年
の
關
方
禁
止
令
は
解
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
四
日
後
の
七

月
七
日
に
さ
ら
に
四
人
の
藺
方
医
（
竹
内
玄
同
・
坪
井
信
良
・
林
洞
海
・
伊

東
貫
斎
）
が
奥
医
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
日
に
将
軍
家
定
が
亡
く
な
っ

た
。
し
か
し
、
六
人
の
藺
方
医
は
そ
の
ま
ま
奥
医
師
に
と
ど
ま
り
、
西
洋
医

学
の
勢
い
が
急
に
伸
び
た
。

と
こ
ろ
が
好
事
魔
多
し
で
、
せ
っ
か
く
の
種
痘
所
が
設
立
後
わ
ず
か
半
年

で
、
安
政
五
年
十
一
月
十
五
日
の
未
明
に
神
円
相
生
町
か
ら
お
こ
っ
た
火
事
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｜
｜
伊
東
玄
朴
の
人
と
交
友

次
号
に
掲
載
し
ま
す

最
初
、
私
設
で
出
発
し
た
種
痘
所
は
一
八
六
○
年
に
は
幕
府
の
直
轄
す
な

わ
ち
国
立
と
な
り
、
そ
の
翌
年
に
は
西
洋
医
学
所
と
改
称
、
さ
ら
に
一
八
六

三
年
に
医
学
所
と
な
っ
た
。
こ
の
名
前
の
変
遷
を
み
て
も
、
種
痘
だ
け
を
や

っ
て
い
た
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
西
洋
医
学
所
と
な
り
、
ま
た
西
洋
の

二
字
が
は
ぶ
か
れ
た
こ
と
は
医
学
の
本
当
の
も
の
が
両
洋
に
あ
る
と
い
う
考

え
方
が
あ
っ
た
と
思
う
。

医
学
所
と
よ
ば
れ
て
い
た
時
に
幕
府
が
倒
れ
、
維
新
後
、
明
治
政
府
が
そ

の
医
学
所
を
と
り
あ
げ
て
大
学
東
校
を
明
治
二
年
に
作
り
、
そ
れ
が
い
く
た

び
か
の
変
遷
を
へ
て
、
現
在
の
東
京
大
学
医
学
部
に
つ
づ
く
の
で
あ
る
。

以
上
、
種
痘
法
の
伝
来
と
お
玉
ケ
池
種
痘
所
の
成
立
と
い
う
仕
事
で
伊
東

玄
朴
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
を
申
し
あ
げ
た
次
第
で
あ

う
（
》
。 で

類
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
神
田
川
を
へ
だ
て
た
和
泉
橋
通
り
に
翌
年

の
九
月
に
復
活
し
た
。
こ
の
時
、
多
額
の
寄
附
が
銚
子
で
醤
油
業
を
い
と
な

ん
で
い
た
浜
口
梧
陵
か
ら
で
て
、
そ
の
お
か
げ
で
復
活
が
で
き
た
と
い
わ
れ

つ
（
》
。

種
痘
所
は
お
玉
ヶ
池
に
は
半
年
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
大

き
い
発
展
を
考
え
て
、
お
玉
ケ
池
種
痘
所
跡
と
い
う
記
念
碑
が
松
枝
町
に
建

っ
て
い
る
。

三
蘭
学
と
そ
の
周
辺

緒
方
富
雄

司
馬
遼
太
郎

ニ
平
田
篤
胤
の
「
志
都
乃
石
室
」
を
読
ん
で
酒
井
シ
ヅ

平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
’
一
八
四
三
）
は
国
学
の
四
大
人
の
一
人
に
数
え

ら
れ
て
い
る
が
、
篤
胤
は
他
の
三
人
と
違
っ
て
宗
教
、
洋
学
と
広
い
範
囲
に

興
味
を
持
ち
、
そ
れ
に
関
連
し
た
書
物
を
残
し
て
い
る
。

こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
「
志
都
乃
石
室
」
は
ま
た
の
名
を
「
医
道
大
意
」
と

い
っ
て
、
文
化
八
年
に
弟
子
に
医
道
を
説
い
た
も
の
に
、
の
ち
に
少
し
手
を

加
え
、
刊
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

篤
胤
は
森
羅
万
象
が
す
べ
て
神
の
み
心
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら

ゆ
る
現
象
を
理
解
し
、
物
の
道
理
を
知
る
た
め
に
、
神
お
よ
び
物
の
由
来
を

知
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
し
て
い
る
る
。

医
道
大
意
も
、
最
初
に
古
事
紀
、
万
葉
集
、
日
本
書
紀
な
ど
か
ら
医
術
に

係
り
あ
る
こ
と
を
引
用
し
、
医
術
を
司
る
神
は
大
穴
牟
遅
命
と
少
彦
名
命
で

あ
り
、
こ
の
神
為
の
業
績
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
神
々
の
い
た
場
所
が

石
見
の
国
の
志
都
の
岩
屋
で
あ
る
の
で
、
表
題
を
「
志
都
乃
石
室
」
と
し
た

と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
害
に
は
篤
胤
の
医
術
、
蘭
学
、
漢
方
に
対
す
る
考
え
が
よ
く
現
わ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
は
神
産
巣
日
御
祖
命
の
作
っ
た
国
で
あ
り
、
外
国

｜
戸
塚
柳
溪
と
静
甫
（
静
海
よ
り
兄
柳
斎
へ
の
手
紙
）
戸
塚
芳
男

近
く
、
原
著
と
し
て
発
表
の
予
定
。

三
月
例
会
三
月
二
十
七
日
（
土
）

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
六
階
集
談
室
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と
は
自
ら
か
ら
違
っ
て
》
も
と
も
と
お
お
ら
か
な
や
物
案
ず
る
こ
と
も
な
く

、
悪
疫
も
流
行
し
な
い
国
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
国
柄
の
悪
い
漢
か
ら
仏
教
、

学
問
、
医
術
が
伝
わ
り
、
日
本
の
質
も
悪
く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
皇

国
医
学
を
忘
れ
、
和
漢
の
区
分
も
な
く
な
り
、
人
の
質
も
悪
く
な
っ
た
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
關
方
に
対
し
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
物
事
を
合
理
的
に
考
え
、
科
学

が
進
歩
し
、
医
薬
も
効
能
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
オ
ラ
ン

ダ
人
は
世
に
真
の
神
が
い
る
こ
と
、
人
智
に
限
り
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
小

理
に
こ
だ
わ
り
、
幽
神
の
大
義
を
悟
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
、
理
論
は
窮
屈
に

な
り
、
わ
が
古
道
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
關
方
の
入
る
こ
と
を
拒
否
せ
ず
、
利
点
の
多
い
時
に
は

害
と
な
る
こ
と
も
少
く
な
い
の
が
世
の
中
の
常
で
あ
り
、
神
が
そ
う
さ
せ
る

こ
と
だ
と
あ
っ
さ
り
認
め
て
い
る
。

一
方
、
漢
方
、
仏
教
に
対
し
て
は
痛
烈
に
批
難
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
近

年
、
古
学
の
盛
ん
に
な
る
に
従
い
、
純
粋
な
皇
国
医
学
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
て
幕
末
か
ら

明
治
に
か
け
て
、
一
時
、
隆
盛
に
な
っ
た
皇
国
医
学
の
は
じ
ま
り
は
こ
の
辺

り
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
医
の
由
来
を
考
証
し
て
い
る
。
醤
の
字
は
も
と
は
裳
で
あ
る
と

し
、
病
気
は
す
べ
て
邪
神
の
所
為
で
、
癒
す
に
は
正
し
い
神
の
力
に
よ
る
も

ま
じ
な
い

の
で
あ
る
。
病
人
は
こ
の
こ
と
を
信
じ
、
呪
禁
を
す
れ
ば
病
気
が
治
る
と
し

て
い
る
。
も
つ
と
も
古
代
で
は
病
人
は
呪
禁
だ
け
で
治
っ
た
が
、
近
頃
の
よ

う
に
人
心
が
狭
し
く
な
る
と
、
呪
禁
を
信
じ
な
い
た
め
に
薬
も
用
い
な
け
れ

ば
い
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
う
。
従
っ
て
、
今
の
医
者
は
呪
禁
を
学

ぷ
必
要
は
な
い
、
薬
の
使
い
方
を
よ
く
学
べ
ば
良
い
と
述
べ
認
ま
た
一
般
の

人
が
呪
禁
を
す
る
か
ら
と
い
っ
て
非
難
す
る
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
医
者
の
風
貌
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
医
者
は
医
薬
の
知
識
を
充

分
に
持
つ
と
同
時
に
風
貌
も
き
ち
ん
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
来
は

ど
う
で
も
良
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
患
者
が
信
ず
る
こ
と
が
治
療
効
果
を

あ
げ
る
か
ら
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
い
づ
れ
も
患
者
側
の
心
理
状

態
が
治
療
効
果
に
影
響
す
る
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。

篤
胤
は
た
び
た
び
漢
方
、
仏
教
を
非
難
し
て
い
る
が
、
当
時
の
町
医
者
が

い
か
に
質
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
か
も
記
し
て
い
る
。
こ
の
頃
は
「
デ
モ
医

者
」
と
い
っ
て
他
に
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
人
間
が
医
者
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
川
柳
を
引
用
し
て
い
る
。

か
ご
は
無
点
、
カ
ナ
付
は
内
で
読
み

康
本
は
駕
に
の
る
時
ば
か
り
入
れ

と
ど
め
を
ば
他
人
へ
ゆ
ず
る
七
か
げ
ん

変
と
い
う
に
げ
み
ち
医
者
は
明
け
て
お
き

脈
よ
り
も
足
も
と
を
見
て
医
者
は
に
げ

篤
胤
は
こ
の
害
か
ら
見
る
限
り
、
極
め
て
現
実
的
な
、
合
理
的
な
ひ
と
で
、

古
学
を
学
び
、
そ
れ
か
ら
類
推
し
て
理
論
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
牽
強
付
会

に
な
り
、
当
然
、
矛
盾
を
生
ず
る
が
、
そ
こ
は
神
の
所
為
、
御
心
で
片
付
け

て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
強
引
な
説
も
現
実
肯
定
の
立
場
を
と
り
、
彼
特
有

の
「
・
・
…
．
：
。
…
で
ご
ざ
る
」
と
い
っ
た
断
定
的
な
言
い
ま
わ
し
は
説
得
力
を

持
つ
認
従
っ
て
、
矛
盾
を
す
べ
て
神
の
恩
召
で
片
付
け
る
の
に
反
対
し
た
人
、

牽
強
付
会
に
反
発
を
覚
え
た
人
、
考
証
に
徹
し
よ
う
と
し
た
国
学
者
が
篤
胤
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一
生
活
先
生
の
考
え
方
や
行
動
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
今
日
で
い
う
「
合
理

性
」
の
言
葉
で
現
わ
さ
れ
る
。
特
に
こ
の
点
生
活
に
つ
い
て
明
に
出
て
お
る
。

人
は
働
か
ざ
れ
ば
食
う
べ
か
ら
ず
と
口
に
は
せ
ら
れ
な
い
が
そ
の
考
は
終
生

守
っ
て
お
ら
れ
た
。
故
に
富
裕
の
家
に
養
子
に
も
行
か
ず
、
資
産
家
か
ら
妻

を
迎
え
て
物
質
的
援
助
を
受
け
る
安
易
な
方
法
も
と
ら
な
い
。
た
ま
た
ま
郷

里
の
も
の
が
先
生
を
た
よ
っ
て
訪
れ
て
助
け
て
貰
い
た
い
と
い
っ
て
も
金
品

を
恵
む
こ
と
は
し
な
い
で
自
ら
の
努
力
で
生
き
る
こ
と
を
考
え
て
や
り
、
つ

ま
り
仕
事
を
与
え
た
。
即
ち
職
を
与
え
て
食
を
与
え
ず
と
い
う
や
り
方
で
あ

っ
た
。
身
分
不
相
応
の
生
活
は
自
他
と
も
に
許
さ
ず
貧
乏
な
れ
ば
貧
乏
生
活

を
し
、
豊
に
な
れ
ば
豊
な
生
活
を
す
る
。
だ
か
ら
先
生
の
生
活
を
見
て
お
る

と
質
素
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
実
に
贄
沢
に
見
え
る
も
の
も
あ
っ
た
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
幼
少
の
頃
を
広
島
県
の
片
田
舎
で
生
い
立
ち
医
者
の

五
月
例
会
五
月
二
十
一
一
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
図
書
館
第
一
会
議
室

一
「
鴎
斎
遺
稿
」
に
つ
い
て
（
｜
）
大
島
蘭
三
郎

原
著
と
し
て
本
誌
に
収
載
。

を
非
難
し
た
こ
と
も
解
る
が
、
戦
前
ま
で
、
一
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て

利
用
さ
れ
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
と
に
角
、
強
烈
な
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に

富
ん
だ
人
だ
と
い
う
印
象
を
強
く
し
た
。

ニ
富
士
川
瀞
を
語
る
㈱

そ
の
生
活
、
趣
味
、
嗜
好
、
娯
楽

佐
藤
美
実

子
と
は
い
え
学
者
風
の
父
を
も
つ
家
庭
の
子
と
し
て
育
ち
住
居
も
堂
々
た
る

邸
で
は
な
く
普
通
庶
民
の
も
の
程
度
で
あ
り
、
私
の
両
親
の
代
々
の
生
活
と

は
余
り
連
は
な
い
も
の
と
思
は
れ
る
か
ら
大
し
た
も
の
で
は
な
く
、
野
菜
や

米
麦
を
主
食
と
し
、
近
く
に
安
川
と
い
う
川
が
あ
る
か
ら
そ
こ
か
ら
の
川
魚

や
海
も
比
較
的
に
近
か
っ
た
か
ら
た
ま
に
は
海
の
魚
も
食
餓
に
上
っ
た
で
あ

ろ
う
。
木
綿
の
和
服
に
草
畦
、
草
履
又
は
下
駄
ば
き
で
小
学
校
か
ら
中
学
の

始
め
ま
で
二
里
の
畦
道
を
朝
晩
通
学
し
て
少
年
時
代
は
暮
し
た
。

二
十
二
才
で
上
京
し
て
以
来
住
居
は
全
く
東
京
に
移
り
、
欧
洲
留
学
の
期

間
を
除
い
て
は
そ
の
生
活
は
殆
ど
東
京
を
中
心
と
せ
ら
れ
た
。
上
京
直
後
の

生
活
は
恐
ら
く
貧
し
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
生
命
保
険
会
社
の
月
給

一
円
と
中
外
医
事
新
報
か
ら
の
僅
な
手
当
が
生
活
の
基
本
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
合
理
的
に
適
切
適
応
の
生
活
方
式
を
と
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。

始
め
東
京
の
ど
こ
に
居
を
定
め
ら
れ
た
か
、
ま
た
ど
ん
な
生
活
を
せ
ら
れ
た

か
は
只
今
私
は
詳
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
明
治
二
十
五
年
十
月
伊
藤
カ

ズ
子
嬢
と
結
婚
せ
ら
れ
て
か
ら
は
一
戸
を
構
え
ら
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
明

し
ぶ
き

ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
二
十
六
年
の
春
に
末
弟
議
の
養
父
天
野
星
夫
宛

の
手
紙
が
下
谷
区
中
根
岸
八
十
一
番
地
の
住
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ

る
。
明
治
二
十
八
年
秋
に
は
本
郷
区
元
町
二
丁
目
四
十
七
番
地
に
移
転
し
、

明
治
三
十
三
年
九
月
帰
朝
し
て
か
ら
そ
の
翌
年
の
三
十
四
年
十
一
月
に
本
郷

西
片
町
九
番
地
（
滝
廉
太
郎
一
家
の
住
ん
だ
家
）
を
購
入
、
届
を
定
め
ら
れ

た
が
此
の
家
こ
そ
先
生
生
涯
の
中
で
最
も
華
や
か
な
活
動
時
代
の
住
居
と
な

り
、
日
本
医
学
史
完
成
の
家
で
あ
る
。
更
に
明
治
四
十
五
年
秋
頃
鎌
倉
雪
ノ

下
に
一
家
を
も
ち
、
始
め
は
こ
こ
と
両
片
町
と
に
寝
泊
り
し
て
い
た
が
、
後

に
は
東
京
の
家
は
仕
事
場
と
し
専
ら
鎌
倉
に
起
居
生
活
し
て
晩
年
に
及
び
、
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鎌
倉
で
此
の
世
を
去
ら
れ
た
。
当
時
鎌
倉
東
京
間
三
時
間
、
二
等
車
で
通
う

と
は
云
え
普
通
の
人
に
は
な
か
な
か
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
が
何
等
不
平
苦

痛
の
声
も
聞
か
ず
淡
々
た
る
姿
で
車
中
で
治
療
新
報
の
原
稿
作
り
や
独
乙
の

医
学
雑
誌
を
読
み
な
が
ら
退
屈
せ
ず
に
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
。

大
正
十
三
年
中
山
大
陽
堂
（
化
粧
品
店
）
が
大
阪
に
中
山
文
化
研
究
所
を

造
り
そ
の
所
長
に
迎
え
ら
れ
た
。
次
い
で
同
十
四
年
頃
に
東
京
に
も
出
来
た
。

（
此
の
両
研
究
所
は
後
に
東
京
の
み
の
一
つ
に
な
る
）
こ
の
研
究
所
長
の
仕

事
が
先
生
の
後
半
生
の
生
活
主
体
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
十
五
年
十
月
始
め

頃
病
に
倒
れ
る
ま
で
鎌
倉
か
ら
こ
こ
に
通
っ
た
。
風
呂
敷
包
を
持
ち
道
路
の

周
囲
を
注
意
し
な
が
ら
夜
新
橋
駅
ま
で
た
ど
た
ど
し
い
歩
を
運
ぶ
晩
年
の
姿

が
今
も
な
お
わ
が
眼
前
に
浮
ぶ
。
こ
こ
に
先
生
生
涯
の
生
活
上
の
恩
人
と
し

て
三
人
を
挙
げ
る
。
第
一
は
原
田
貞
吉
氏
、
氏
の
招
き
が
先
生
を
東
京
に
移

り
住
む
原
動
力
で
あ
り
、
氏
の
経
営
の
中
外
医
事
新
報
社
か
ら
の
給
与
が
先

生
の
東
京
で
の
生
活
の
根
拠
で
あ
り
活
動
の
源
泉
で
あ
っ
た
。
な
お
原
田
貞

吉
氏
の
援
助
に
よ
り
海
外
留
学
の
資
を
得
た
こ
と
は
先
生
の
生
涯
を
大
な
ら

し
め
た
一
因
で
あ
る
。

第
二
は
中
山
太
一
氏
で
あ
る
。
氏
が
中
山
文
化
研
究
所
を
設
け
そ
の
主
任

と
し
て
充
分
な
生
活
費
と
活
動
資
金
を
惜
し
み
な
く
提
供
し
て
思
う
存
分
先

生
後
半
生
の
活
動
を
ほ
し
い
ま
ま
に
さ
せ
ら
れ
た
。

第
三
は
小
田
平
義
氏
で
あ
る
。
氏
は
先
生
門
下
生
と
し
て
大
を
な
し
た
人

で
あ
る
が
終
生
先
生
の
そ
ば
に
い
て
そ
の
活
動
の
援
助
を
な
し
物
心
両
様
よ

り
先
生
に
つ
く
し
た
人
で
、
氏
な
く
ぱ
先
生
後
半
生
の
活
躍
は
余
程
制
約
さ

れ
た
こ
と
と
思
う
。

大
正
七
年
五
月
私
が
先
生
を
訪
れ
て
か
ら
先
生
の
終
焉
ま
で
の
私
の
眼
で

見
た
先
生
の
生
活
を
述
べ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
先
生
の
毎
日
は
読
書
、

原
稿
書
き
、
講
演
（
説
教
）
で
あ
っ
た
。
家
庭
内
で
他
人
と
の
応
接
は
し
な

い
主
義
で
あ
っ
た
の
で
私
は
家
庭
内
の
生
活
の
様
子
は
余
り
知
ら
な
い
。
鎌

倉
を
訪
問
し
て
も
先
生
と
話
し
て
帰
る
だ
け
で
カ
ズ
子
夫
人
に
も
二
三
度
お

目
に
か
か
っ
た
位
で
あ
る
。
し
か
し
家
は
清
潔
で
静
か
で
あ
っ
た
。
衣
食
そ

の
他
一
般
生
活
方
式
は
概
し
て
質
素
で
渭
素
の
感
じ
を
も
っ
た
。
食
事
も
粗

末
な
野
菜
食
を
主
と
し
て
と
ら
れ
た
と
い
う
。
日
頃
よ
く
聞
か
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
私
は
毎
日
自
分
で
靴
を
磨
い
て
お
る
と
、
こ
の
よ
う
に
身
の
廻
り

に
ひ
と
手
を
借
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
家
を
一
歩
出
る

と
食
事
そ
の
他
一
般
に
寳
沢
で
あ
り
高
級
で
あ
っ
た
。
中
山
文
化
研
究
所
の

昼
食
も
地
下
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
と
り
寄
せ
、
当
時
は
烏
肉
は
高
級
の
食
品

で
あ
っ
た
が
チ
キ
ン
カ
ッ
を
よ
く
摂
ら
れ
た
と
い
う
。
よ
く
旅
行
せ
ら
れ
た

が
い
つ
も
二
等
車
又
は
二
等
寝
台
車
を
用
い
当
時
と
し
て
は
寳
沢
な
も
の
で

ボ
ー
イ
に
常
に
多
額
の
チ
ッ
プ
を
与
え
、
上
客
で
あ
っ
た
。
（
そ
の
頃
客
車

は
一
、
二
、
三
等
に
、
戦
前
後
は
二
、
三
等
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
）

又
宿
は
そ
の
土
地
で
の
特
級
の
も
の
で
室
は
特
等
の
も
の
で
あ
っ
た
。
京

（
し
）

都
で
は
柊
屋
、
仙
台
で
針
久
、
名
古
屋
で
志
な
忠
、
大
阪
で
瓢
の
家
、
福
岡

で
水
野
旅
館
、
広
島
で
宮
島
の
岩
惣
等
当
時
の
華
族
、
財
閥
、
陸
海
将
軍
の

泊
る
宿
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
多
大
の
茶
代
を
宿
に
与
え
、
女
中
等
の
使
用
人

に
は
眼
を
そ
ば
た
て
る
程
の
チ
ッ
プ
を
与
え
た
の
で
先
生
と
同
宿
す
る
と
お

か
み
が
出
迎
え
以
下
女
中
番
頭
等
下
え
も
置
か
ぬ
歓
待
で
あ
っ
た
の
を
思
い

出
す
。
高
級
寳
沢
な
風
は
わ
れ
わ
れ
貧
乏
人
か
ら
は
見
ら
れ
た
が
文
化
生
活

を
意
図
せ
ら
れ
る
先
生
に
は
そ
の
収
入
に
応
じ
身
分
相
応
の
碓
活
を
し
て
ぉ

ら
れ
こ
こ
に
先
生
の
生
活
の
合
理
性
を
見
る
。
し
か
し
晩
年
は
日
華
事
変
の
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発
展
と
と
も
に
世
相
日
一
日
と
深
刻
困
難
と
な
り
生
活
方
式
も
次
第
に
窮
屈

と
な
り
、
白
米
、
砂
糖
、
味
噌
、
醤
油
の
入
手
も
難
し
く
な
っ
た
。
こ
の
時

小
田
平
義
氏
は
色
々
の
手
段
を
購
じ
て
物
資
の
供
給
に
努
め
不
便
な
く
し
た

の
で
あ
っ
た
。
か
く
碓
活
方
式
は
困
難
と
な
り
、
知
己
友
人
は
次
第
に
死
に

絶
え
、
共
に
語
ろ
う
も
の
は
僅
に
日
本
医
史
学
会
会
員
や
郷
里
広
島
の
旧
友

の
み
と
な
り
、
世
は
戦
争
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
中
に
唯
だ
ひ
た
す
ら
に

信
仰
に
心
の
安
住
を
求
め
ら
れ
る
老
境
の
姿
が
先
生
最
後
の
生
活
と
し
て
今

日
の
私
の
心
に
残
っ
て
お
る
。

二
趣
味
、
嗜
好
、
娯
楽
こ
の
標
題
に
つ
い
て
先
生
を
眺
め
た
時
に
わ
れ

わ
れ
凡
人
と
し
て
ま
た
一
般
大
衆
の
常
識
か
ら
見
て
こ
れ
と
い
う
べ
き
も
の

が
見
あ
た
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
俗
ぶ
つ
か
ら
見
る
と
何
が
楽
し
み
で
此
の
世

に
生
き
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
絵
画
、
彫
刻
、
骨
董
な
ど

愛
玩
す
る
冨
一
ァ
で
も
な
く
、
音
楽
は
わ
か
ら
な
い
し
、
家
や
庭
づ
く
り
の

趣
味
も
な
く
、
盆
栽
を
い
じ
く
る
こ
と
も
な
く
、
和
歌
俳
句
も
作
ら
ず
、
歌

舞
伎
、
演
劇
、
相
撲
に
興
味
は
な
く
、
酒
、
煙
草
は
き
ら
い
だ
し
、
女
の
興

味
も
な
く
、
勝
負
事
が
き
ら
い
な
の
で
囲
碁
、
将
棋
、
ト
ラ
ン
プ
、
マ
ー
ジ

ャ
ン
、
カ
ル
タ
、
玉
突
を
せ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
は
や
る
気
も
な
い
し
、
見
る
の

も
嫌
い
、
た
だ
料
理
に
対
し
て
は
関
心
を
も
た
れ
、
そ
れ
に
就
い
て
の
知
識

も
持
た
れ
、
こ
れ
を
玩
味
し
一
家
の
言
も
持
た
れ
た
。
ま
た
常
に
旅
行
し
て

お
ら
れ
た
の
で
旅
行
は
好
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
殊
に
京
都
、
広
島
に

よ
く
行
か
れ
た
。
京
都
に
は
藤
浪
鑑
氏
や
佐
伯
理
一
郎
氏
、
半
井
朴
氏
等
心

の
触
れ
あ
っ
た
親
友
が
あ
り
、
愛
郷
心
の
強
い
人
で
あ
っ
た
上
に
友
人
知
己

が
多
か
っ
た
関
係
広
島
市
に
は
晩
年
ま
で
殆
ど
毎
月
の
よ
う
に
行
か
れ
た
。

ま
た
毎
年
正
月
の
始
め
に
必
ず
伊
勢
神
宮
に
参
ら
れ
、
こ
れ
は
晩
年
ま
で
数

十
年
つ
づ
い
た
が
こ
こ
で
岡
山
か
ら
の
赤
沢
氏
や
掛
谷
氏
、
広
島
の
三
宅
氏

そ
の
他
と
落
ち
あ
っ
て
参
詣
後
五
十
鈴
川
の
ほ
と
り
の
茶
店
で
食
事
す
る
の

が
一
つ
の
楽
し
み
で
私
も
小
田
平
義
氏
と
と
も
に
何
回
か
つ
き
あ
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
読
書
と
原
稿
書
き
で
明
け
暮
れ
し
た
日
常
で
あ
る
し

寡
黙
謹
厳
の
人
で
あ
っ
た
が
時
た
ま
心
穏
や
か
な
安
ら
ぎ
の
時
に
部
下
の
も

の
や
気
心
の
お
け
な
い
人
為
と
う
れ
し
そ
う
に
談
笑
し
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
楽
し
い
語
ら
い
に
時
を
費
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
若
い
時
に
寄
席
に
し
ば
し

ば
立
ち
入
っ
た
時
の
影
響
か
、
そ
の
言
葉
に
は
面
白
お
か
し
い
罪
の
な
い
、

憎
め
な
い
、
ひ
に
く
、
ひ
や
か
し
、
風
刺
、
人
を
小
馬
鹿
に
し
た
も
の
が
興

に
応
じ
て
飛
び
出
し
た
。
こ
の
時
な
ど
先
生
の
た
の
し
い
ひ
と
と
き
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
先
生
の
ほ
ん
と
う
の
趣
味
、
嗜
好
、
娯
楽
は
結
局
こ
の
軸
に
か
か

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
惟
す
る
。
「
閉
門
即
是
深
山
読
書

随
処
浄
土
」

（88） 138



去
る
四
月
三
、
四
日
の
両
日
、
東
京
、
神
田
一
シ
橋
講
堂
で
開
か
れ
た
日

本
医
史
学
会
総
会
の
追
加
討
論
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
。
Ⅳ
巻
１
号
に
所
載
し

た
抄
録
を
参
考
に
さ
れ
た
し
。

×
×
×

明
治
三
年
の
加
賀
藩
の
人
体
解
剖
演
者
酒
井
恒

討
論
者
小
川
鼎
三

明
治
三
年
に
金
沢
に
お
け
る
解
剖
で
防
腐
が
施
さ
れ
、
血
管
に
赤
と
青
の

色
素
が
注
入
さ
れ
た
こ
と
は
甚
だ
注
目
に
値
す
る
と
思
う
。
明
治
二
年
八
月

に
東
京
の
医
学
校
で
特
志
解
剖
の
最
初
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
美
幾
女
の
解

剖
が
二
日
間
で
行
わ
れ
た
が
、
防
腐
は
施
さ
れ
た
様
子
が
な
い
。
金
沢
の
は

一
ケ
月
も
か
け
て
解
剖
し
た
と
い
う
の
で
、
か
な
り
よ
く
成
さ
れ
た
も
の
と

思
う
。

江
戸
時
代
に
作
整
さ
れ
た
木
製
人
体
骨
儲
模
型
（
木
骨
）
に
つ
い
て

演
者
蒲
原
宏

討
論
者
中
山
沃

新
宮
凉
庭
の
「
身
幹
儀
説
」
と
い
う
の
は
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
凉
庭
の
門
人
備
中
の
医
山
田
成
器
の
目
録
中
に
名
前
を
見
た
が
、
遺
族

の
手
に
は
残
っ
て
い
な
い
。

解
答
者
蒲
原
弘
．

新
宮
凉
庭
の
「
身
幹
儀
説
」
の
原
本
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
原
田
謙
太
郎

第
泥
回
日
本
医
史
学
会
総
会
追
加
討
論

氏
、
山
本
四
郎
氏
の
論
文
に
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
Ｑ

「
遁
花
秘
訣
」
の
一
写
本
に
つ
い
て
演
者
安
井
広

討
論
者
小
川
鼎
三

遁
花
秘
訣
が
新
た
に
一
冊
み
つ
か
り
、
し
か
も
そ
れ
は
終
り
に
図
を
有
す

る
も
の
で
甚
だ
興
味
が
ふ
か
い
。
利
光
仙
庵
の
学
問
上
の
系
統
を
知
り
た
い

と
思
う
。

安
井
先
生
か
ら
本
書
の
コ
ピ
ー
を
頂
戴
し
て
、
函
館
本
、
狩
野
本
、
国
会

本
、
富
士
川
本
、
武
田
の
宇
田
川
本
な
ど
の
三
種
の
写
本
と
比
較
し
て
み
た

が
、
図
の
附
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
富
士
川
本
、
宇
田
川
本
と
同
列
に

並
ぶ
写
本
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
点
か
ら
も
本
書
は
「
遁
花
秘
訣
」
の
研
究

に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

久
居
藩
に
お
け
る
洋
医
木
村
家
に
つ
い
て
演
者
茅
原
弘

討
論
者
小
川
鼎
三

木
村
公
幹
に
つ
い
て
初
め
て
わ
か
り
、
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
オ
ラ
ン

ダ
正
月
の
画
を
か
い
た
市
川
皇
も
伊
勢
の
人
と
あ
る
が
、
こ
の
人
の
こ
と
も

何
か
分
っ
て
い
た
ら
承
り
た
い
。

解
答
茅
原
弘

市
川
畠
に
つ
い
て
は
ま
だ
く
わ
し
い
こ
と
は
解
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
津

藩
の
オ
ラ
ン
ダ
方
に
市
川
情
之
助
と
云
う
人
が
お
り
、
こ
の
人
が
畠
の
子
供

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
調
べ
て
お
り
ま
す
。
市
川
皇
は
津
で
出
版
さ
れ
た
磐

水
夜
話
に
挿
画
を
か
い
て
い
る
。

越
後
新
発
田
藩
の
口
科
医
佐
藤
家
の
記
録
に
つ
い
て

討
論
者
松
木
明
知
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演
者
本
間
邦
則

討
論
者
大
矢
全
節

木
骨
に
併
せ
て
木
歯
の
こ
と
は
外
阿
医
家
に
と
っ
て
非
常
に
興
味
の
あ
る

こ
と
で
、
日
本
人
の
器
用
さ
が
木
骨
の
製
作
と
な
り
、
木
歯
と
い
う
形
式
で

日
本
人
独
特
の
発
達
を
示
し
て
き
た
が
、
西
洋
の
義
歯
、
即
ち
、
・
コ
ム
床
義

歯
の
輸
入
に
よ
り
、
こ
の
木
床
義
歯
が
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
遺
憾
な

こ
と
で
あ
る
。
今
回
犯
回
国
際
医
史
学
会
で
も
こ
の
木
床
義
歯
の
こ
と
に
つ

い
て
の
説
明
を
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
当
時
の
木
歯
の
技
工
師
た
ち
は
大
部

分
職
人
級
の
無
学
の
徒
で
、
口
伝
だ
け
に
た
よ
っ
て
、
そ
の
詳
し
い
学
問
的

方
法
な
ど
の
記
載
を
残
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
木
歯
を
装
着
し
て
い
る
者
も

故
人
と
な
っ
た
も
の
が
多
い
の
で
、
こ
の
方
面
の
研
究
が
非
常
に
難
し
い
。

幸
に
も
大
阪
の
小
野
教
授
の
門
下
で
こ
の
方
面
の
研
究
を
発
表
し
て
い
る
方

が
あ
る
。
只
今
の
演
説
は
そ
の
数
少
な
い
研
究
に
新
し
い
一
つ
の
重
要
な
一

節
を
加
え
た
も
の
と
し
て
、
有
難
く
敬
聴
し
た
。

ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
業
績
に
つ
い
て
演
者
巴
陵
宣
祐

討
論
者
古
川
明

ダ
ラ
ン
ペ
ー
ル
が
有
名
な
医
史
学
者
で
あ
る
こ
と
は
各
種
の
伝
記
辞
典
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
証
明
さ
れ
る
。
彼
の
肖
像
は
一
種
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
が
犀
冒
里
の
伝
記
辞
典
に
記
さ
れ
て
い
る
。

パ
ピ
ル
ス
・
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ン
か
ら
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
外
科

学
の
推
移
演
者
鈴
木
哲
哉

討
論
者
大
塚
恭
男

カ
ル
デ
ィ
ァ
の
語
は
心
臓
で
あ
る
と
同
時
に
冑
の
一
部
を
指
す
。
プ
ラ
ボ

ー
ら
の
本
に
よ
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
胃
と
心
臓
に
は
吻
合
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
に
も
エ
ジ
プ
ト
の
ギ
リ
シ
ャ
へ

の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

解
答
鈴
木
哲
哉

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
書
に
は
冑
に
つ
い
て
書
い
て
な
い
の
で
解
ら
な
い
。

た
だ
、
こ
の
頃
は
腱
と
血
管
と
筋
肉
の
区
別
が
よ
く
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
で

坐
（
〕
プ
（
》
Ｏ

第
三
高
等
中
学
校
医
学
部
の
講
義
内
容
演
者
大
滝
紀
雄

討
論
者
蒲
原
宏

当
時
の
教
科
書
の
原
本
は
何
か

解
答
大
滝
紀
雄

現
在
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

討
論
者
瀬
戸
俊
一

私
の
父
が
第
一
高
等
中
学
校
に
入
学
し
、
千
葉
医
專
に
変
っ
て
か
ら
卒
業

し
た
。
そ
の
ノ
ー
ト
は
毛
筆
で
、
図
式
は
色
彩
ま
で
加
え
て
あ
っ
た
。
毛
筆

に
よ
る
ノ
ー
ト
と
現
在
の
大
学
の
講
義
と
比
較
し
て
如
何
な
る
方
策
に
よ
る

講
義
か
興
味
を
も
っ
て
い
る
。

日
本
の
医
師
免
許
制
度
に
つ
い
て
演
者
安
芸
基
雄

討
論
者
今
田
見
信

明
治
９
年
に
各
県
で
免
許
試
験
が
実
施
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
明
治
８
年
に

京
都
と
東
京
で
実
施
さ
れ
、
そ
の
合
格
者
が
山
崎
文
庫
に
あ
る
衛
生
年
報
第

四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

東
京
受
験
の
第
一
号
は
中
津
藩
・
東
京
在
住
の
小
幡
英
之
助
で
第
一
回
は

小
幡
一
人
し
か
受
け
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
小
幡
は
四
番
目
に
書
か

れ
て
い
る
か
ら
、
一
番
か
ら
三
番
ま
で
は
京
都
受
験
の
人
の
よ
う
で
あ
る
。
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医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社

回
顧
・
医
薬
界
一
九
六
○
年
代
一
月
号

資
料
・
一
九
六
○
年
代
の
保
健
医
療
関
連
年
表
一
月
号

薬
学
生
の
た
め
の
薬
学
史
概
説
高
橋
真
太
郎
二
月
号
、

三
月
号
、
四
月
号
、
五
月
号
、
六
月
号
、
七
月
号
、
九
月
号

わ
が
国
近
代
産
業
史
に
お
け
る
製
薬
宗
田
一
十
一
月
号

東
西
交
渉
史
の
く
す
り
宗
田
一
十
二
月
号

ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
医
誌

脊
髄
腫
瘍
へ
の
挑
戦
者
た
ち

今
日
の
医
学

東
洋
の
医
薬
神
ｌ
黄
帝
と
神
農

わ
が
国
医
師
の
地
位
の
変
遷

C

JU信
濃
教
育

特
集
山
極
勝
三
郎
先
生

ポ
ン
ペ
先
生

昭
和
四
十
五
年
度
医
史
学
関
係
論
文
目
録
（
己

平
凡
社

一
○
○
八
号
昭
和
妬
年
、
月
号

蒲
原
宏
９
巻
３
号

二
八
一
’
二
八
五

一一

刀で万看

田田渡
辺
保

●

七
月
号
（
昭
妬
・
７
）

4442

号号

恩
師
追
想

い
ば
ら
の
道

山
極
勝
三
郎
先
生
の
業
績

山
極
勝
三
郎
先
生
と
東
京
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室

故
山
極
勝
三
郎
博
士
の
タ
ー
ル
人
工
癌
実
験
成
功
に
つ
い

て
の
生
物
学
的
意
義

教
育
者
と
し
て
の
山
極
先
生
と
曲
川
俳
句
を
語
る

山
極
博
士
の
著
書
と
研
究
論
文
に
つ
い
て

山
極
先
生
の
思
い
出
’
半
世
紀
前
の
日
本
病
理
学
界
と
先

にと
山
極
先
生
の
西
片
町
の
お
宅

山
極
先
生
の
お
も
い
で

山
極
先
生
の
こ
ろ
の
こ
と

恩
師
山
極
勝
三
郎
先
生
の
追
憶

山
極
先
生
の
追
憶

恩
師
山
極
先
生
の
思
い
出

山
極
博
士
を
し
の
ぶ

父
と
私

父
を
思
う

思
い
出
す
と
と

山
極
勝
三
郎
先
生
の
生
家
お
よ
び
養
家
に
つ
い
て

山
極
勝
三
郎
博
士
と
上
田
郷
友
会
月
報

山
極
先
生
の
人
と
な
り

山
極
勝
三
郎
博
土
の
業
績
と
ノ
ー
ベ
ル
賞

緒
方
知
三
郎

釜
洞
醇
太
郎

吉
田
富
三

太
田
邦
夫

小
室

長
沢

小
林岡

治
道

金
沢
庸
治

緒
方
富
雄

高
村
庄
太
郎

福
田
保

大
野
精
七

足
立
修

東
俊
郎

山
極
三
郎

別
宮
梅
子

山
口
花
子

大
谷
貞
男

柳
沢
文
秋

佐
藤
佳
昭

関
二
三
雄

英
夫

米
蔵

貞
次
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＋
全
同
窓
会
々
報
金
沢
大
学
同
窓
会
誌

人
体
解
剖
学
模
型
酒
井
恒

禺
①
房
②
困
彦
冨
淫
冨
昌
旨
巳
国
昌
房
詮
冒
ぐ
巳
．
蝉
ｚ
ｏ
，
一
，
由
．

の
亘
ロ
コ
言
〆
画
葛
鼬
唱
日
冨
Ｅ
ａ
の
①
旨
の
ン
【
ワ
里
庁
嗣
昌
里
〕
房
①
画

弓
・
弓
印
ロ
の
四
医
学
『
り
く
凸

花
園
大
学
研
究
紀
要
創
（
刊
号
妬
・
３
・
鉦
）
花
園
大
学

梶
原
性
全
と
そ
の
周
囲
山
田
重
正

三
○
九
’
三
四
一

法
政
史
学

、
【
胃
罵
言
骨
迂
国
胃
鴨
局
》
・
の
生
涯
に
つ
い
て
石
山
禎
一

第
二
十
二
巻
九
五
二
三

山
極
先
生
の
書
簡
に
ふ
れ
て

偉
人
の
映
像

山
極
勝
三
郎
の
〃
明
治
″

曲
川
句
集
と
山
極
勝
三
郎
先
生

本
校
ク
ラ
ブ
活
動
と
山
極
勝
三
郎
先
生

郷
士
史
ク
ラ
ブ
の
子
ら
と
と
も

山
極
先
生
の
伝
記
研
究
の
伝
記
研
究
の
思
い
出

山
極
勝
三
郎
博
士
略
年
譜

山
極
博
士
の
著
書
お
よ
び
論
文
目
録

山
極
博
士
に
つ
い
て
の
研
究
文
献
目
録

寺
沢

横
山

宮
下

青
山

黒
坂

石
川

嘉
和

公
俊

勅
夫

茂
樹

周
平

好
一

第
一
八
回
日
本
医
学
会
総
会
の
公
開
講
演
の
一
つ
と
し
て
、
「
日
本
に
お

け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
」
と
題
す
る
緒
方
富
雄
氏
の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
（
一

九
七
一
年
四
月
五
日
、
国
立
教
育
会
館
に
て
）
。
こ
れ
と
同
時
に
、
梅
沢
記

念
館
で
は
「
日
本
人
と
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
展
」
が
開
か
れ
て
、
同
講
演
で

と
り
あ
げ
ら
れ
た
数
多
く
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
画
像
と
賛
が
一
堂
に
陳
列
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
資
料
の
写
真
と
そ
の
研
究
の
詳
細
を
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
表

記
の
著
書
で
あ
り
、
「
日
本
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
と
賛
の
研
究
序
説
」
と

い
う
副
題
が
つ
い
て
い
る
。
こ
こ
に
の
せ
ら
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ

る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
画
像
と
賛
と
は
西
洋
医
学
の
末
技
だ
け
を
追
い
求
め
る

こ
と
に
飽
き
た
ら
ず
、
そ
の
背
後
に
あ
る
エ
ト
ヴ
ァ
ス
を
追
求
し
よ
う
と
し

た
先
人
た
ち
の
貴
重
な
遺
産
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
皮
切
り
に
大
槻
玄
沢
の
名
が
み
え
る
の
も
、
彼
の
「
採
長
補
短
説
」

を
め
ぐ
る
論
議
と
の
関
聯
に
お
い
て
意
義
深
く
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
は
桂
川

甫
賢
、
宇
田
川
椿
庵
、
坪
井
信
道
ら
が
特
に
き
わ
立
っ
た
存
在
で
あ
る
が
、

中
で
も
甫
賢
と
椿
庵
は
自
ら
画
筆
を
執
っ
た
と
い
う
点
で
一
層
興
味
を
ひ
く
。

二
人
が
余
り
に
も
対
称
的
な
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
を
画
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
が
原
画
の
相
異
に
よ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
原
画
を
撰
択
し

Ｉ書
評Ｉ緒

方
富
雄
氏
著
『
日
本
に
お
け
る
ヒ
ピ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
』
を
読
み
て
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た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
作
者
自
身
で
あ
る
。
因
み
に
熔
庵
の
方
の
原
画
は
分
っ

た
が
、
甫
賢
の
そ
れ
は
未
詳
で
あ
る
と
い
う
。
甫
賢
の
画
い
た
「
少
し
左
向

き
で
ア
ゴ
ヒ
ゲ
と
ク
チ
ヒ
ゲ
の
豊
か
な
像
は
思
索
す
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
で
あ

り
、
椿
庵
の
「
ヒ
ゲ
の
濃
い
真
左
向
き
禿
頭
老
人
」
の
像
は
行
動
す
る
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
た
。

著
者
は
こ
れ
ら
画
像
と
賛
に
周
到
な
考
証
を
加
え
体
系
を
与
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
が
、
な
お
今
後
に
の
こ
さ
れ
た
問
題
も
少
く
な
い
。
た
と
え
ば
大
槻

玄
沢
に
感
銘
を
与
え
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
図
を
載
せ
て
い
る
と
い
う
「
コ
ル
ネ

イ
キ
の
害
」
と
は
、
は
た
し
て
何
か
、
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
問
題
が
未
解

決
で
あ
る
。
医
学
史
と
美
術
史
の
二
領
域
に
ま
た
が
る
こ
の
難
テ
ー
マ
に
と

り
く
ま
れ
、
多
く
の
新
知
見
を
発
掘
さ
れ
た
著
者
に
深
い
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
将
来
、
残
さ
れ
た
問
題
の
解
決
を
俟
っ
て
、
更
に
御
教
示
の
筆
を

執
ら
れ
る
よ
う
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
大
塚
恭
男
）

発
行
所
・
日
本
医
事
新
報
社
頒
価
八
○
○
○
円

変
貌
す
る
労
働
環
境
（
労
働
科
学
叢
書
湖
）
三
浦
豊
彦
箸

本
書
は
永
年
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
方
面
の
最
高
の
権
威
者
で
あ
る
著
者
が

精
力
的
に
集
め
ら
れ
た
労
働
環
境
の
資
料
を
整
理
し
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
粉
塵
環
境
、
有
害
物
環
境
、
高
温
環
境
、
お
よ
び

局
所
振
動
環
境
の
４
章
に
分
か
れ
て
お
り
各
環
境
の
歴
史
的
変
化
を
述
べ
、

終
り
に
今
後
の
問
題
点
を
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
あ
げ
て
い
る
。
内
容
を
理
解

す
る
に
必
要
な
図
や
表
も
多
い
の
で
、
労
働
衛
生
の
専
門
家
で
な
く
て
も
、

こ
の
方
面
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
な
ら
ば
誰
で
も
理
解
で
き
る
ほ
ど
、
平

易
に
書
か
れ
て
い
る
。

勿
論
本
書
は
、
労
働
環
境
の
変
遷
を
医
学
的
に
み
た
場
合
を
主
眼
点
に
し

て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
環
境
が
改
善
さ
れ
る
に
い
た
る
ま
で
の
労
働

者
の
運
動
や
こ
れ
に
抵
抗
す
る
経
営
者
の
働
き
か
け
、
さ
ら
に
こ
れ
に
関
連

す
る
社
会
情
勢
な
ど
も
、
か
な
り
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
一
章
の
粉
塵

と
第
三
章
の
高
温
環
境
で
は
、
こ
れ
ら
の
環
境
で
長
い
間
働
い
た
人
為
と
の

対
話
の
記
録
（
聞
き
書
き
）
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
労

働
者
の
生
活
お
よ
び
労
働
環
境
を
説
明
す
る
の
に
ま
こ
と
に
適
切
な
資
料
で

あ
る
と
同
時
に
、
本
書
を
学
問
的
に
偏
せ
ず
、
誰
に
で
も
読
み
易
く
し
て
い

る
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
細
か
い
配
慮
は
、
他
の
章
に

お
い
て
も
随
時
み
ら
れ
る
。

本
書
は
三
百
六
十
頁
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
が
、
第
一
章
の
粉
塵
環
境

が
、
そ
の
半
分
を
と
り
、
残
り
の
頁
数
を
有
害
物
環
境
、
高
温
環
境
、
局
所

振
動
環
境
が
大
体
三
等
分
し
て
い
る
。
こ
れ
は
労
働
環
境
の
中
で
占
め
る
粉

塵
の
重
要
性
か
ら
み
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
文
献
も
豊
富
に
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
の
方
面
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で

←
や
》
ブ
（
》
Ｏ

筆
者
は
こ
れ
を
通
読
し
て
、
日
本
の
労
働
環
境
の
改
善
が
い
か
に
遅
々
た

る
も
の
か
を
知
り
、
今
後
こ
れ
を
改
善
す
る
に
は
、
労
働
者
の
団
結
が
い
か

に
重
要
で
あ
る
か
を
改
め
て
知
っ
た
次
第
で
あ
る
。

（
杉
田
暉
道
）

待
望
久
し
か
っ
た
片
桐
一
男
氏
の
『
杉
田
玄
白
』
が
吉
川
弘
文
館
の
人
物

Ｉ
．叢

書
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
平
素
よ
り
著
者
の
温
厚
な
人
柄
に
親
し

片
桐
一
男
氏
著
『
杉
田
玄
白
』
を
読
む
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み
』
そ
の
重
厚
な
学
風
に
敬
意
を
い
だ
い
て
い
る
一
人
と
し
て
諺
こ
の
本
の

門
出
に
心
か
ら
な
る
御
祝
い
の
言
葉
を
申
し
あ
げ
た
い
。

こ
の
叢
書
の
刊
行
の
辞
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
杉
田
玄
白
の
「
正
確
な

史
実
」
を
綴
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
る
。
本
吉
は
よ
く
そ
の
目
的

を
は
た
し
得
て
い
る
が
、
し
か
も
通
読
し
て
み
て
非
常
に
魅
力
の
あ
る
文
章

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
史
実
の
客
観
的
描
出
の
行
間
に
に
じ
み
で
た
著
者
の

杉
田
玄
白
観
の
故
で
あ
ら
う
。

特
に
感
銘
の
深
か
っ
た
一
つ
は
、
『
解
体
新
書
』
の
企
画
よ
り
上
木
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
玄
白
と
建
部
清
庵
と
の
交
流
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
有
名
な
話
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
通
観
す
る
機
会
を
得
て
、

あ
ら
た
に
教
え
ら
れ
る
点
が
ま
こ
と
に
多
か
っ
た
。
当
時
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ

ー
で
あ
っ
た
玄
白
ら
は
、
『
解
体
新
書
』
上
木
に
あ
た
っ
て
、
内
に
は
学
問

の
研
讃
を
重
ね
つ
つ
、
外
に
は
種
々
の
方
策
を
講
じ
て
、
よ
く
そ
の
目
的
達

成
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
り
、
こ
の
間
に
あ
っ
て
、
玄
白
の
現
実
主
義
的
な

考
え
方
や
、
よ
い
意
味
で
の
政
治
性
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

清
庵
と
の
交
流
に
お
い
て
は
、
一
転
し
て
、
玄
白
の
性
格
の
中
の
情
に
感
じ

や
す
い
人
間
的
な
一
面
が
現
出
し
て
い
る
。

さ
き
に
本
書
の
魅
力
の
一
つ
は
片
桐
氏
の
杉
田
玄
白
観
の
故
で
あ
ろ
う
と

い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
た
が
、
『
医
学
の
あ
ゆ
み
』
七
七
巻
九
号
で
、
緒

方
富
雄
先
生
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
し
緒
方
先
生

は
「
主
観
的
な
描
写
を
し
て
い
る
の
は
、
読
ん
で
お
も
し
ろ
い
が
、
歴
史
家

と
し
て
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
本
書
中
に
玄

白
に
対
す
る
片
桐
氏
の
遇
ヨ
ロ
禺
耳
が
入
り
す
ぎ
て
い
る
と
の
御
指
摘
で
あ

ろ
う
。
片
桐
氏
も
こ
の
点
は
恐
ら
く
考
慮
さ
れ
て
い
た
に
相
違
な
く
、
「
は

し
が
き
の
中
で
、
『
し
か
し
、
論
は
私
の
も
っ
と
も
苦
手
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
』
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
そ
の
執
筆
態
度
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
だ

が
、
一
方
で
は
「
私
な
り
に
、
玄
白
と
心
の
旅
を
し
て
み
た
い
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
、
玄
白
に
対
す
る
磐
日
己
呉
耳
が
抑
え
が
た
い
力
が
文
字

と
な
っ
て
く
る
心
情
を
吐
露
し
て
お
ら
れ
る
。
私
個
人
と
し
て
は
、
た
と
え

客
観
性
が
要
求
さ
れ
る
伝
記
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
史
家

の
主
観
が
混
入
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
従
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
、

あ
る
い
は
、
時
に
よ
っ
て
は
、
む
し
ろ
そ
の
故
に
こ
そ
一
層
意
義
が
あ
る
場

合
も
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。
本
書
の
場
合
、
片
桐
氏
の
個
性
が
強
く
で

て
、
む
し
ろ
成
功
し
た
例
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
と
関
聯
し
て
く
る
が
、
漢
方
医
学
に
関
心
を
持
ち
、
と
り
わ
け

古
方
派
の
活
動
を
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
現
在
の
私
の
立
場
と
し
て

は
、
片
桐
氏
の
所
論
、
と
く
に
漢
方
医
学
に
言
及
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

本
書
の
個
禽
の
条
文
に
対
す
る
批
判
で
は
な
く
、
も
う
少
し
本
質
的
な
考
え

方
の
相
異
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
詳
論
す

る
こ
と
は
し
な
い
が
、
い
ず
れ
機
会
を
み
て
、
私
の
考
え
も
聞
い
て
い
た
だ

き
、
更
に
御
教
示
を
も
仰
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

本
書
は
固
定
し
か
か
っ
て
い
た
私
の
杉
田
玄
白
観
を
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
っ
て

く
れ
た
。
私
は
、
こ
れ
を
機
会
に
あ
ら
た
い
て
玄
白
の
著
作
を
虚
心
に
読
ん

で
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
（
大
塚
恭
男
）

（
発
行
・
吉
川
弘
文
館
、
定
価
八
○
○
円
）
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Ｊ
、
″
４
℃
〃
、
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色
〃
、
〃
低
刀
〃
、
〃
、
″
、
〃
Ｄ

新
刊
紹
介

１
ｔ
〃
、
〃
退
″
む
く
〃
、
ｒ
、
ざ
う
４
７
日

安
西
安
周
先
生
遺
稿
「
日
本
医
道
論
」

こ
の
本
は
昨
年
、
安
西
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
「
漢
方
と
臨
床
」
に

ｎ
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
も
の
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

先
生
の
経
歴
は
こ
こ
に
記
す
ま
で
も
な
い
が
、
浅
田
流
の
漢
方
を
学
び
、

後
進
の
指
導
に
あ
た
る
傍
ら
、
医
史
学
界
に
も
数
之
の
業
績
を
残
さ
れ
た
。

特
に
、
「
日
本
儒
医
の
研
究
」
は
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
本
が

出
版
さ
れ
た
経
緯
と
内
容
を
矢
数
道
明
先
生
が
本
書
の
冒
頭
に
詳
し
く
書
か

れ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
こ
こ
に
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

安
西
安
周
先
生
の
遺
稿

「
日
本
医
道
論
」
の
掲
載
に
つ
い
て

矢
数
道
明

安
西
安
周
先
生
は
、
八
年
間
に
及
ぶ
脳
軟
化
症
の
療
養
生
活
に
よ
く
耐
え

て
こ
ら
れ
た
が
、
去
る
四
月
四
日
老
衰
症
状
加
わ
り
、
享
年
七
十
九
の
一
生

を
畢
え
ら
れ
た
。
す
で
に
本
誌
上
「
日
本
古
隆
学
派
考
」
「
わ
れ
ら
の
先
眺

者
」
等
の
二
大
連
載
物
を
始
め
、
多
く
の
貴
重
な
ご
寄
稿
を
い
た
だ
い
て
き

た
が
、
先
生
の
学
勲
は
、
明
治
漢
方
最
後
の
巨
頭
、
浅
田
宗
伯
の
直
流
を
伝

え
る
数
多
く
の
著
述
と
、
儒
医
一
本
の
老
大
な
史
伝
編
纂
の
大
業
績
に
集
約

さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
生
は
晩
年
横
浜
市
程
ヶ
谷
郊
外
の
新
開
地
、
女
婿
宅
の
一
室
に
隠
棲
さ

れ
、
酒
を
忘
れ
た
寂
し
い
、
し
か
し
極
め
て
静
か
な
数
年
を
過
さ
れ
た
。
そ

の
告
別
式
の
後
で
、
ご
遺
族
に
対
し
、
若
し
ご
遺
稿
で
も
あ
れ
ば
、
先
生
の

最
後
を
飾
る
よ
う
ご
紹
介
し
た
い
旨
を
申
し
あ
げ
て
お
い
た
。

す
る
と
先
般
、
こ
れ
こ
そ
先
生
の
精
魂
を
こ
め
ら
れ
た
大
作
と
思
わ
れ
る

旧
槁
を
持
参
さ
れ
た
。
先
生
は
生
前
ご
家
族
に
対
し
て
「
戸
｝
の
原
稿
は
十
分

念
入
り
に
ま
と
め
て
あ
る
か
ら
、
で
き
う
れ
ば
何
と
か
し
て
こ
の
ま
ま
一
冊

の
本
に
て
欲
し
い
」
と
述
懐
さ
れ
て
い
た
由
で
あ
る
。

本
稿
は
安
西
先
生
が
漢
方
に
転
身
さ
れ
て
数
年
後
、
い
ま
か
ら
四
十
年
ほ

ど
前
の
昭
和
初
頭
に
筆
を
起
し
、
昭
和
三
年
十
一
月
に
脱
稿
さ
れ
た
も
の
で
、

総
数
四
三
四
枚
に
及
び
、
和
紙
原
稿
用
紙
に
終
始
一
貫
毛
筆
を
以
て
認
め
ら

れ
た
一
大
雄
篇
で
あ
る
。
表
紙
の
中
央
に
は
「
両
全
堂
医
言
」
と
大
言
さ
れ
、

右
側
に
皇
国
隠
医
安
西
安
周
著
と
し
て
あ
る
が
、
中
央
の
文
字
は
抹
消
さ
れ
、

左
側
に
昭
和
廿
一
年
八
月
に
「
神
州
医
道
論
」
と
改
題
し
た
旨
が
附
言
し
て

あ
る
。
し
か
し
最
終
的
に
は
表
題
の
如
く
「
日
本
医
道
論
」
と
三
た
び
題
名

が
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
当
時
敗
戦
に
よ
り
神
州
の
語
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
総
論
草
、
各
論
七
章
よ
り
成
り
、
全
篇
を
通
覧
し
て
驚
く
こ
と
は
、

四
十
年
前
の
所
論
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
現
下
の
日
本
医
道
復
活
振
興
論

と
し
て
、
完
壁
の
筆
を
進
め
ら
れ
、
脈
禽
胸
を
打
つ
迫
力
に
満
ち
溢
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
こ
そ
は
先
生
の
漢
方
転
向
時
代
の
初
一
念
で
あ
り
、

畢
生
の
念
願
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
こ
れ
を
十
二
回
に
分
け
て
掲
載
し
、
終
了
後
は
先
生
の
遺
言
に
応
え

て
こ
れ
を
単
行
本
と
し
て
、
「
日
本
医
道
論
」
の
真
面
目
と
し
て
現
世
代
に

贈
り
、
永
く
後
世
に
伝
え
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
東
亜
医
学
協
会
（
東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
二
’
二
○
、
電
話
二

六
○
’
一
四
七
三
）
で
実
費
五
○
○
円
で
領
布
し
て
い
る
。

、
、
，
ゾ

戸
、
ｕ

ｎ
ｕ
〉

〆
’
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Ｉ書
評Ｉ川

本
裕
司
・
中
谷
一
二
共
著
「
極
誰
配
癖
趣
川
本
幸
民
伝
」

幕
末
の
洋
学
者
川
本
幸
民
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
戦
後
設
立
さ
れ
た
顕
彰

会
が
企
画
し
刊
行
さ
れ
た
「
蘭
学
者
川
本
幸
民
」
（
小
沢
清
躬
著
、
昭
邪
）

が
あ
る
以
外
は
未
定
稿
の
稿
本
類
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
拠
し
た
小
冊
子
が
あ

る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
幸
民
百
年
忌
を
迎
え
る
当
り
、
著
者
に
後
商
と
郷

士
史
家
と
い
う
よ
き
人
を
得
て
、
そ
の
協
同
作
業
に
よ
っ
て
、
現
在
ま
で
の

諸
氏
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
新
資
料
を
発
堀
・
追
加
し
て
、
最
も

詳
細
な
幸
民
伝
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
お
し
む
ら
く
は
、
初
刷
に
誤
植
が
か
な
り
散
見
さ
れ
る
こ
と
と
、

誤
証
と
思
わ
れ
る
も
の
が
目
に
つ
く
。
例
え
ば
、
坪
井
信
道
が
緒
方
洪
庵
門

に
入
っ
た
（
Ｐ
妬
）
と
い
う
師
弟
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の
や
、
「
和
蘭
問
答
」

（
享
保
九
年
の
蘭
人
江
戸
参
府
の
と
き
の
問
答
書
、
今
村
市
兵
衛
ら
通
記
筆

記
）
を
建
部
清
庵
、
杉
田
玄
白
ら
の
「
和
蘭
医
事
問
答
」
と
混
同
し
て
い
る

（
Ｐ
蝿
）
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
明
治
に
な
っ
て
陸
軍
文
庫
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
「
化
学
読
本
」
が

稿
本
の
「
化
学
新
書
」
の
増
訂
版
だ
と
す
る
説
が
踏
襲
さ
れ
て
い
て
（
Ｐ
理
、

Ｐ
鰯
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
両
害
の
原
書
の
関
連
記
事
と
統
一
を
欠
く
。

さ
ら
に
、
〃
化
学
〃
の
呼
称
に
つ
い
て
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
新
資
料
の

「
裕
軒
随
筆
」
を
引
い
て
、
嘉
永
四
年
説
を
新
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
記
事
の
年
代
考
証
に
つ
い
て
は
一
ま
つ
の
不
安
が
あ
り
そ
う
だ
。
む
し

ろ
新
資
料
の
「
万
有
化
学
」
開
版
見
致
か
ら
「
化
学
新
書
」
以
前
に
化
学
を

冠
し
た
幸
民
の
書
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
司
馬
凌
海
の
「
七
新
薬
説
」

こ
の
本
は
高
等
看
護
学
校
の
教
科
書
で
あ
り
、
石
原
氏
の
著
わ
し
た
看
護

史
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
看
護
史
は
文
化
史
、
社
会
史
、
宗
教
史
と
深

い
繋
が
り
を
持
つ
だ
け
に
、
そ
れ
ら
に
通
暁
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
が
、

こ
の
本
は
改
訂
前
も
ま
と
ま
り
の
良
い
好
著
で
あ
っ
た
。
だ
だ
、
石
原
氏
の

得
意
と
す
る
と
こ
ろ
が
中
世
で
あ
る
た
め
に
、
教
科
書
と
し
て
使
う
に
は
近

代
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
補
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
今
度
の
改
訂
に

長
門
谷
氏
が
加
わ
り
、
そ
の
時
、
大
い
に
改
善
さ
れ
た
。
ま
た
、
仏
教
に
係

わ
る
こ
と
に
は
杉
田
氏
が
筆
を
加
え
た
と
聞
く
。
そ
れ
に
挿
絵
が
全
面
的
に

変
え
ら
れ
、
本
文
の
組
方
も
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
て
面
目
を
一
新
し
て
い
る
。

挿
絵
で
は
、
以
前
の
も
の
で
残
し
て
欲
し
か
っ
た
も
の
も
二
、
三
あ
っ
た
が
、

数
に
制
限
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
の
近
代
看
護
史
は
中
里
龍
瑛
氏
、
雪
永
政
枝
氏
、
木
下

安
子
氏
、
土
曜
会
や
芽
の
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
着
々
と
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
本
で
は
一
応
、
こ
れ
ら
を
簡
潔
に
ま
と
め
あ
げ
て
、
今
ま
で

（
万
延
元
年
五
月
稿
）
と
相
前
後
し
て
化
学
の
呼
称
が
出
現
す
る
点
を
与
え

て
、
こ
の
使
用
を
誘
因
し
た
も
の
ｌ
中
国
に
お
け
る
使
用
例
の
伝
播
の
影

響
ｌ
を
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
本
書
を
足
場
に
、
幸
民
伝
研
究
の
一
層
の
進
展
を
期
待
し
、

著
者
ら
の
労
を
謝
し
た
い
。
（
宗
田
ご

Ｂ
６
版
、
二
六
一
一
頁
、
定
価
八
○
○
円
。
発
行
所
共
立
出
版
Ｋ
Ｋ
。

石
原
明
、
杉
田
暉
道
、
長
門
谷
洋
治
共
著

看
護
史
ｌ
系
統
看
護
学
講
座
別
巻
５
１
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誤
ま
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
も
匡
し
て
い
る
。
だ
が
、
看
護
史
は
ま
だ
調
べ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
多
く
、
定
説
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
、
今
一
度
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
こ
数
年
看
護
史
を
担
当
し
た
結
果
、

感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
か
く
、
単
独
で
書
い
た
本
の
改
訂
に
何
人
か
加
わ
る
と
本
の
バ
ラ
ン
ス

が
く
ず
れ
、
失
敗
す
る
例
が
多
い
が
、
こ
の
本
で
は
成
巧
し
て
い
る
。

こ
の
本
は
看
護
史
の
教
科
吉
で
あ
る
が
、
通
読
し
て
も
面
白
く
、
古
く
は

看
護
は
医
術
か
ら
分
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
医
学
史
に
興
味
を

も
つ
人
に
も
面
白
い
本
で
あ
る
。
特
に
、
挿
絵
は
さ
す
が
に
石
原
先
生
の
本

と
う
な
づ
け
る
珍
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
（
酒
井
シ
ヅ
）

（
発
行
所
・
医
学
書
院
、
定
価
一
○
○
○
円
）

第
二
三
回
国
際
医
史
学
会
議
出
席
に
つ
い
て
標
記
会
議
が
明
年
九
月
二
日

’
九
日
ま
で
英
国
、
ロ
ン
ド
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

既
に
会
議
説
明
書
等
を
入
手
さ
れ
御
出
席
の
検
討
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
先
生
方
も
多
数
お
あ
り
か
と
お
察
し
致
し
ま
す
。
現
在
此
の
会
議
に
関
し

色
だ
と
連
絡
を
取
っ
て
い
る
国
際
会
議
情
報
セ
ン
タ
ー
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、

七
、
八
名
の
先
生
方
は
大
変
興
味
を
お
持
ち
と
か
聞
い
て
お
り
ま
す
。

第
二
三
回
国
際
医
史
学
会
に
つ
い
て

×

×

昨
今
の
航
空
運
賃
の
規
定
に
よ
り
ま
す
と
、
御
出
席
さ
れ
る
先
生
方
を
御

一
緒
に
主
グ
ル
ー
プ
に
致
し
ま
す
と
、
割
引
運
賃
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
参
考
の
た
め
に
運
賃
の
説
明
を
致
し
ま
す
と
、

１
○
東
京
ｌ
ロ
ン
ド
ン
往
復
二
等
嘱
麓
勇
一
ｇ

※
一
人
で
旅
行
し
た
場
合
の
普
通
運
賃
で
す
。

２
○
グ
ル
ー
プ
十
名
以
上
に
切
り
ま
す
と
東
京
ｌ
ロ
ン
ド
ン
の
運
賃
が

鵯
苦
鈩
誤
今
と
な
り
ま
す
。

※
北
の
場
合
は
グ
ル
ー
プ
旅
行
に
な
り
ま
す
の
で
日
本
出
発
前
に
ホ

テ
ル
代
、
そ
の
他
を
ま
と
め
て
支
払
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

３
○
グ
ル
ー
プ
二
五
名
以
上
に
な
り
ま
す
と
東
京
ｌ
ロ
ン
ド
ン
の
運
賃
が

絹
漣
歩
二
一
と
な
り
ま
す
。

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
全
行
程
全
員
同
一
行
動
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
旅
行
の
方
が
旅
費
と
し
て
は
格
安
に
な
り
ま
す
の
で
御
利
用
さ
れ

た
ら
如
何
か
と
存
じ
御
案
内
を
し
ま
し
た
。

問
合
せ
は
、

毒
一
○
一

国
際
会
議
出
席
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

国
際
会
議
情
報
セ
ン
タ
ー

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
三
’
一
○
’
七
・

神
田
駅
前
ア
ッ
ミ
ピ
ル

電
話
東
京
（
○
三
）
二
五
六
’
九
○
六
七
一
八

お
問
い
合
せ
は
．
．
■
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第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
開
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
つ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
開
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
二
○
○
○
円
を
前
納
す
る
。
た

だ
し
外
国
に
居
住
す
る
会
員
は
年
額
一
○
ド
ル
と
す
る
。

日
本
医
史
学
会
々
則

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
（
維
持
）
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
、
理
事
、
監
事
、
幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

三
、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
推
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、

幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は
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会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
（
た

だ
し
会
長
を
除
く
）

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
）
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

発
行
期
日
年
四
回
（
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
は
編
集
委
員
が
行
な

う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も

あ
る
。

原
稿
枚
数
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
版
等
を
除
く
）
で
五

印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
）
ま

で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ペ

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。
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は，政府外で行われる科学研究を援助する全体的な機関が必要なことは明らかです。科

学研究と教育への国家的関心は国立研究所を作ることで最も促進されるというのが私の

判断です｡」と報告文を結びました。ブッシュ博士の提案した型とははなれたものとな

りはしましたが，医学部門は1946年以来のNational lnstituteofHealth(NIH)の拡

充という形で実行されました。1950年代のはじめ神経疾患および精神衛生の分野で部門

研究所が作られ，外部への研究，教育の援助および，神経と行動科学の全域に亘って基

礎および臨床研究の連合プログラムを開発しました。大学に基盤をおく脳研究所につい

て紹介するため，1959年私が関係して設立されたカリフォルニア大学ロスアンゼルス分

校(UCLA)の脳研究所の概要をお伝えします，所員は100人を越え， その研究分野は

神経科学の全域に亘っています。大学にこのような研究所をおくことの重要性は，大学

院生など後継者の教育に加えて，かつてのドイツの諸大学の研究所の果した役割と同じ

ことが指摘できます。開設以来12年間に，そこで働いた外国人は総人員の約1/3で，

432人で，37ケ国に及んでいます。大部分の人達はその後母国にもどっています。地域

別にいいますと，128人がアジア，114人が西ヨーロッパ, 100人がイギリス, 50人が

南アフリカ，30人が東ヨーロッパとソ連，10人が中近東と北アフリカらか訪れた人達で

す。ひとつの国からの最多は日本で93人です。大帝国についてのくられている金言を

引用するなら｢すべての道は西へと進む－ロスアンゼルスから日本へ｡」というわけで

す。事実そのようになりつつあるのは嬉しいことです。

各国の脳研究所の国際的連絡は1959年パリでIntemationalBrainResearchOrga-

nization(IBRO)の計画がねられ, 1961年，全世界的な規模での会合がもたれることで

果されました。このIBROの目的は「全国的，そして国際的規模で実際面での協力を増

すこと。異なった文化背景をもつ科学者達の間での情報とアイデアの交換を促進するこ

と，開発途上にある国々に脳研究所を設立すること。脳に関する研究から得られる知識

や恩恵をすべての国々に伝えること｡」です。

脳研究の近代の歴史はこのように全回転をしてきました。その将来力:成功に満ちたも

のであることを心から願ってやみません。 （広沢一成抄訳）
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神経科学の発展における研究機関の役割

H.W. ﾏｸﾞｰﾝ

現在開催されている第18回日本医学会総会に招待下さった日本辰史学会に感謝いたし

ます。医史学については全くの素人ですので脳の研究に於ける成長の社会学とでもいう

ものについて述べてみます。

研究所という考え方は個人の傑出した能力を中心として発達した18世紀までの科学

とは対称的に，組織の力，総合力を重視する方向をもつもので， 19世紀にドイツでは

じまり，他の国々に拡まって行きました。

脳の研究に関しては1901年，パリで開かれた国際学士院会議で国際脳研究委員会の

設立と各国に中央的な脳研究所を作ることが決議されました。そして，1908年までには

8ケ所の研究所（ウイン，マドリッド，フランクフルト，ライプチッヒ，チューリッヒγ

ペテルスブルグ，フィラデルフィア，アムステルダム）が国際脳研究委員会に加盟し，

各国からこれらの研究所へ研究生が集散し，全世界的に脳研究のレペルを上げました。

日本の脳研究所も，ウィーンのオーベルシュタイナーの許で研究を行っていた三宅博士

の手で創設され，現在，この学会の会長である小川博士，その後継者である時実博士，

草間博士の指導の下に，我々の脳に関する知識に貢献しています。

脳研究所の拡大は戦争という障害にも拘らず続きました。フォクト夫妻の活動を例に

とりますと, 1902年にはベルリン大学に神経生物学実験室を作り，第一次大戦後はベル

リン・プッフにウイルヘルム皇帝脳研究所を作りました。1937年にはノイシュタットに

別の研究所を作りました。この間，1924年にはレーニンの脳を標本とするため，モスク

ワに，今日の脳研究所の基となる研究所を作りました。ドイツ国内にある上述の研究所

は今日，マックスプランク研究所の一部として各地にあります。カナダでは1934年に

モントリオールﾈ巾経研究所が設立され，シェリントンに学んだペンフィールドは特に神

経病理学に力をそそぎ，1940年に，この研究所はマックギル大蠅医学部と合併しました。
アメリカでは1919年，ハーヴェ・クッシングが第一次大戦後のアメリカに神経の外科

的治療を中心とする神経学の国立研究所設立を目指しましたが，これは稔りませんでし

た。第二次大戦も終局に向った1944年11月，ルーズペルト大統領は科学技術研究所

長のブッシュ博士に戦時研究の平和利用についての意見を求めました。プッシュ博七は

「科学，果しない未開地」と題する報告文をもってトルーーマン大統領に答えました。「疾

病に対する戦いの進歩は新しい科学知識の流れに依存しています。新しい産物，企業そ
して職業へは自然の法則に関する知識をたえず加えること，そして，その知識を実際的

な目的へと応用することが必要です。この大切な新知識は基礎的研究からのみ得られる

ものです。科学の進歩なしには近代世界の国家として我々の健康・繁栄そして安全の保

証は達成されません｡」とはじまり「連邦政府は若い世代に新しい科学知識の創造と科学

的才能の開発を促進する責任をもつべきであります。この責任を有効に遂行するために
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SouthAmerica, 30 fromEastEurope and theU.S､S.R､, andlO fromtheNear

EastandNorthAfrica・ Iamparticularlypleasedtobeabletotell you that the

largestnumberfromanysinglecountrywerethe 93 fromJapan. Toparaphrase

anearlierhistoricalaxiomaboutEmpire, @(Westwardmovesthecourseofresearch

-fromLosAngeles toJapan.'' As thistrendcontinues, ouryoungscientistswill

soonall becomingtoworkwithyouinJapanand, as amatter of fact, I am

pleasedtonotethat this isalreadytakingplace.

Inrelationtothis internationalnote, withthecontinuation, revival, expansion,

andadditionofbrainresearchinstitutes inmanvcountries since the turnof the

century, whenthismovementgained initial identityandmomentumthrough the

activities of the lnternational BrainResearchCommission, one concluding step

remainedtocompletethesequenceofdevelopment in thepattern it began. This

gapwas filled, in1959, againinParis, whenastudygroupdrawnfromanumber

ofcountriesformulatedthemainoutlinesofan lnternationalBrainResearchOrga-

nization, or lBRO, whichbecame affiliatedwithUNESCOinthefollowingyear

andheldthefirstmeetingof itsExecutiveCommitteeinl961. Just sixtyyears,

therfore,aftertheinitial lnternationalBrainResearchCommissionbecame operative

inl901 (andwassubsequentlydissoIved), inl961 a second lnter･national Brain

ResearchOrganizationinitiated, amongotheractivities, currentefforts; @4toincrease

interdisciplinarycollaborationonanational and intemational scale; toaccelerate

the interchange of informationand ideasbetweenscientists of different cultural

backgrounds; toassist intheestablishmentofbrainresearchindevelopingcountries;

andtodistributetoallcountries theknowledgeandbenefits thatmayaccruefrom

researchuponthebrain.''

Themodernhistoryofbrain researchhasthuscomefull cycle－－mav its suc-

cessful futurebe insured.
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ThegrowthoftheNationallnstitutesofHealthisofspecial interestfor,byfiscal

<71, itstotalbudgethadreachedahighof$1.6billion. Intheearly1950's, com-
ponentlnstituteswereestablishedinthefieldsofneurologicaldiseases andmental
health・ Inadditiontoprovidingextramural supportforresearchandtraining,these

Instituteshavealsodevelopedacoordinatedintramuralprogram~ofbasicandclinical

researchinthefull rangeoftheneuralandbehavioral sciences. This intramural

programsupportsalargestaffofcareer investigatorsandprovidesaswell for the
participationofvisitingResearchAssociates． Thoughnot so identi6ed, this in-
tramuralprogramisactuallya close approximationof theNational Neurological

InstituteenvisionedearlierbyHarveyCushing. Sincethetotalfiscall971appropria-
由 Q

tionforthemost forneurologicaldiseasesamountsto $105million, arld the in-
申

tramuralprogrameXpends10%, thelatter'sannualbudgetmustbeabout$10mil-

lion, whichispreciselyCushing'searlierestimateofthecostof suchanoperation,

obviously, this isnot 4G lookeduponasfantastic'' today.

Toprovideacomparativeviewofacontemporaryunivertity-basedbrainrese-
archinstitute intheUnitedStates, Ishallbechauvinistic inbrief descriptionof

theBrainResearchlnstituteattheUniversityofCalifornia,LosAngeles. Established

inl959, outofearlierassociations inChicago of itsDirector, Dr.JohnFrench,
withthelllinoisNeuropsychiatriclnstitute, andmyselfwithProfessorRanson'sln-

stituteofNeurologyatNorthwesternMedicalSchool, theLosAngeleslnstitutenow

hasalittlemorethanahundredmembers, all ofwhomholdeither facultyor

resear･chappointments insomel5participatingdepartmentsof theUniversity.
ThesemembersareselectedbytheDirector andhisAdvisoryCommittee on the

basisoftheirresearchproductivity,whichrangesovermostoftheneurosciences.

Inadditiontotheirotheractivities, allmembersarer･esponsibleforthepreceptoral

educationofgraduatestudentsandpostdoctoral fellowswhearepreparingforcareer
c

involvement infIeldsofbrainresearch.

It isthislast feature, inparticular, thatemphasizesthe importance ofmain-

tainingsuchresearchinstitutes inuniversitysettings, for theirneed is as great
todaVas inl9thCenturyGerman. Dr.Frenchhas recentlyassembleddatacon-

cerningthegraduatestudents, postdoctorals, andvisitingscientistswhohavebeen
aSsociatedwiththeBrainResearchlnstituteduringthe littlemore thanadecade

since itsfoundinginl959． Thisgroupnumbers l,376, ofwhomapproximately

athirdeachhavebeenstudents, postdoctorals, ormorematurescientists. Those

fromabroadnumber432, oraboutathirdof the total. Theycame from, and

withveryfewexceptions laterretumedto, 37differentcountries・ Byregions, 128

werefromAsia, 114 fromWesternEurope, 100fI･omtheUnitedKingdom, 50from
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Newproducts, newindustriesandmore jobs requirecontinuousadditionstoknow-

ledgeof the lawsofnatureandtheapplicationof thatknowledgetopractical pur-

poses. Thisessential newknowledgecanbe obtainedonlythroughbasicresearch.

Withoutscientificprogress, noamountofachievement inotherdirectionscaninsure

ourhealth, prosperityandsecurityasanation inthemodernworld.''

TheReportconcluded: GKTheFederalGovernmentshouldacceptnewresponsi-

bilities forpromotingthecreationofnewscientificknowledgeand thedevelopment

ofscientifictalent inouryouth. It ismyjudgementthat thenational interest in

scienti6cresearchandeducationcanbestbepromotedbythecreationofaNational
ResearchFoundation.''

Bushproposed that this agencyconsist of threemaindivisions: aCentral

DivisionofNaturalSciences, relatingtobasicresearch; ononesideofwhichwas

tobeaDivisionofMedicalResearch, relatingto thehealth professionsi andon

theotheraDivisionofNationalDefense, relatingtotechnologyandengineering.

Heurgedthat thesefunctionsbecentered inasingleagency, saying: 4:Science is

fundamentallyaunitarything. Separationof thesciencesintotightcompartments,

aswouldoccur ifmorethanoneagencywere involved,wouldretardandnot ad-

vancescienti6cknowledgeasawhole.''

Inmanyrespects, theseproposalsappealedtotheprinciplesofourl8thcentury

ConstitutiOn・ Theyembodiedthestrong faithof theEnlightenment, that <fReason

andscience, freedfromearlierdennitionsof traditionalvalues, wouldadvancethe

political freedomandsocialwell-beinginournation,'' TheReport'semphasisupon

thecentralizationof theseactivitites ina single foundation, however, conflicted

stronglywithconceptsof individual initiativeandcomp､etive free enterprise, so

distinctiveofouregalitariancredo.

As it turnedout, thegoalsof theReport have sincebeenachieved, not as

proposedbutthroughamultiplicationofFederal agenciesanda decentralizationof

decision-making. ThecentralDivisionofNaturalSciencesof theReportwas im-

plementedbytheestablishment inl950ofanautonomousNationalScienceFounda-

tionTheDivisionofMedicalResearchgaindexpressionbymajorexpansionof the

alreadyexistingNational lnstitutesofHeatth froml946 on, Insteadof a single

DivisionofNationalDefense, anAtomicEnergyCommissioninl946andaNational

AeronauticsandSpaceAdministrationinl958wereaddedtoalreadyexistingunits,

Support foradvancededucationwasprovidedbyeachof these agencies, andby

theU.S. O缶ceofEcucationaswell. In6scal l971, thetotalnational support of

research, developmentand related trainingby these andotherFederal agencies

amountedto$15.8billion.

（11） 154



suchaninstitutemightcosttenmilliondollars, thiswaslookeduponasfantastic.

Unhappily, tomake the story short, wemetwith opposition frominfiuential

quarters. Theundertaking finallywas abandoned, andweoneandall drifted

backtoourformerpositions. Disappointedaswewere, I like to think the seed

didnot fallonwhollybarrenground, andthatour long-forgottenprojectmayhave

easedthewaVforMcGill toestablish its unitwhiCh, let us hope, will Set an

exampletobeemulatedbylargeuniversitycenterselsewrere.''

Forreasonsthat are diHicult to understand, national interest in supporting

researchin thesciencesandtheirprofessions intheUnitedStates seems toreach

athresholdleading to implementationonlyduringor immediately following the

country's involvement inamajorwar. Likethesystemof science-orientedLand

GrantCollegesandStateUniversitiesmentionedearlier, ourNationalAcademyof

Scienceswasalsoestablishedinl862, duringthedarkest days of the country's

CivilWar. Atthenextavailableoccasion, theAcademy'simplementivearm, the

NationalResearchCouncil,wasestablishedinl920, immediatelyafterWorldWarl.

Analogously, followingWorldWar l, eventsof immense importance for research

inthesciencesandtheirprofessionswereinitiatedintheUnitedStates,

AsthetragediesoftheSecondWorldWar approachedtheirend; inNovember

1944．shortlybeforehisdeath, PresidentFranklinD.Rooseveltwrote a letter to.

VannevarBush, whobeforethewarwasprofessorof engineering at theMassa-

chusettslnstituteofTechnology･ Roosevelt's letter read, @cDearDr.Bush: The

O伍ceof ScientiiicResearchandDevelopment, ofwhichyouare theDirector,

representsauniqueexperimentofteamworkandcooperationincoordinating scien-
tificresearchandapplyingexistingscientificknowledgetothesolutionof technical.

problemsparamount inwar,

40There is, however, noreasonwhythelessonstobefoundinthisexperiment

cannotbeprofitablyemployedintimesofpeace. The information, thetechniques,

andtheresearchexperience developedby theOmceof ScientificResearchand

Developmentshouldbeused inthedaysofpeaceaheadfortheimprovementofthe

nationalhealth, thecreationofnewenterprisesbringingnewjobs, andthebetter-

mentof thenational standardsof living. ．

｡<Newfrontiersof themindarebeforeus, andiftheyarepioneeredwithvision,

boldness, anddrive,wecancreateafullerandmorefruitfulemploymentandafulier

andmorefr･uitful life. ''

Bush'ssubsequentreplytoPresidentTruman, Roosevelt's successor, was in

theformofareportentitled4lScience, theEndlesFrontier.'' Itstextbegan: 4$Pro-

gress inthewaragainstdiseasedependsupona flowofnewscientincknowledge.
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@dedicated, istheachievementofagreaterunderstandingoftheneurological ills to

whichmanisheir, sothatphysiciansmay come tothebedsidewithhealing in
theirhands.'' Theprovisionof researchlaboratorieswas also signi6cant for, as
Penfieldremaked, j$Noonecouldbecomefamiliarwithneurological problems, and

withthehandicapsimposeduponworkersin this field,without concluding thlt
adequatelaboratorieswereessential tofurtherprogress・ Foranyconstructiveideas

that lmayhavecontributed, Ihaveto thank theguiding influence of themen

under･whomithasbeenmygoodfortunetowork. Most importantwastheinitial

influence ofSherrington. Inhis laboratoryatOxford, to search for thehidden

truths ofneurologybecameahabitofmind, acoloringtoall one's thoughts.''

Additionally, pmvisionwasmadeforResearchFellows, ofwhomPenfield said,
,4lThe importantworkofresearchiscarriedonbyyoungmenwhohavefinishedall

preliminarytrainingandwhohavenotyetundertakenpositionsof responsibility.
Someof themarevoluntaryassistants, othersareona researchstipend. They
maybewanderingstudentsfromanypartof theworld. Ifwell chosen, theRese-

archFellowsarethemost importantpartof thestaffofan lnstituteof thissort.''

Cominglast tomyowncountry, at theopeningceremoniesoftheMontreal ln-

stitute, Penfield'scolleagueinneurosurgery, HarveyCushing, thenneul･osurgeon
､atHarvardMedicalSchool, recalledhisearliereffortstoestablishamajorNational
Institute ofNeurologyintheUnitedStates inl919． 46AsWorldWarldrewto

.aclose,'' Cushingsaid, 4casmallgroupofoverseasmedicalofficers,whoseomcial

positionshad thrownthemtogether, foundthemselvesdisinclinedtoreturntotheir

formerhumdrumprofessoTial tasks･ In talking thematterover, they conceived

the ideaof foundingaNational lnstituteofNeurology, whoseprimarypurposewas

to aid thegovernment in supervising the furthertreatmentofthedisordersand

injuriesof thenervoussystemsustainedbyoursoldiers. Welooked forwardnot

onlytohavingsuitablewardsfororganic, psychopathic, infectious andneurosur-

gical disorders, butalsoanoperatingsuiteandproper laboratoriesforneuropatho-

logical investigationandexperimentation.

44 ItwasourambitiontohavetheorganizationgrowintoapostgraduatesChool

for thosewhose interestspointedtowardsneurologyoranyoneofitsmanybypaths.

Were suchaninstitutetobeput inoperationandkeptoutofpolitics, we, onour

part, aswhole-timeservants, freefromthedistractionsofprivatepractice, agreed

todevotetheremainderOfourworking lives intheeffort tomake itasuccess.

4lInretrospect,''hecontinued, Clthegovemmentmighthavebeensaved some

hundredofmillionsofdollarsthathavesincebecnexpendedonthecareof these

verypatients・ Butwhenitwassuggestedthat the erection andmaintenanceof
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Toreturntothe initialCentral lnstitutes,manyof their resources, someof
the institutes themselves, andthe identitywhiChthe lnternational BrainResearch
Commissionhadprovidedtheirdevelopment,weresweptawayintheholocaust of■ p

WorldWarOne. Followingthewar, however, the impetusoftheinitialmovement

wasgradually restored, ThelnstituteatViennawas revived in l938 and, as
.ameasureof itsseniority, its75thanniversarywascelebrated1n1957. The in-

り U

stituteatAmsterdamcorltinuedandits50thanniversarywascelebratedinl959.
TheinstitutesatZurichandPhiladelphia alsocontinued, asdidthatofBechterew

which, afterl920, becametheState institute of Brain.Research inLeningrad.
UponCajal'sretirement fromtheUniversityofMadrid, the Spanishgovernment
establisheda largenew instititoCajal, completedinl932,whose programs, 1n-

terruptedlaterbytheSpanishCivilWar,arecurrentlybeingrestored.

Thetendencyforbrainresearchinstitutestoreproduceoffspring, alreadynoted,
isnowherebetter illustratedthanbythefecundityof thoseassociatedwithOscar

VogtandhiswifeCecille, Theyhad establishedaNeurobiologicalLaboratoryat
theUniversityofBerlininl902and, afterthefirstwar, alargemultidisciplinary
KaiserWilhelminstituteforBrainResearch inBerlin-Buch． Forced to leave in

1937, theyestablishedstill another instituteatNeustadt. 0nthedeathofLenin
in l924, Vogtwas called toMoscowandcommissionedtoarTangefaCilititesfor

appropriatestudyof theSoviet leader'sbrain. Themansionofaformercapitalist
wasconvertedto laboratories, agroupofSovietscientistswastrained, andinthe

courseof twoandahalfyearsLenin'sbrainwascutincompletesectionformicro-

scopicstudy. ThisMoscowBrainlnstitutegainedindependentstatus in l929and
todayincludesanumberof flourishingresearchdepartments.

WithinGermanyitself, furtheroffspringof theVogts' institute are currently

proliferatinginaveritablechainreaction, throughtheMaxPlanckGesellschraft's
establishmentofamulti-departmental institutefiirHirnforschung,withwidelydistri-

butedunits. InadditiontocontinuingtheprogramatNeustadt, comparativestudies
ミノ

areproceedingatGiessen, behavioral researchat Seewiesen, neurophysiology at
今

G3ttingenandMunich, neurochemistryatMarburg, andgeneralneurologyatKoIn.
Most interestingly, in relationtotheearlier instituteofEdinger, still anotherunit

､atFrankfurt isagaindevotedtothestudyofNeuroanatomyandpathology.

MovingnowtoAmerica, inCanada, theMontrealNeurological lnstitutewas

,opened inl934,sixyearsafter itsdirector,WilderPenfheld, hadjoinedMcGillUni-
versitvto introduceneumsurgeryandneurologicai researchat itsmedical school.

Highmotivationandpurposecontributedimportantlytothemanyachievementsof
theMontreal lnstitute. InPenfield'swords, d:Thetasktowhich thislnstitute is
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ofAcademiesheld inParis inl901, theRoyalAcademyofSciencesof Saxony in

thepersonofWilhelmHis, professorofanatomyatLeipzig, formallymovedtoen-

courage increasedresearchuponthebrain.

TheAssociationsanctionedtheestablishmentofanlnternationalBrainResearch

Commission, dedicated to prOmotingstudyof the structureand functionof the.

central nervoussystem. ThisBrainResearchCommissionhoped, through the in-

Huenceof thenational academies, toconvincethevariousgovernmentsof the im-

portanceof increasinginternational activities inthis fleld, primarilybyestablishing
central institutesforbrainresaarchineachcountrywhere special collections of

investigativematerialandotherresourcescouldbeacCummulatedand facilities be

madeavailablefortheirstudy.

Byl908, eightalreadyexistingornewresearchinstituteshadbeenmade as-

sociatesof thelnternationalBrainResearchCommissionandlaterbecamedesignated

ascentral orNational lnstitutes: atVienna,Madrid, Frankfurt, Leipzig, Zurich,

St.Petersburg, PhiladelphiaandAmsterdam. Withthisactionofthelnternational

BrainResearchCommission, thestatusofthesecenterswasmuchimproved. While

previouslyoccupyingcrowdedandoftenborrowedspace, theywereaccordedmore

extensivefacilitiesandusuallyassignedasuppotingbudgetanduniversityafYIliation

aswell. TheencouragementandsupportofthelnternationalBrainResearchCom-

mission thus led togreat improvement in the resources andprogramsof these
institutes.

Likethephysiological institutes intheGermanuniversities before them, these

newly-establishedCentral lnstitutesforBrainResearchrapidlyattractedlargenum-

bers of advanced students, postdoctoralsandvisitingscientistsfrommanvcoun-

tries, whoparticipated forvaryingperiodsof time in their activities. Among
these earlyvisitorswasDr.KoichiMiyakefromJapan, who froml904 to l907

studied inObersteiner'slnstitute inVienna. OnretumingtoJapan,MiyakeCon-

tinuedhisresearchandwasappointedprofessorofpsychiatryatTokyoUniversiiy
MedicalSchool in l925. Onapproaching retirement in l936, he againvisited
EuropeandtheU.S､A. to inspect their brain research institutes, and became

inspiredwiththeneedtofoundsuchaninstitutioninJapan, 0nhisreturn, with

supportprovidedbyawealthysilkmerchant,Mr.Horikoshi, aLaboratoryofBrain

ResearchwasestablishedatTokyoUniversityMedical School andEmperitusPro-

fessorMiyake became its firstdirector. ThisLaboratorywas expandedas the

InstituteofBrainReserchinl953 and, under the directorshipof your Society's

President, Dr.Ogawa, andhis successors, Dr. TokizaneandDr.Kusama, it has

continuedtoprovidemajorcontributionstoourknowledgeof thebrain.
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activities insuchinstitutes, theseyounginvestigatorsneturnedtotheirhomecount-

riestointroduce inthemthisGermanmodelof organizedreseaTch.

Inthe latterhalfof thel9thCentury, stepsweretakentoapply thispattern

ofgroupresearchoftheGermanuniversitiestothesolutionof practical problems
outsidethese institutions. Anagricultural experiment stationwas established in

Saxonyinl851, toextendLiebig'schemical studiestotheanalysisof soil, water,

fertilizers, pesticidesandfoodstuffs for the improvement of agriculture and, by

1880, thenumberofsuchstations inGermanyhadincreasedto50.

Concomitantly, intheUnitedStates, theMorrillAct inl862establishedasys-

temofpublicly-supportedLand-Grant Colleges andState Universities inwhich,
without excludingother scientific andclassical 6elds, educational emphasiswas

directedtothestudyof 4Uagricultureand themechanicarts,'' topromote, as the

Actread, 44thepractical educationof the industrialclasses in theseveral pursuits

andprofessionsof life・'' 1n1887, follow-upCongressionalactionprovided for the

establishmentofagricultural experiment stations at eachof these institutions to

promote investigationof theprinciplesand applicationsofagricultural science.

Asecondareaofdevelopment leadingtotheestablishmentofresearchinstitutes

inthe latterl9thCenturystemmedfrominvestigativeadvances inmicrobiologyand

theirapplicationtoimmuno-therapy inthe improvementofpublichealth. InGer-

manv，theachievementsofKochwererecognizedinl880 by the establishment in
″D

Berlinofan lnstitute for lnfectiousDiseases underKoch'sdirection. InFrance,

Pasteur'sdiscoveriesledtheFrenchAcademy toopenanintemational subscription

forestablishmentofthePasteurInstitute, inaugurated inParis in l888. Bythe

turnof the century, other suchcenters hadbeenestablishedinSt. Petersburg,

London, andNewYork.

TheyoungJapanesebacteriologist,Kitasato,wasamajor figure inthisstream.

HeworkedwithKoChforsixyears andwas associatedwithvonBering in the

discoveryofdiphtheriaandtetanusantitoxins. Onhisreturn to Japan, Kitasato

foundedthelnstituteof lnfectiousDiseases inTokyo andbecame itsDirector in

1901, Later, oneofhisgreatest students, Noguchi, becameakeymember of the

Rockefellerlnstitute inNewYork.

Bytheturnof thecentury, theserangingdevelopmentshadbroughttheconcept

ofresearchinstitutestowidespreadpublicattention,andhaddemonstratedthegreat

advanceof investigativeactivitywhichtheirestablishmentmadepossible. Itwasat

thispointthat institutesforbrainresearch, anumber ofwhichhadbeendevelo-

pinglocallythroughthe initiativeof individual investigators, firstreceivedgeneral

recognitionandsupport, At the inauguralassemblyofthelnternationalAssociation
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TheRoleofOrganizedResearchUnits in

DevelopmentoftheNeuroscience"

by

H.W.Magoun*

I ammost appreciativeof thiskindinvitationoftheJapanSocietyofMedical

HistorytopartiCipate initsprogramat thecurrent l8thJapanMedicalCongress.

Asanamateuradmirerofyourfield, insteadoffocusinguponsubstantiveadvances

inthehistoryofmedicine, Ishould liketoreviewwithyousomefeaturesofwhat

mightbecalledthesociologyofgrowthinthehealthsciences, withemphasisupon

theroleoforganizedresearchunits inadvancingthedevelopmentofourknowledge･

of thebrain.

Today, theestablishmentof researchinstitutesformsawidespl･eadpattern for

advancinggrowthinmanyfields of science, which contrastsmarkedlywith the

modeofclassical timesandtheRenaissance,whenthefoundationsofmodernscience

wereestablishedbythe isolated efforts of outstanding individuals． The rlse of

scientiiicacademies intheEnlightenmentof thel7thandl8thCenturies provided

initial agenciesforpromotingresearchandtheCommunicationofscientificfindings.

Theactualbeginningorganizationofresearchactivities themselves, however, 6rst

gainedsubstantialdevelopment inthel9thCenturyGerman universities and from

themspreadtoothersettingsandcountries.

Intheircompetitionfordistinguishedfaculty, theGermanuniversitiesestablished

researchlaboratoriesor institutesassociatedwiththeirprofessorial chairsandunder

thedirectionof theprofessor． Asuccessionofwhatwewouldtodaycalladvanced

graduatestudents, postdoctorals, andvisitingscientists flocked to such combined

professor-researchdirectorsasLiebig inChemistryatGiessen, JohannesMuller

andDuBoisReymondinphysiologyatBerlin, andKarl Ludwig inphysiologyat

Leipzig. Overaninterval of some 30years, Ludwighad250 suChstudentsaIxd

associates, eachofwhoseworkheplanned, guidedcollaboratively and, inmany

instances, publishedunder the studer't'sname, On completing their research

* Deanof theGraduateDivision,UniversityofCaliforniaatLosAngeles
*2 Paperpresentedat the72ndGeneralMeetingoftheJapaneseSocietyofMedical

History, inTokyo, 3.April, 1971.
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SaitoYotatsu, aPhysicianof

AkitaFeudalClan

AkitOmoMATSUKI,M.D

InthispapertheauthorwillprovideashortbiographyofYotatsuSaito(1793-

1858)whowasarepresentativephysicianoftheAkita feudal clan. In l817he
went toEdotostudyclassicalSino-Japanesemedicine calledKo-ihounder Sho-o

Mineforseveralyears.

AfterreturningtoAkitafromEdo, hetookthe leadershipamongmanyphy-

siciansof thisclanandfoundedaprivatemedical school inAkita. His students

numbered233.

Oneofhispupils,YuzoShiratoriofHakodatewhohad learned amethodof

vaccinationfromGorojiNakagawa informedhimabout theeffectiveness of the

methOdagainstsmallpoxinabout l840; Saito approvedof andadministered it
widelvintheAkitadistrictwheremanyinhabitantssufferingfromfrequent flouri-

shingsofvariolaepidemicsat that time・ Itwasthefirstcase inJapan that the

clanperformedvaccinationsystematicallyfor inhabitants・ Theresultswerequite

satisfactory. Hedeservestobehighlyregardedasthefirst topromotetheuseof

thevaccinationmethodintheAkitadistrict.

(Dept・ ofAnesthesiology,HirosakiUniversity, SchoolofMedicine,

Hirosaki,Aomori, Japan.)
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Z.MATSUDA,S.YOKOIundT.ISHIKAWAausge価hrtundsiezeigtendieAtmungs-

,organe, dieBaUcheingeweide,dieurogenitalenOrgane,dasGehirnundRIickenmark,

dieMuskeln, dieGefaBeunddieKnochenandereinenLeicheundnochdazudie

OperationstechnikennachG.J.AGATZanderanderen.

DieseAusfiihrungdauerteiibereinenMonat langunddieZuschauer, die teils

praktischeAerzte inder Stadt, teils StudentenundAerzteder lgakukan-schule

waren, verwundertensichsehrdartiber, die innerenTeiledesmenschlichenK6rpers

zumerstenmal anzusehen.

(AnatomischesInstitutderMedizinischenFakultatderUniversitatKanazawa､）

TheHistoryofEpidemicsandScurvyin

HokkaidobeforetheMeijiEra-Part '

AkitomoMATSUKI

Thepresentstudyisundertakentoelaborateonthehistoryof important dis-

･easesinHokkaidobeforetheMeijiEraasapartof thestudyof "$MedicalHistory

inHokkaidobeforetheMeijiEra''. Thispaperconsistsof twoparts・ Inpart l

frequentprevalencesofsmall pox,measles, influenzaetc, aredescribed. The ear-

liestdescriptionofthe flourishingofepidemicswasobservedinl472 (3rdyear of

Bunmei), butthedetails remainedunknown. Thevariola epidemicsweremost

frequentandprevailedwidelyamongtheinhabitantsofHokkaidoandoccurred l6

timesduringthe233yearsfroml624tol857.

Thescurvyoccurredamongthe soldiersof theTsuguru feudal clanand so

on,whoweredispatchedthereandthenwinteredat ltrupandKunashiri lsland

,duringBunka-period(1804-1814). Adetailofitismentioned; about a thousand

soldiersdiedof thediseaseduringthat time.

Part ll isachronologyof the importantdiseases inHokkaidobeforetheMeiji

Erawhichwillappear inthenext issue.
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Twowoodenmode]sreproducedbyOkamotoOnosaburo, theskillfUIsculptorinEdo,

WerecopiesfromthemodelpresentedtoSugitaRikkyofromHoshinoRyoetsuJr..

Thefdetails､ofthethreewoodenmodelsbelongingto the・Kagami･grbuphave
b U ．〃－

beendescribed throughmy recent study・ Kagami BunkenoHered the original
j

woodenmodelchiSeledbyTanaka, the famoussculptor inOsaka, totheSeijuKan

ofEdoinFebruary28th l819, andthisoriginalwoodenmodel isnowpreservedin

theTokyoUniversityFacultyofMediCine, but severaipartsof itwere lost during

anexhibitioninEurope.

Another smaller oneusedbyKagamiBunkenisnowpreservedbyDr.Taro

Takemi inTokyo・ Andalso, anotheronebelonging toKagami grouphadbeen

madebyIkeuchi, thefamoussculptor inOsaka. Thismodel isknownthroughthe
j 凸 ･

descriptionwrittenbyOkudaBanri, thepupil ofKagamiBunken、 1n1821,Okuda
4 』0 凶 唇一 』 L

Banrihadofferedthiswoodenmodel andhisdescriptiononthetreatment of frac-
： 。. . .! 烈 凸

turesanddislocationstotheNagoya lgakkan (medical school) for thematerials
子

3 D “ ■

pfmedicaleducation,but thesewerelostat the timeofthe.MeijiRestoration.
『 ■

ず ● 凸 ． ､ 、 『 ‘

Accordingtothese factsmentioned above, it shouldbe remembered that these
I 1

Woodenmodelsof thehumanskeletonremainingtodayare themost important in
も ■

evidencesfor thereceptionof theEuropeanmedicine through theDutch-learning

theEdoperiodofJapan.‘
凸･

Ontheotherhand, theauthorwishesto emphasizethat thesewoodenmodelsof
l

thehumanskeletonremainingtodayare highlyprizedmedical treasures for the

medicalhistoryofJapanand these treasuresshouldbe surelyhandeddown to

posterity.

(LeCturerOfNiigataUniversity)

【

DieersteZergliederungdermenschlichen

K6rper､indemKaga-Clan ,２
４
Ｊ

HisashiSAKAI

0 1

1nJuli, 1870wurdenzweimannlicheLeichenvomFalschmtinzerzumerstenmal■L

indemKaga-Clanzergliedert. . ･ }

4 、 ZweiUrkunden,die了vonHerrnZ;MATSUDAdariibergeschriebenwurden,waren

schonfrtihergefundenworden. DenbeidenSchriften(nach,wardieseZergliederung

dieerste indemKaga-Clan. Zuerst.wurdendieLeichen.durchdie4GefaISinjektion

desfaulniswidrigenMittelsyantiseptisCh'behandelt. ,DieZergliederungwurdedurch

l63 （ 2 ）



TheWoodenModelsoftheHuman

Skeletonmadeduringthe

EdoPeriodinJapan

HiroshiKAMBARA,M.D.,

Itwasrevealedthatninewoodenmodelsof thehumanskeletonhadbeenmade

bytheearlyyearsof thel9thcenturyfromtheclosingyearsofthel8thcentury,

butonlythreeof themodeisactuallyremaintoday，Itwaswell knOwn that that

thesewoodenmodelsweredividedintotwogroups, namelytheHoshinogroupand

theKagamigroup, fromtheviewpoint of the relationbetween instructors and

sculptorsandfromthe ideasof instructors.

TwonotedorthopediCsurgeonswhowerestimulatedbytheEuropeanmedicine

throughtheDutch-leaming, bothHoshinoRyoetsu (1745-1802) inHiroshimaand

KagamiBunken(1754-1819) inOsaka, did let twoskillful sculptorsmakewooden

modelsof thehumanskeletoneach bv themselves． Thesemodelswere strictlv

madeupthroughtheresultsofhumandissectionunderthe inHuencesof theEuro-

Deananatomv･

Thesemodelsof thehumanskeletonwereusuallvemplovedtoteachfunctional

anatomvof theskeletal svstemfor thetreatmentof fracturesanddislocations.

Theoriginalwoodenmodel of theHoshinogroupchiseledbyHaradaKoji in

Hiroshimaisnowwell preservedbyDr.FumihikoGotoinHiroshima. Thisorigi-

nalmodel fortunatelvservivedthetheatomic exDIosion inl945, Aftermvrecent

studyonwoodenmodelsof thehumanskeletoninJapan, itwasrevealedthat the

fivemodelsbelongedtotheHoshinogroupand except for the original one, had

beenmade intheearlvvearsof thel9thcenturv.

The firstcopyalsomadebyHaradaKojihadbeenoffered to theSeijuKan,

thefeudalmedical schoolofEdo, in1800. However, this firstcopywas unfortu-

natelydestroyedinthegreat fireof 1806,

Soonafter the deathof bothHoshinoRyoetsuandHaradaKoji, anothertwo

copiesweremadebySashimonoyaKidenji, thefamoussculptorinHiroshima,under

the instructionofHoshinoRyoetsuJr.. OneofthesewaspresentedtoSugitaRikkyO

inEdo, andanotheroneappearstohavebeenpresentedtoShinguRyoteiinKyoto.
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〈日本医事新報別刷集シリーズ〉

囚謬鳥貢皮層疾患100例
IllllIlIⅡlIIlI11Ⅱ11ⅡⅡ11Ⅱ1ⅡⅡIllIl川11Ⅱ111

B5判 112頁

カラー写真100葉

定価 1,800円

送料共
IⅡlllIlllⅡ!Ⅱ1111ⅡII11HlⅡIⅡ11Ⅱ1111Ⅱ111ⅡI

千葉大学名誉鞠受竹内 勝著

日常頻繁にみられる代表的な皮膚疾患約100例を大､H1

カラー写真によって紹介し、疾患毎に症状、治療法、鑑

別のポイントを解説するとともに局所療法を加えたもの。

回需ヲ外来における簡易検査
順天堂大学教授小酒井望・同助教授林康之共著

病態の把握に、正しい治療方針の決定に、臨床検査は

'剛IⅧ川'"IM:"今や日常診療上欠くことのでき塗い情報源｡外来においB5判

カラー写真126葉て最も頻繁に行なわれる尿、血液、便の簡易定性検査を
定価 1,200円簡潔に要領よく、美麗なカラー写真126葉をもって構成・
送料 70円解説した本書は、他に類をみない“絵でみる臨床検査”

111III11IIIIIⅡⅡ1111111IIIIIIIIIIIIIIIIII1llllllll の決定版です。実地医家、医学生各位の座右において診

療内容の向上、知識の整理にお役立て下さい。

回謬跨直腸鏡のみかた
東邦大学教授小平 正著

ⅡⅡ,Ⅱ,Ⅱ,1,,,ⅡIⅡIⅡIⅡ,Ⅲ,11,,ⅡⅢ,Ⅱ,,1，，1 直腸疾患の増加が注目されています。この時に当り外
B5判 28頁来診察の実際、器具の操作など直腸鏡使用法の基本から

カラー写真85葉ポリープ、ポリポージス、潰瘍性大腸炎、直腸癌など直

定価 500円腸主要病変所見を、病理組織像、摘出標本と対比しなが

送料 45円 ら鮮明カラー写真85葉を中心に解説した本書は、内科、
11ⅡⅡ11ⅡⅢ1111Ⅱ1Ⅲ11Ⅱ1111Ⅲ1111ⅡlⅡ111ⅡI

外科、産婦人科臨床医家の必携書と確信します。

み

日本医事新報社
〒101-91東京都千代田区神田駿河台2－9

電話(292) 1551 (大代表）・振替東京25171

舟誹?,.’蘭無い鵡轍魁、 :ｶﾔ鱸鼠”､､1$ II i,』《か‘ ･討權樫！【繁‘．
r㎡
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閾学の家 岸

桂川の人々今泉源吉著
続､篇劃 定価,4,000円

ダ P ． 心 ロ ノ ･

内容 第一章森島中良 ，‘第二章五代国宝
ﾛ。 ‘ と 、

第三章文化甫賢

“｛・

最終篇 ：‘ ､定価4,800円
－，－ノク 、 ノ 1

内容 ’第一章『和蘭字彙』刊行まで

、 第二章明治維新まで

二‘ ・ 、 第三章甫周病没まそ

虫
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ご会員特別奉仕一割引’ 喝

ﾛ

1巻お買上賜りましたご会員先生方へ是非ともご通
一‐ 名 凸 傍 で き す

読頂きたい，と存じ正篇ご購入頂きました，御礼を

かねましてヅご案内申し王げますも ．！ ．
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
山
形
敞
一

常
任
理
事
石
原
明
大
烏
蘭
三
郎

会
計
監
事
宗
田
一

理
事赤

松
金
芳
阿
知
波
五
郎
石
川
光
昭

今
田
見
信
内
山
孝
一
大
久
保
利
謙

大
塚
敬
節
大
矢
全
節
緒
方
富
雄

岡
西
為
人
蒲
原
宏
佐
藤
美
実

杉
靖
三
郎
鈴
木
正
夫
鈴
木
勝

宗
田
一
竹
内
薫
兵
津
崎
孝
道

戸
苅
近
太
郎
中
野
操
三
木
栄

矢
数
道
明
吉
岡
博
人
和
田
正
系

幹
事大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
沢
井
貫
太
郎

杉
田
暉
道
谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

赤
松
金
芳
安
芸
基
雄
阿
知
波
五
郎

石
田
憲
吾
石
川
光
昭
今
市
正
義

今
田
見
信
岩
治
勇
一
内
山
孝
一

大
久
保
利
謙
大
塚
敬
節
大
塚
恭
男

王
丸
勇
大
矢
全
節
緒
方
富
雄

岡
西
為
人
片
桐
一
男
川
島
恂
二

蒲
原
宏
金
城
清
松
久
志
本
常
孝

榊
原
悠
紀
田
郎
酒
井
シ
ヅ
佐
藤
美
実

編
集
後
記

毎
回
の
こ
と
な
が
ら
、
発
刊
日
が
予
定
よ
り
遅

れ
て
し
ま
っ
た
。
今
回
は
、
原
著
に
力
作
が
重
な

り
、
ま
た
、
例
会
記
事
が
長
く
な
っ
た
こ
と
か

大
塚
恭
男
氏
渡
欧
（
評
議
員
）

大
塚
氏
は
七
月
十
九
日
か
ら
二
十
七
日
に
か

け
、
ウ
ィ
ー
ン
の
郊
外
乏
胃
怠
易
芯
言
で
開
か
れ

た
東
洋
医
学
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
日
本
か
ら
只
一

人
招
待
さ
れ
た
。
大
塚
氏
は
更
に
ド
イ
ツ
の
医
史

学
の
現
状
、
史
蹟
を
探
訪
さ
れ
て
八
月
二
十
二
日

に
帰
国
の
予
定
で
あ
り
、
九
月
の
例
会
で
、
そ
の

模
様
を
伺
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

清
水
藤
太
郎

鈴
木
正
夫

宗
田
一

竹
内
薫
兵

津
田
進
三

中
川
米
造

中
山
沃

服
部
敏
良

丸
山
博

三
木
栄

谷
津
三
雄

山
下
喜
明

和
田
正
系

杉
靖
三
郎

鈴
木
勝

高
木
圭
二
郎

田
中
助
一

戸
刈
近
太
郎

中
沢
修

長
門
谷
洋
治

福
島
義
一

松
木
明
知

三
廼
俊
一

山
形
敞
一

山
田
平
太

以
上

杉
田
暉
道

鈴
木
宜
民

高
山
担
三

津
崎
孝
道

中
泉
行
正

中
西
啓

中
野
操

藤
野
恒
三
郎

三
浦
豐
彦

森
優

矢
数
道
明

吉
岡
博
人

（ ら
、
以
外
に
頁
数
が
ふ
え
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ

げ
て
い
る
。

こ
の
号
か
ら
新
し
い
試
み
と
し
て
、
英
文
抄
録

を
巻
末
に
ま
と
め
、
欧
文
読
者
の
便
宜
を
は
か
っ

た
。
編
集
の
仕
方
に
は
、
雅
拙
さ
が
残
り
、
見
苦

し
い
所
が
何
カ
所
も
あ
っ
て
本
当
に
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。
会
員
諸
氏
の
厳
し
い
ご
批
判
を
待

っ
て
い
ま
す
。

尚
、
現
在
、
編
集
委
員
の
手
許
に
あ
る
原
稿
が

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
次
号
の
締
切
り
は
九

月
半
ば
で
す
。
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
六
年
六
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
十
六
巻
二
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
棒
医
塞
学
嵯
川
鼎
三

印
刷
者
五
協
印
刷
有
限
会
社

発
行
者
日
本
医
史
学
会

東
京
都
文
京
区
本
郷
テ
ー
ノ
ー

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
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